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乗船前に確認すべきこと
『オペレーターズガイド』 は、この
パーソナル・ウォータークラフトと
そのさまざまな操作、メンテナンス、
そして安全なライディングのための
注意事項について、オーナー／オペ
レーターあるいは同乗者の方によく
知っていただくために作成されてい
ます。これらはどれも製品を正しく
使用するために必要不可欠なもので
す。 防水性の袋に入れて、いつでも
ウォータークラフトに搭載してくだ
さい。
『オペレーターズガイド』 を必ず読
んで、その内容を理解してください。
製品保証とその適用に関する疑問点
は、この ガイドの 「保証」 のセク
ションを参照するか、 Sea-Doo® 認
定ディーラーにお問い合わせ くださ
い。
米国の製品代理店は、BRP US Inc.
です。カナダの製品代理店は、
Bombardier Recreational Products
Inc. です (まとめて “BRP”と呼びま
す)。
このガイドに含まれる情報およびコ
ンポーネント／システムの記述は、
執筆の時点で正しいものです。ただ
し、BRP は、それ以前に製造された
製品に同様の改善を施す義務を負う
ことなく、製品を継続的に改善する
方針を維持します。
製品の品質向上と技術革新の絶えざ
る努力のため、BRP は何らの義務を
負うこと なく、製品の仕様、設計、
機能、型式、装置などをいつでも変
更し、あるいは製造を終了する権利
を留保します。
この文書に含まれる図版は、何種類
かの異なるアッセンブリーの代表的
な構造を示し、特定の部品の細部ま
たは正確な形状を表現していない場
合があります。しかし、それらは同
様または類似の機能を持つ部品を代
表しています。

このガイドは他言語に翻訳される可
能性があります。内容に不一致が生
じた場合は、英語版の内容が正しい
ものと見なされます。
仕様の数値は SI メートル法で示さ
れ、括弧内に SAEの U.S.単位系に換
算した値を併記します。特に精度が
要求されない個所では、実用上の利
便性を優先して換算値の端数を四捨
五入している場合があります。
完全な整備とメンテナンスに関する情
報、および修理に関するより詳しい情
報をご希望の方には、別途 『ショッ
プマニュアル』 をご用意していま
す。
本文で示される左（左舷）と右（右
舷） は、つねにドライビングポジ
ション （ウォータークラフトに正し
く着座した状態）を基準にしていま
す。
また、船舶業界の慣行により船体前
部はバウ、船体後部はスターンと呼
んでいます。

smo2008-001-001_a

代表的な例
1. 左 （左舷）
2. 右 （右舷）
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はじめに
この度は、Sea-Dooパーソナルウォー
タークラフトをお買い上げいただき、
ありがとうございます。Sea-Dooは
も人気の高いウォータークラフト

のひとつです。Sea-Doo®パーソナル
ウォータークラフト（PWC）は、自
然の美しさに触れながら、世界中の
水辺で刺激的な体験を楽しむ機会を
皆様に提供します。水上のレジャー
を存分にお楽しみください。
しかし、この新たな喜びと自由には、
お客様ご自身、そして同乗者、お客
様のウォータークラフトを一緒にご
利用になる方々、第三者の安全に対
する責任も伴います。ウォーターク
ラフトをご利用になる場合は安全に
関する指示に必ず従い、十分な注意
をお払いください。また、ウォーター
クラフトを使用する場合は、そのコ
ントロール方法と操作方法を完全に
理解し、節度を保った責任あるライ
ディングをしなければなりません。
ウォータークラフトのオペレーター
には、同乗者と第三者の安全を確保
する責任があります。同乗者には、必
ず安全上の注意をお伝えください。
この安全のセクションには、お客様
が始めてご覧になる内容も含まれて
いますが、そのほかはごく常識的な
ものです。しかし、これらはウォー
タークラフトを安全に楽しむために
はいずれも重要な項目です。わずか
な時間で十分ですので、是非ともこ
の安全のセクションをよくお読みに
なってください。これらの情報を読
んだだけですべての危険を回避でき
るわけではありませんが、その示す
ところを理解して応用すれば、ウォー
タークラフトを正しく使用する助け
となります。
このセクションの指示内容に従わな
い場合は、重傷事故や死亡事故を招
く恐れがあります。

この安全のセクションは、ウォーター
クラフトを初めてご利用になる方の
参考用として作成したものであり、
その内容はごく限られています。ご
利用にあたっては、『オペレーター
ズガイド』、セーフティビデオ、製品
に貼付された警告/注意ラベルも合わ
せてご覧ください。“航行ルール“に
関する詳細を地元の湾岸警備当局、
モーターボート団体、その他の地元
のボート協会から入手することも強
く推奨いたします。
多くの国や地域では、船舶利用の安全
と免許に関する規則が定められてい
ます。ウォータークラフトをご利用
になる場合は、安全と免許に関する
講習を受けられることを強くお勧め
します。コースの有無については、
寄りの湾岸警備当局またはパワー

セイル愛好者団体までお問い合わせ
ください。
船舶利用の安全に関する情報は、こ
の安全のセクション 後に記載され
ている航行安全/規制ウェブサイトか
ら入手できます。
船舶に関する規制は時々改正されま
す。ウォータークラフトをご利用に
なる場合は、その都度適用法規をご
確認ください。
また同時に、ウォータークラフトの年
次安全点検の実施もお勧めします。
詳細については 寄りのディーラー
までご連絡ください。
定期メンテナンスや安全メンテナン
ス、アクセサリをご希望の場合は、
ぜひ 寄りのディーラーへ定期的に
お立ち寄りください。
楽しく遊んでください。お楽しみい
ただけるようお祈りいたします。
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セイフティー チェックリスト
ボーティングの喜びや楽しさ、そして
刺激を満喫するには、すべての人々
が従うべきいくつかの基本的ルール
があります。この安全に関する情報
とルールを無視すれば、オペレーター
や同乗者、ウォータークラフトを貸
した人々、第三者などの重傷や死亡
を含む重大事故を招く恐れがありま
す。

一般的事項
ウォータークラフトのご利用は 16才
以上に限ることをお勧めします。
ご利用に際しては安全講習への参加
をお勧めします。県、地域によって
は参加が義務付けられている場合が
あります。
このウォータークラフトは、これま
でのウォータークラフトの性能を大
きく上回る性能を備えています。遠
出をする場合や同乗者を乗せる場合
は、事前にウォータークラフトの操
作装置や操作方法に十分慣れておく
ようにしてください。そのような機
会が持てなかった場合は、他の遊泳
者や水上交通のない場所を選んで1人
乗りで練習をし、各操作装置のレス
ポンスを確認してください。アイド
リング以上に回転を上げる場合は、
事前にすべての操作装置の扱いに十
分慣れるようにしてください。すべ
てのPWCの操縦性が同じであるとは
限りません。操縦性はモデルごとに
異なり、甚だしく異なる場合も少な
くありません。
ウォータークラフトの安全な利用を
左右するのはオペレーター自身であ
り、その責任もオペレーターが負わ
なければなりません。また、オペレー
ターには、同乗者や、ウォーターク
ラフトを貸す相手に対し、この安全
のセクション、『オペレーターズガ
イド』 を読み、セーフティビデオを
見て、また艇体に貼付されている警
告／注意ラベルを読み、その内容を理
解するよう求める責任もあります。

同乗者を乗せる場合は、その同乗者
が泳げること、水中からウォーター
クラフト上に戻る方法を知っている
ことを確認してください。
水深の深いところでウォータークラ
フトに乗るには、かなりの努力を要
します。ウォータークラフトを使用
したり、水深の深い場所に乗り入れ
たりする場合は、事前に胸くらいの
水深の場所で水中からウォーターク
ラフトに戻る練習をしてください。
PWCは、転覆時に自動的に姿勢を回
復しません。ライダーと同乗者は、
『オペレーターズガイド』 の説明に
従って艇体を起こすための正しい手
順を知っていなければなりません。
ウォータークラフトを転覆させる場
合は、必ずエンジンを停止してくだ
さい。
地元のパワー愛好者団体や規制当局
は、ウォータークラフトの補助的な
安全検査実施やニーズの見極めを喜
んで支援します。
薬を服用したりアルコールを飲んだ
りした時、あるいは疲れている時や
具合の悪い時は、絶対にウォーター
クラフトを運転しないでください。
燃料を補給する際は、『オペレーター
ズガイド』 に示されている給油の手
順とそのマリーナで指定されている
手順を厳守してください。また、使
用前と使用中は、常に燃料レベルを
確認してください。燃料に関しては、
目的地までに 1/3、帰りに 1/3、予備
に 1/3 をあてるという原則に従って
ください。ストレージコンパートメ
ントやエンジンコンパートメントに
は、予備の燃料や可燃性液体を積ま
ないでください。
給油を行う前に必ずエンジンを止め
てください。また必ず全員がウォー
タークラフトから降りてください。
ガソリンは可燃性であり、特定の条
件下では爆発性があることを忘れな
いでください。近くで喫煙したり、
裸火や電気スパークを近づけたりし
てはいけません。
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低速航行水域に関する規則、およびそ
の水域を利用する他の人々や環境には
十分な注意を払ってください。ウォー
タークラフト利用者は、「船長」 お
よびウォータークラフトのオーナー
として、自身の航跡による他者への
損害に責任を持たなければなりませ
ん。ウォータークラフト上からは、い
かなる物も投棄しないでください。
しかし緊急時には他の人々を救助す
る義務があります。
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ライディング

着用品
オペレータと同乗者には、PWC使用
に適した日本小型船舶検査機構 認定
のパーソナルフローティングデバイ
ス（PFD）着用が義務付けられてい
ます。（日本国内に限る）
オペレーターと同乗者は、’ライディ
ングコンディションや個人の好みに
合わせて、レンズが割れても飛散し
ないシャッタープルーフのメガネを
使用できるようにしておく必要があ
ります。風や水の飛沫、高速走行な
どによって水が目に入り、視界がぼ
やけてしまうことがあるからです。
PWCのライダーと同乗者は、体を保
護できる服を着用してください。こ
れには以下のようなものが含まれま
す：
– ウェットスーツボトム、あるいは

織り目が細かく体に合った服で、
これと同等の保護効果の期待でき
るもの。たとえば、自転車用の薄
手のショーツなどは不向きです。
落水やジェットスラストノズルに
近づくことによって体腔内に水が
入ると、内臓に重大な損傷を与え
る恐れがあります。通常の水着で
は、男女を問わず、高圧の水が下
半身から体内へ浸入するのを十分
に防ぐことはできません。

– 靴、グローブ、ゴグル／メガネの
着用をお勧めします。また、足に
も軽量かつ柔軟な保護具を着用す
るようにしてください。これは、
水中の鋭い岩などによるケガの防
止に役立ちます。
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ヘルメット
重要な注意点
ヘルメットは、頭部への衝撃を緩和
できるように設計されています。ほ
とんどのモータースポーツにおいて
は、ヘルメットの着用がその欠点を
補って余りあることは明らかです。
しかし、パーソナルウォータークラ
フトなどのようなモーターウォーター
スポーツの場合、水上であることに
伴う特別なリスクがあるため、この
ような利点は必ずしもあてはまりま
せん。

利点
ヘルメットは、頭部が硬いものに当
たった場合の衝撃緩和に役立ちます。
例としては、衝突の際の相手のウォー
タークラフトに頭部が当たる場合が
考えられます。同様に、チンガード
の付いたヘルメットは、顔面、顎、
歯などの負傷防止に役立ちます。

リスク
一方、ウォータークラフトから転落
した場合のいくつかの状況下では、
ヘルメットが “バケツ”のように水を
捉えてしまい、首や脊椎に大きな力
が加わる恐れがあります。これは、
窒息、首や脊椎の重大な損傷や回復
不能な損傷を招き、 悪の場合は死
亡事故に至ります。
また、ヘルメットが周囲の視界や聴
覚を妨げたり疲労をもたらしたりす
ることによって、衝突の危険が増す
恐れもあります。

リスクと利点の兼ね合い
ヘルメットを着用すべきか否かの判
断にあたって も望ましいのは、具
体的なライディング環境や個人的経
験を考慮することです。これには、
交通の多い水域であるか、どのよう
なライディングスタイルか、といっ
た点が含まれます。

結論
どのような選択をした場合でも、あ
る種のリスク 小限に抑えることは
できる一方、他のリスクは増大しま
す。したがってヘルメットを着用す
るかどうは、具体的な状況に基づい
てその都度判断を下す必要がありま
す。
着用することにした場合は、さらに、
その状況にはどのタイプのものが
も適しているかを判断しなければな
りません。ヘルメットは DOT規格ま
たはスネル規格を満たすものを探し、
可能であればモーターウォータース
ポーツ用に設計されたものを選ぶよ
うにしてください。

レース
競技自体の性質と、ウォータークラ
フト同士が近接しているという事実
から、参加台数の多い PWC競技にお
いてはヘルメットを着用することを
お勧めします。競技統括組織の定め
るヘルメット要求には必ず従ってく
ださい。

携行品
法令に定められた品目は必ず携行し、
ウォータークラフト上で使いやすい
状態にしておいてください。詳細につ
いては国内または地域の法令を確認す
るか、 寄りの Sea-Doo 認定ディー
ラーまでご連絡ください。通常必要
な品目には、ホイッスルなどの音響
信号装置、防水懐中電灯や認定発炎
筒、浮揚性のヒービングライン、ア
ンカーとロープ*、ベイラー*、適切
な消火器*などが含まれます。カナダ
では、PWC への全搭乗者が PFD 着
用の場合“*” を付けた品目は必要で
はありません。
また、防水バッグやコンテナに携帯
電話を入れておくのも有用で、遭難
した場合や陸上と連絡を取る場合に
使用できることがあります。
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準備
使用前に、Sea-Doo PWCに貼付され
ている警告／注意ラベル、オペレー
ターズガイド、 他の安全に関するす
べての資料を読み、その内容を理解
するともに、’セーフティビデオをき
ちんと見てください。“�“ 記号は警
告記号であり、従わない場合は人員
の死亡を含む重大事故を招く恐れのあ
る指示内容であることを示します。
ウォータークラフトを使用する場合
は、その水域に適用される地元およ
び国の船舶関連法令を確認してくだ
さい。その地域の道路交通に関する
法令も調べておく必要があります。
また、その水域で使用されている航
行システム（ブイや標識）について
も十分に調べ、内容をよく理解して
おかなければなりません。
さらに、水域自体に関する知識も必要
です。海流、潮汐、早瀬、航跡や波
などは、安全な運航に影響します。
悪天候下でのウォータークラフト使
用はお勧めできません。
安全とウォータークラフト整備の観
点から、ウォータークラフトを使用
する場合は、『オペレーターズガイ
ド』に定める“始業点検”を必ず行っ
てください。
セーフティランヤードは常にオペレー
ターの PFD につないでおくととも
に、ハンドルバーにからまないよう
にしてください。これにより、オペ
レーターが転落した場合にエンジン
を自動的に停止することができます。
また、ライディング後は、子供や他
の人がエンジンを始動させてしまう
ことのないように、ポストから DESS
キーを外してください。セーフティ
ランヤードをつなげていないと、オ
ペレータが転落してもウォーターク
ラフトは停止しません。
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運転

衝突回避
障害物を回避しようとするときは、
スロットルを離さないでください。
旋回するにはスロットルを開ける必
要があります。
他の遊泳者、ボート、障害物などに
対する見張りを常に怠らないでくだ
さい。自分自身の視界が制限された
り、他の人から見えにくくなったり
するような状態に陥らないよう、十
分な注意が必要です。
レクリエーションを楽しむ他の人々
や周囲の人々の権利を尊重し、他の
船舶や人、障害物などから安全な距
離を保ってください。
航跡や波のジャンプ、波打ち際の走
行、ウォータークラフトのしぶきを
他の人にかける、といった行為は禁
物です。ウォータークラフトの能力
や自分自身の技量に関する判断を誤
り、他のボートや人に衝突する恐れ
があります。
このウォータークラフトは他のボー
ト類よりも小さな半径で旋回するこ
とができますが、緊急の場合を除き
高速での急旋回は行わないでくださ
い。このような操作は、第三者から
見た場合の回避や進路予測を困難に
します。また、オペレーターや同乗者
が落水してしまう恐れもあります。
他の船舶類同様、この PWC にもブ
レーキはありません。停止距離は、
走行速度、積載荷重、風、水面の状
況などによって異なります。さまざ
まな状況下での停止距離の感覚を身
につけるために、他の交通のない場
所で停止や接岸の練習をしてくださ
い。
衝突を避けるには、速度を維持する
か、場合によっては増速する必要が
あります。

安全なライディング
スロットルレバーをアイドル位置に
戻すと方向制御がしにくくなり、エ
ンジンを停止すると方向制御がまっ
たくできなくなります。旋回するに
はスロットルを開ける必要がありま
す。
自身の限界と技量の範囲内でのライ
ディングを心がけてください。制御
不能、落水、衝突などのリスクを減
らすため、急激な操作は避けてくだ
さい。また、ウォータークラフトの
性能を十分に理解し、無理をしない
ようにしてください。
常に責任と安全に留意し、常識と節
度を保ったライディングを心がけて
ください。
ウォータークラフトは十分な高速性
能を有していますが、高速走行は理
想的な条件が整い、なおかつ高速走
行が許されるような場合だけに限る
よう強くお勧めします。速度が大き
くなるほど高い技量が求められ、重
大事故の発生する可能性も大きくな
ります。
旋回、波や航跡の通過、荒れた水面
上での走行、ウォータークラフトか
らの転落などによってライダーの体
にかかる力は、特に高速の場合、足
や他の部位の骨折、あるいはそれ以
上の重傷を招く恐れがあります。常
に余裕のある走行を心がけ、急旋回
は避けるようにしてください。
水深の浅い場所では十分な注意を払
い、ごく低速で走行してください。
座礁や急激な停止は事故を招きます。
また、水底の砂や異物がジェットポ
ンプにより巻き上げられて後方へ飛
ばされ、人や物に当たる恐れがあり
ます。
ウォータークラフトがリバース機能
を備えていても、停止には使用しな
いでください。オペレーターや同乗
者が前方に投げ出されて、ハンドル
バーや障害物にぶつかる恐れがあり
ます。
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また、PWCは夜間使用するようには
設計されていません。

オペレーター／同乗者が
注意すべきこと
ウォータークラフトを利用する場合、
オペレーターには、安全に関する注
意を同乗者に知らせる義務がありま
す。
誰かがウォータークラフトの後部付近
にいるときは、絶対にハンドルバー
を回さないでください。また、ステ
アリング用可動部品 （ノズル、サイ
ドベーン、リンケージ等） には人を
近づけないでください。
サンデッキを装備している場合は、
サンデッキやスイムプラットフォー
ムに人が乗った状態でエンジンを始
動したり走行したりしないでくださ
い。付近の水中に人がいる場合も同
様です。ジェットスラストノズルか
ら吐き出される水や異物が人にあた
ると、重傷を負う恐れがあります。
エンジン始動時やウォータークラフ
ト走行時はオペレーターも同乗者も
シートに正しく座り、走行中はつね
にその状態を保ってください。同乗
者には、備え付けのグリップやシー
トストラップ、あるいは前の人の腰
につかまるようにさせてください。
特に同乗者を乗せた状態で加速する
場合は、発進時か走行中かに関わら
ず、つねに少しずつ加速するように
してください。急加速を行うと同乗
者がバランスを崩したり、グリップ
から手が離れたりして、ウォーター
クラフト後方に落水する恐れがあり
ます。急加速時には同乗者にその旨
を知らせるか、同乗者が急加速を予
測できるようにしてください。
エンジンがかかっているときはイン
テークグレートに近づかないでくだ
さい。長い髪、衣服のはし、PFDの
ストラップなどが可動部品に巻き込
まれて、重傷を負ったり溺れたりす
る恐れがあります。

人がウォータークラフトに乗ろうと
している場合や近くにいる場合、あ
るいはインテークグレートから海草
や異物を取り外す場合は、誤ってエ
ンジンを始動してしまうことのない
よう、必ずポストから DESS キーを
外してください。
日射、風、アルコール、薬品、疲労、
疾病などは、判断力や反応時間に悪
影響を与えることがありますので、
注意が必要です。
PWC使用時は、旋回半径を小さくす
るために足を水中に入れないでくだ
さい。

ウォータークラフトの
操縦性 /曳航
ウォータークラフト使用時は、積載
重量や定員をオーバーしないように
してください。過積載は操縦性、安
定性、性能に悪影響を及ぼす可能性
があります。
ウォータークラフトの操縦性に影響
するようなアクセサリや装置は取り
付けないでください。
ウォータークラフトには曳航用アイ
レットを取り付けて、スキーロープ
をつなぐことができます。
同乗者を乗せたり、チューブ、水上
スキー、ウェイクボードを曳航した
りするとウォータークラフトのハン
ドリングは変化し、より高い操縦技
量が求められます。
走行時は、同乗者、およびスキーや
ウェイクボードの利用者の安全と快
適性を常に考慮してください。
チューブ、水上スキー、ウェイクボー
ドなどを曳航する場合は必ず監視役
を乗せ、必要な速度を超えないよう
にするとともに、監視役の指示に従っ
て走行してください。止むを得ない
場合を除き、急な旋回はしないでく
ださい。また、桟橋、遊泳者、船舶、
障害物などからは安全な距離を保っ
てください。
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曳航ロープは十分な長さと太さのも
のを使用し、適切な方法でしっかり
とウォータークラフトに接続されて
いることを確認します。一部のボー
トなどでは特別製の曳航装置を取り
付けることができる場合もあります
が、PWCに曳航用ポールなどを取り
付けることは避けてください。その
上に人が倒れたりするとケガをする
恐れがあり、危険です。
急旋回中やサークリング中に曳航ロー
プが弛むと、重大な負傷の原因にな
るおそれがあります。落水した人の
首や手足に緩んだロープが巻きつい
て、重傷を伴う事故を招く恐れがあ
ります。
ウェイクボードやラックを取り付け
た場合は、特に注意を払う必要があ
ります。スピンアウトなどの激しい
操作は避け、波によるジャンプは絶
対に行わないでください。常識的な
操作を行い、速度を抑えて走行して
ください。こうした点への注意を怠
ると、ウエイクボードが外れたり、
振り落とされた乗員がウエイクボー
ドまたはラックにぶつかってケガを
するおそれがあります。
終始節度ある姿勢で運転を行うこと
が安全の秘訣です。

______________ 安全に関する情報 _____________ 15



運航ルール
ウォータークラフトによる走行は、
標識のない高速道路や道路上の走行
に例えることができます。他の船舶
との衝突の防止あるいは回避のため
に、運航ルールには必ず従ってくだ
さい。これは単なる常識ではなく、
法令で定められたものです。

道路交通との比較
進路優先権
進路優先権 通常の回避は右側に行
い、他の船舶、遊泳者、障害物との
間に安全な距離を保ちながらこれら
を回避します。

1. 赤色灯
2. 緑色灯 （回避方向）

交差
前方の船舶に進路を譲って右側に回
避。他船舶の前方を横切ってはいけ
ません。

�������

対向の場合
互いに右へ回避。

�������

追い越し
他の船舶に進路を譲り、距離を保つ。

�������

航行システム
標識やブイなどの航行支援設備は、
安全な水路の確認に役立ちます。ブ
イは、そのブイの右側（右舷）を通
過すべきか左側（左舷）を通過すべ
きか、あるいは、どの水路を進むべ
きかを示します。ブイは、低速航行
水域や減速水域などの制限水域や制
限水域に入りつつあるかどうかも示
します。また、危険や特別な航行情
報を示すこともあります。標識は陸
上や水上に設置されています。これ
らの標識でも、速度制限、無動力船
舶や無動力航行、停泊、その他の有
効な情報を表わすことができます。
（各種標識は形状である程度識別で
きます）。
ウォータークラフト使用水域におけ
る航行システムをよく理解しておく
ようにしてください。
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給油の手順

�
以下に示す船の安全な給油に関する
指示事項に厳密に従ってください。

エンジンを止めます。
必ず全員がウォータークラフトから
降りてください。
ウォータークラフトを給油用桟橋に
しっかりと係留します。
手近なところに消火器を用意してく
ださい。
燃料タンクキャップにアクセスする
には、フロントストレージコンパー
トメントカバーを開いてください。

��	���� �

代表的な例
1. 燃料タンクキャップ

燃料タンクキャップを左回りに外し
ます。
給油ノズルをあまりフィラーネック
の奥の方まで差し込まないでくださ
い。
タンクから空気が逃げられるように
ゆっくりと給油して、燃料の吹き返
しを防いでください。燃料をこぼさ
ないように注意してください。
燃料がフィラーネックの根元のところ
まで達したら、給油を止めます。燃
料があふれ出るのを防ぐため、フィ
ラーチューブの部分まで燃料を満た
さないでください。入れすぎてはな
りません。

キャップを取り付けて 後までしっ
かりと締めてください。

�
給油を行う前に必ずエンジンを止
めてください。ガソリンは可燃性で
あり、特定の条件下では爆発性があ
ります。つねに換気のよい場所で作
業を行ってください。近くで喫煙し
たり、裸火や電気スパークを近づけ
たりしてはいけません。燃料タンク
に圧力がかかっている場合がありま
すので、キャップを開けるときには
ゆっくりと回してください。裸火を
明かりにして燃料レベルを確かめる
のは絶対にやめてください。給油中
はウォータークラフトを水平に保っ
てください。燃料を入れすぎないよ
うにし、給油口ぎりぎりまでガソリ
ンを入れた状態で、ウォータークラ
フトを日の当たる場所に長時間置か
ないようにしてください。温度の上
昇と共にガソリンが膨張して、オー
バーフローすることがあります。給
油時にこぼれた燃料は必ず拭き取っ
てください。定期的に燃料系を点検
しましょう。
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水上スキー用の手信号
参考のため、 も一般的に使われる水上スキー用の手信号を以下に示します。
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重要なラベルの位置
あなたのウォータークラフトには次のようなラベルが貼付されています。レ
ベルが剥がれたり読めなくなったりした場合は、新しいラベルに交換してく
ださい。Sea-Doo認定ディーラーまでお問い合わせください。
ウォータークラフトを操縦する前に、これらの各ラベルを注意深く読んでく
ださい。

� � 
��������
������ ��

�	

smo2008-001-002_a

GTI モデル

���� � 
��������
������ �

��

�

�	

smo2008-001-003_a

代表的な例 — GTX、RXT™、RXP™ WAKE™ モデル
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��������
������� ��

�	

smo2008-001-004_a

代表的な例 — X パッケージモデル

ラベル 1

代表的な例 — GTX、WAKE、RXT モデル
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ラベル 1 (続き )

代表的な例 — RXP モデル
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ラベル 1 (続き )

代表的な例 — GTX LTD モデル
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ラベル 1 (続き )

smo2006-002-013

GTI モデル

ラベル 2

ラベル 3

ボーディングステップ付きのモデル

ラベル 4

ラベル 5

When disconnecting coil from spark plug, always disconnect coil from main 
harness first. Never check for engine ignition spark from an open coil 
and/or spark plug in the engine compartment as spark may cause fuel 
vapor to ignite.
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ラベル 6

代表的な例

ラベル 8

代表的な例

ラベル 7

ラベル 9

•  スキーポストを使用していないときは完全に格納してください。

警告
 • スキーポストを緩める間、リアグラブハンドルから離れてください。

 • 使用前に、スキーポストがいっぱいまで伸ばされ、

    ロックされていることを確認してください。

• スキーヤーまたはウエイクボーダーを引いてい

ら手を離さないでください。

る間、 助手はスキーポストグリップか

WAKE モデル
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ラベル 10

北米以外のウォータークラフト

smo2006-002-015

RXP/RXP X を除く全モデル

smo2006-002-016

RXP/RXP X モデル

ラベル 11

スーパーチャージャー付きエンジンのみ

ラベル 12

����
��

ラベル 13

WAKE モデル
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ラベル 14

ラベル 15

smo2007-002-025

ラベル 16

�
満杯のバラストタンクでは次のこと
を行わないでください:
– 波があるときに使用すること。
– 波をジャンプすること。
– 50 km/h (30 MPH) を超えて操縦

すること。
– 急激な運転をすること。
ウォータークラフトのハンドリング
特性に影響を及ぼすおそれがありま
す。
次のことを決して行わないでくださ
い:
– バラストタンクを 1 つだけ取り

付けること。
– バラストタンクを 1 つだけ注水

すること。
バラストタンクがボーディングプ
ラットフォームにしっかり固定され
ていない場合、突然外れて、負傷を
起こす危険があります。バラストタ
ンクが正しく取り付けられているか
定期的に確認してください。
詳細については、『オペレーターズ
ガイド』 を参照してください。

WAKE モデル —表示されていません
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ボートについての情報
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登録番号の位置
連邦法の規定により、すべてのパーソナルウォータークラフトは登録されな
ければならず、法定登録番号を表示しなければなりません。
登録番号を正しく表示できるスペースは限られています。適切な位置につい
ては下図を参照し てください。登録番号はウォータークラフトの両側面に表
示してください。スターラベル適用モデルの場合は、そのラベルの左側に登
録番号を表示してください。

�

smo2008-001-005_a

代表的な例
1. 登録番号の位置

:登録番号は喫水線より上でなければなりません。また、番号は正しい大きさ
と色で表示し てください。各地域で適用される規則を確認してください。
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識別番号
ウォータークラフトの主要な構成要
素（エンジンと船体）は、それぞれ
異なる製造番号で識別されます。保
証を受けるときや、盗まれたウォー
タークラフトを探すときなどに、こ
れらの番号を確認する必要が生じる
ことがあります。

船体 （ハル）
船体識別番号（H.I.N.）は、ウォー
タークラ フト後部のフットボードの
上にあります。

smo2008-001-006_a

代表的な例
1. 船体識別番号 (H.I.N.)

これは12 桁の数字で構成されていま
す：

YDV 12345 L 4 95

年式

製造年

製造月
製造番号
(数字の代わりにアルファ
ベットが使われることもあります)

製造者

エンジン
:各モデルにどのエンジンが使われて
いるかを調べるには仕様のセクショ
ンを参照してください。
エンジン識別番号（E.I.N.）はエンジ
ンの前端にあります。

��	���

�

代表的な例
1. エンジン識別番号 (E.I.N.)
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操縦装置、各コンポーネントと計器類
:一部のモデルでは該当しないコンポーネントや、オプション装備となるコン
ポーネントがあります。

�� �� ��

��������
smo2008-001-002_b

代表的な例 — GTI モデル

��

��������

�� �� �
 � ��


�

smo2008-001-057_a

代表的な例 — GTX、RXT、RXP、WAKE モデル
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�� ��

��

�� � ��
smo2008-001-005_b

代表的な例 — X パッケージモデル

�






�

�

�

	

�

smo2008-001-059_a

代表的な例 — X パッケージを除く全モデル
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smo2008-001-060_a

代表的な例 — X パッケージモデル

smo2008-001-061_a

代表的な例 — GTX 限定 smo2008-001-062_a

代表的な例 — WAKE モデル
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smo2008-001-063_a

代表的な例 — WAKE モデル

1. DESS ポスト
(エンジンカットオフスイッチ)

2. ハンドルバー
3. スロットルレバー
4. エンジンスタート／

ストップボタン
5. 可変トリムシステム (VTS™)
6. シフトレバー
7. インフォメーションセンターゲー

ジ
8. グローブボックス
9. GPS レシーバー （グローバルポ

ジショニングシステム）
10. フロントストレージコンパート

メント
11. リアシートラッチ
12. シートラッチ
13. リアストレージバスケット
14. 船首と船尾 (バウ/スターン）

アイレット
15. 係船クリート
16. ボーディングステップ
17. ビルジドレンプラグ
18. スキー/ウエイクボードポスト
19. ウエイクボードラック
20. 埋め込み式カーゴクリート
21. バラストシステム
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操縦装置、各コンポーネントと計器類の機能

1) DESS ポスト
(エンジンカットオフ
スイッチ )

ウォータークラフトを使用するには、
DESSキーがポストにしっかりとはめ
込まれていなければなりません。
DESSポストからキーを引き抜くと、
エンジンが停止します。

�
エンジンスタート／ストップボタン
でもエンジンは止められますが、エ
ンジンを停止するときは DESSキー
も外すよう習慣付けることをお勧め
します。

セイフティランヤードの端部をオペ
レーターの救命胴衣に留め、キーを
DESSポストにはめ込むと、エンジン
を始動できるようになります。
短いビープ音が 2回鳴って、システム
はエンジンを始動できる状態になっ
たことを知らせます。正しくビープ
音が鳴らない場合は、トラブルシュー
ティングセクションのモニタリング
システムのコード化された信号表を
参照してください。


��	���� �

代表的な例
1. DESS ポスト上のキー
2. セイフティランヤードをオペレーターの救

命胴衣に留める

�
エンジンが停止すると、ウォーター
クラフトの進路制御が低下します。
ウォータークラフトを使用しない
ときは、誤ってエンジンを始動した
り、子供や他人が許可なく使用した
り、盗まれたりしないように、必ず
DESS キーを外してください。

DESSキーをポストに取り付けてから
5 秒以内にエンジンが始動されない
と、短い 4 回のビープ音が異なる間
隔でおよそ 4 時間鳴り続け、エンジ
ンを始動するか DESS キーを外すよ
う促します。4 時間を過ぎるとピー
プ音は止まります。また、エンジン
を止めた後、5秒以上経っても DESS
キーがポストに取り付けられたまま
になっている場合も、同じようにビー
プ音が鳴ります。
エンジンを止めた後は、DESS キー
をポストに付けたままにせず、必ず
外してください。
重要: エンジンが回っていない状態
で DESS キーを付けたまま放置する
と、徐々にバッテリーが放電してし
まいます。

デジタル暗号化セキュリティ
システム （DESS）
DESSキーには、固有の電子シリアル
ナンバーを発信する電子回路が組み
込まれています。これが従来のキー
と同じ役割をします。
したがって、この DESS キーは別の
ウォータークラフトには使用できず、
逆に別のウォータークラフトのラン
ヤードはあなたのウォータークラフ
トには使用できません。
しかし、DESSは見事な柔軟性も備え
ています。追加の DESS キーを購入
すれば、それをあなたのウォーター
クラフト用としてプログラムするこ
とができます。
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追加の DESS キーの入手方法につい
ては、Sea-Doo 認定ディーラーにお
問い合わせください。

速度制限機能
SEA-DOO ラ ー ニ ン グ キ ー TM

(Learning KeyTM) または R キーは
プログラム可能であり、ウォーター
クラフトの速度を電子的に制限し
て、初めて操縦する人や経験の浅い
オペレーターが、不安を感じたりコ
ントロールを失ったりせずにウォー
タークラフトの操縦方法を学べるよ
うにします。

タイプ 色 エンジン回転
数制限

規格キー 黄色 なし

R キー オレン
ジ +/- 6500

ラーニング
キー 白 +/- 5500

Sea-Doo 認定ディーラーで、キー を
正しくプログラムしてください。

����
��

ラーニングキー — 白

smo2006-002-002

R キー — オレンジ

2) ハンドルバー
ハンドルバーはウォータークラフト
の進行方向を制御します。ハンドル
バーを右に回すとウォータークラフ
トは右へ旋回し、左に回すと左へ旋
回します。
ステアリングシステムの概略につい
ては使用上の諸注意のセクションの
作動原理 を参照してください。

�
エンジンを始動する前に、ハンドル
バーとステアリングノズルおよびサ
イドベーンの作動を点検してくださ
い。誰かがウォータークラフトの後
部付近にいるときは、絶対にハンド
ルバーを回さないでください。ステ
アリング系の可動部品（ノズル、サ
イドベーン、リンクなど）に近づか
ないでください。

調整

GTX 限定および RXT 国際モデル
ライダーの好みに合わせて、ハンド
ルバーの高さを調整することができ
ます。

_____________________ 35



この調整を行うには、ハンドルバー
の下にあるノブを回 します。

smo2008-001-007_a

1. 調整ノブ

X パッケージモデル
ライダーの好みに合わせて、ハンド
ルバーの高さを調整することができ
ます。
この調整を行うには、Sea-Doo認定
ディーラーまでお問い合わせくださ
い。

3) スロットルレバー
X パッケージ以外の全モデル
スロットルレバーを押すとウォーター
クラフトは加速します。レバーが完
全に戻されると、エンジンは自動的
にアイドリング回転数まで下がり、
ウォータークラフトは水の抵抗によ
り徐々に減速して停止します。

smo2008-001-008_a

1. スロットルレバー
2. 加速時
3. 減速時

フィンガースロットル

X パッケージのみ
過酷な状況でスロットル操作が快適
です。
引くと、ウォータークラフトは加速し
ます。レバーが完全に戻されると、
エンジンは自動的にアイドリング回
転数まで下がり、ウォータークラフ
トは水の抵抗により徐々に減速して
停止します。

smo2008-001-009_a

1. スロットルレバー
2. 加速時
3. 減速時

4) エンジンスタート／ス
トップボタン

エンジンを始動するには、スタート／
ストップボタンを押してそのまま保
持します。エンジンが始動したら、
すぐに放します。
エンジンを止めるには、スタート／
ストップボタンを押します。エンジ
ンが止まったら、DESSキーをポスト
から外してください。スロットルレ
バーはボタンを押す前に戻しておき
ます。

�
スロットルを戻したりエンジンを止
めたりすると、ウォータークラフト
の進路を制御しにくくなります。
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smo2008-001-010_a

代表的な例 — X パッケージを除く全モデル
1. エンジンスタート／ストップボタン

smo2008-001-011_a

X パッケージのみ
1. エンジンスタート／ストップボタン

5) 可変トリムシステム (VTS)
RXP 215、RXP-X、RXT-X、
WAKE モデル
ウォータークラフトのトリム調整が
でき、加速を 大化し、高速安定し
ます。
ボタンを押して、ウォータークラフト
のライディング姿勢を調整します。
可変トリムシステム (VTS) の概略に
ついては使用上の諸注意のセクショ
ンの作動原理を参照してください。

smo2008-001-010_b

RXP 215 および WAKE モデル
1. バウアップ
2. バウダウン

smo2008-001-011_b

RXP-X および RXT-X モデル
1. バウアップ
2. バウダウン

smo2008-001-030_a

インフォメーションセンターゲージ —
VTS ポジションインジケーター
1. ポジションインジケーター
2. バウアップ
3. バウダウン
4. 運転範囲 (RXP モデル)
5. 運転範囲 (他のモデル)
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高性能 VTS

RXP-X、RXT-X、WAKE モデル
ウォータークラフトのトリムを調整
するとき、簡単に設定するためのプ
リセットポジションがあります。
各ボタンに対応する 2 つのトリムポ
ジションを記録できます。
VTS システムは記録されたトリム設
定を比較します。高いトリム設定は
上のボタン (バウアップ) に割当てら
れ、低いトリム設定は下のボタン (バ
ウダウン) に割当てられます。
両方のトリムポジションが同じ場合、
両方のボタンは同じトリム設定です。

トリムポジションを記録する
– VTS ボタンを両方とも同時に押し

ます。

smo2008-001-011_c

記録するために

– プリセット 1 がインフォメーショ
ンセンターゲージに表示され、ト
リムポジション記録の準備ができ
たことを知らせます。

smo2008-001-032_a

プリセット 1 — 記録の準備完了

– VTS ボタンにより、トリムを希望
する位置に調整してください。

– VTS ボタンを両方もう一度同時に
押して、トリムポジションを記録
します。

– 次に、プリセット 2がインフォメー
ションセンターゲージに表示さ
れ、別のトリムポジション記録の
準備ができたことを知らせます。

smo2008-001-032_b

プリセット 2 — 記録の準備完了

– VTS ボタンにより、トリムを希望
する位置に調整してください。

– VTS ボタンを両方もう一度同時に
押して、トリムポジションを記録
します。

トリムプリセットポジションが記録
され、使用準備ができました。
新しい設定を記録するには、手順を
繰り返します。

プリセットトリムポジショ
ンを使用する
記録された高いトリムポジションに
トリムを設定するには、VTS の上の
ボタン (バウアップ）をダブルクリッ
クします。
記録された低いトリムポジションに
トリムを設定するには、VTS の下の
ボタン (バウダウン）をダブルクリッ
クします。
トリム設定が１つ (1 ポジション) の
場合、上下いずれかの VTS ボタンを
ダブルクリックします。

38 ______________________



smo2008-001-010_c

プリセットポジションを使用するた
めに、ダブルクリック

6) シフトレバー
プッシュプル式のレバーには3つのポ
ジションがあります：
– 前進
– ニュートラル
– リバース。

�
シフトレバーは、エンジンがアイド
リング状態にあり、ウォータークラ
フトが完全に停止しているときにの
み操作してください。レバーをグラ
ブハンドル代わりに使わないでくだ
さい。

�
リバースは低速でのみ使用し、かつ
できるだけ短時間にとどめてくださ
い。後方の進路に物体や人、浅瀬で
遊んでいる子供などがいないことを
必ず確認してください。

: リバースでは絶対にエンジンを高回
転で回さないでください。
前進の位置からレバーを引くとリバー
スに入ります。反対に押して戻すと
前進になります。リバースを使った
後は必ず前進の位置にレバーを戻し
てください。ニュートラルの位置を
探すには、まずリバースに入れてか
らウォータークラフトの後退が止まる
ところまでレバーを押し戻します。

推進システムの概略については使用
上の諸注意のセクションの作動原理
を参照してください。

smo2008-001-012_a

代表的な例
1. シフトレバー
2. 前進ポジション
3. ニュートラルポジション
4. リバースポジション

7) インフォメーションセ
ンターゲージ

数種類の役立つ情報をリアルタイムで
オペレーターに知らせる多機能ゲー
ジです。英語、仏語、スペイン語の
いずれかで表示されます。ユニット
設定については、Sea-Doo認定ディー
ラーまでお問い合わせください。
始動時、インフォメーションセンター
が起動するたびに （DESS キーが取
り付けられたとき）、すべての LCD
セグメントとインジケーターライト
が 3 秒間表示／点灯します。これに
より、オペレーターはすべての要素
が正常に作動していることを確認で
きます。

smo2007-002-009_a

GTI モデル
1. スピードメーター（装備されている場合）
2. タコメーター
3. 燃料レベル
4. インフォメーションセンター
5. インジケーターランプ
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smo2007-002-010_a

GTX、RXP、RXT、WAKE モデル
1. スピードメーター
2. タコメーター
3. 燃料レベル
4. インフォメーションセンター
5. インジケーターランプ
6. 深度計 (装備されている場合)
7. 水温
8. VTS ポジションインジケーター (装備され

ている場合)

1) スピードメーター

GTI 130 モデルのオプション
スピードメーターは、ウォーターク
ラフトの速度を1 時間あたりの航行
マイル（MPH）およびキロメートル
（km/h）で表示します。

2) タコメーター
タコメーターは、エンジンの 1 分間
あたりの回転数（RPM）を表示しま
す。メーター上の数字を 1000倍した
値が実際の回転数です。

3) 燃料レベル表示
棒状のゲージによって、運転中の燃料
タンク内の残量を常時表示します。

4) インフォメーションセンター

smo2008-001-033_a

GTI モデル
1. インフォメーションセンター

smo2008-001-034_a

GTX、RXP、RXT、WAKE モデル
1. インフォメーションセンター

コンパス

GTI モデル以外の全モデル
方位点を表示して、ウォータークラ
フトの進行方向を示します。

smo2008-001-024_a

代表的な例
1. コンパス

�
コンパスはあくまでも目安として使
用してください。航法用としては使
用できません。

アワーメーター (HR)
ウォータークラフトの実使用時間を
時間単位で表示します。

smo2008-001-025_a

代表的な例
1. アワーメーター
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メッセージ表示
インフォメーションセンターには、次
のような状態が発生した場合にメッ
セージが点滅する表示エリアがあり
ます。括弧内の略語が実際に表示さ
れるコードです:

smo2008-001-026_a

代表的な例
1. メッセージ表示

– エンジンまたはエキゾーストシス
テムのオーバーヒート
（EXHAUST または ENGINE）

– 油圧の低下 （OIL）
– バッテリーの電圧が低い

(12 V LOW)
– バッテリーの電圧が高い (12 V HI)
– 燃料残量が少ない （FUEL-LO）
– メ ン テ ナ ン ス 時 期 の 到 来

（MAINT）1

– スーパーチャージャーにメンテナン
スが必要 (MAINTENANCE SUPER-
CHARGER)

– エンジン点検の必要あり
（CHK ENG）

– センサー故障 （電子装置） (SEN-
SOR)

– DESS キーが無効 (KEY)
– DESS ラーニングキーを使用中

(L KEY)。
: 1 初の 10時間使用後、ウォーター
クラフトの 初の保守点検の時期の
訪れを知らせるため、MAINT のメッ
セージが表示されます。それ以降は、
100 時間使用する毎にそのメッセー
ジは表示されます。
故障の種類によっては、必要に応じ
てオペレーターの注意を喚起するた
め、ビープ音が鳴り、インジケーター
ライトが点灯する場合もあります。

補給によって復旧する燃料残量や
オイルレベル低下の場合を除き、そ
の他のメッセージが表示された場合
は、Sea-Doo認定ディー ラーにご相
談されることをお奨めします。

水温

GTI SE 130 モデル
水面の水温を摂氏 (°C)または華氏 (°F)
温度で表示します。

smo2008-001-028_a

代表的な例
1. 水温

5) インジケーターライト
: メッセージに関する詳細な情報に
ついては、インフォメーションセン
ターを参照してください。

油圧の低下 （OIL）

エンジン点検の必要あり
（CHK ENG）

エンジンまたはエキゾーストシステ
ムのオーバーヒート （H-TEMP）

燃料残量が少ない （FUEL-LOW）
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バッテリーの電圧が低い /高い
(12 V LOW/HI)

メンテナンス時期の到来（MAINT）

6) 深度計

GTX 限定モデル
船 体 下 の 水 深 を 0 ～ 50 m
（0 ～ 170 ft） の範囲で表示しま
す。
:特定の条件下では、深度計は表示を
停止することがあります。深度計の
表示能力は、使用状況に影響されま
す。

smo2008-001-029_a

代表的な例 — RPM 下
1. 水深

�
深度計を水深が浅い場所でライディ
ングするときの警告装置として用い
ないでください。航法のガイドとし
てのみ使用してください。航法用と
しては使用できません。

7) 水温

GTI 以外の全モデル
水面の水温を摂氏 (°C)または華氏 (°F)
温度で表示します。

smo2008-001-027_a

代表的な例 — スピードメーター下
1. 水温

8) VTS ポジションインジケーター

RXP 215、RXP-X、RXT-X、
WAKE モデル
VTS ポジションインジケーターは、
ウォータークラフトの航行姿勢を表
示します。
詳細は、可変トリムシステム (VTS) を
参照してください。

8) グローブボックス
身の回り品を納める小さいながらも
便利なストレージコンパートメント
です。
カバーラッチを使用して、グローブ
ボックスを開きます。

smo2008-001-013_a

RXP モデル — ラッチを押して解除する
1. カバーラッチ
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smo2008-001-014_a

GTX、RXT、WAKE モデル — ラッ
チを引いて解除する
1. カバーラッチ

GTI モデル
グローブボックス内に手を入れやす
くするため、カバーラッチを使用し
て開いてグローブボックスを開き、
カバーを引きます。

smo2006-002-003_a

カバーを開く
1. グローブボックスのカバー

smo2006-002-004_a

カバーを引く

9) GPS レシーバー
（グローバルポジショ
ニングシステム）

GTX 限定モデル
取り外しの可能なGPSレシーバーは、
グローブボックスカバーの上にあり
ます。
GPS レシーバーはウォータークラフ
トの地球上での位置を表示します。
正しい使い方については、GPSレシー
バーに付属しているメーカーの取扱
説明書を参照し てください。

smo2008-001-035_a

代表的な例 — GPS

�
GPS レシーバーを見ていると、
ウォータークラフトの操縦への注
意が疎かになる可能性があります。
特に周囲を絶えず見回すことができ
なくなり、衝突やその結果として生
じる重大なケガまたは死亡の原因に
なるおそれがあります。GPSレシー
バーを見る前に、まず周囲に障害物
などがないことを確認し、ウォー
タークラフトの速度を下げてくださ
い。さらに障害物などがないか随時
確認するようにし てください。

�
GPSレシーバーが提供する情報は、
あくまでも参考にとどめるべきであ
ることを忘れないでください。あな
た自身の安全のために、その情報だ
けに頼らないようにしてください。
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: 悪天候による損傷や盗難を避けるた
め、ウォータークラフトを離れると
きは必ず GPSレシーバーを取り付け
位置から外すようにしてください。
GPS レシーバーを外すには、リリー
スボタンを押します。

�������

代表的な例

再び取り付けるには、GPSレシーバー
をその取り付け位置に納めて、ラッ
チがかかって固定されるまで押し下
げます。

�������

代表的な例

10) フロントストレージコ
ンパートメント

身の回り品を収納できる便利な防水エ
リアです (一部のモデルでは取り外し
可能です）。認定消火器 (別売り）、
曳航用ロープ、救急箱などの収納場
所として理想的です。
ラッチレバーを上へ引き上げると、フ
ロントストレージコンパートメント
カバーが開きます。閉じた後、ラッ
チをかけ忘れないようにしてくださ
い。

smo2007-002-001_a

代表的な例 — GTI 以外の全モデル
1. ラッチレバー

smo2007-002-002_a

代表的な例 — GTI モデル
1. ラッチレバー

:ストレージカバーのロックピンの締
まり具合を定期的に確認してくださ
い。必要があれば調整し、ストレー
ジカバーのラッチが正しくかかるこ
とを確かめてください。

�
重いものや壊れものを固定せずにス
トレージエリア/バスケットに入れな
いでください。ストレージコンパー
トメントカバーを開けたままの状態
でウォータークラフトを走らせない
でください。

�
ストレージビンの下に物を収納しな
いでください。
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内蔵タイプ脱着式ストレージビン

GTI 、GTX、WAKE モデル
: 大積載量は 11 kg (25 lb) です。

カバーを開ける
カバーラッチを外してからカバーハ
ンドルを引いて、開きます。

smo2008-001-067_a

GTI モデル
手順 1:カバーラッチを外す
手順 2:カバーを開く

smo2008-001-068_a

GTX、WAKE モデル
手順 1:カバーラッチを外す
手順 2:カバーを開く

ストレージビンの取り外し
カバーラッチが正しくロックされて
いることを確かめます。
ボタンを解除し、ストレージビンハ
ンドルを引いて、ウォータークラフ
トから外します。

smo2008-001-069_a

GTI モデル
手順 1:リリースハンドルを回す
手順 2:フロントタブを持ち上げ、傾けてリ
リースする
手順 3:ストレージビンを取り外す

smo2008-001-070_a

GTX、WAKE モデル
手順 1:リリースボタンを押し続ける
手順 2:ストレージビンを取り外す

ストレージビンの取り付け
ストレージビンのフロントタブをス
トレージカバーショックサポート下
に挿入します。
ストレージビンを押して、ロック用
部品で所定位置に固定します。
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smo2008-001-069_b

GTI モデル
手順 1:ストレージビンのフロントタブを挿
入する
手順 2:押してロックする

smo2008-001-070_b

GTX、WAKE モデル
手順 1:ストレージビンのフロントタブを挿
入する
手順 2:押して固定する

: ストレージビンを正しく取り付けな
いでウォータークラフトを走らせな
いでください。ビルジ内に水が入っ
て、あふれ出る可能性があります。

補助ストレージコンパートメント

GTX、WAKE、RXT モデル
濡れた物品の収納に便利なストレー
ジです。
ストレージビンを取り外し、両スト
レージコンパートメントにアクセス
します。

�
小さな物体を固定せずに入れないで
ください。

smo2007-002-011_a

取り外し式トレイ

GTX 限定および Wake モデル
身の回り品の運搬に便利な取り外し
もできるバスケットです。

smo2008-001-031_a

代表的な例
1. 取り外し可能なバスケット

スペアスパークプラグホルダー

GTX、WAKE、RXT モデル
リアストレージバスケット を参照し
てください。

RXP モデル
これらのモデルには専用の場所があ
りません。

GTI モデル
ストレージビンカバーにはスペアス
パークプラグホルダーが設けられて
います。
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このホルダーは予備のスパークプラグ
を濡らさないように保管し、ギャッ
プの調整が狂ったり、壊れたりしな
いように衝撃から保護します。

smo2006-002-010_a

1. ストレージビンカバー
2. スパークプラグホルダー

:予備のスパークプラグを取り付ける
前に、仕様 に従ってプラグギャップ
を調整してください。
:予備のスパークプラグはウォーター
クラフトには付属していません。

消火器ホルダー
: 消火器は別売りです。

GTI モデル
フロントストレージコンパートメン
トで脱着式ストレージビン内部のサ
ポートを使用します。そしてラバー
ラッチを使って消火器を固定します。

smo2007-002-008_a

GTX および Wake モデル

smo2007-002-004_c

RXT モデル
RH補助ストレージコンパートメント
内のサポートを使用します。

smo2007-002-006_a

RXP モデル
ストレージビンを持ち上げると、認
定された消火器 （別売） 用のホル
ダーにアクセスできます。『オペレー
ターズガイド』 と工具キットもあり
ます。
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11) リアシートラッチ
GTX、RXT、WAKE モデル
リアシートを取り外すと、リアスト
レージバスケットにアクセスできま
す。また、シートラッチにもアクセ
スできるようになります。

smo2008-001-036_a

代表的な例
1. リアシートラッチ

シートを外すには、ラッチレバーを
上へ引き上げ、固定します。シート
を持ち上げ、後方に引きます。
シートのラッチを固定するには、ま
ずラッチホールとピンの位置を合わ
せてから、シート後部を強く押し下
げてください。

����
�� � 


代表的な例
1. ラッチホール
2. ピン

12) シートラッチ
フロントシートを取り外すと、エン
ジンコンパートメントにアクセスで
きます。
フロントシートラッチはシート後端
の裏側にあります。
:一部のモデルでは、 初にリアシー
トを取り外すことが必要です。

smo2008-001-015_a

代表的な例—GTI シリーズおよび RXP モデル
1. シートラッチ

48 ______________________



�
��	����

代表的な例 — GTX、RXT、WAKE モデル
1. シートラッチ

シートを外すには、ラッチレバーを
上へ引き上げ、固定します。シート
を持ち上げ、後方に引きます。
シートのラッチを固定するには、ま
ずラッチホールとピンの位置を合わ
せてから、シート後部を強く押し下
げてください。

����
�� � 

1. ラッチホール
2. ピン

エンジンコンパートメント
フロントシートを取り外すと、エン
ジン、電子、燃料システムにアクセ
スできます。

�
エンジンコンパートメント内の部
品の一部は、きわめて高温になる場
合があり、直接皮膚に触れると火傷
の原因になります。エンジンを始動
するときやエンジンが回っている間
は、電気系の部品に触れないでくだ
さい。エンジンコンパートメントや
ビルジ内に物体、ウエス、工具など
を入れたままにしないでください。

13)リアストレージバスケット
X パッケージ以外の GTX、
Wake、RXT モデル
防水性で取り外しもできる便利なバ
スケットです。身の回り品を納める
のに適しています。

���	����

代表的な例
1. リアストレージバスケット

スペアスパークプラグホルダー
ストレージバスケットにはスペアス
パークプラグホルダーが設けられて
います。
このホルダーは予備のスパークプラグ
を濡らさないように保管し、ギャッ
プの調整が狂ったり、壊れたりしな
いように衝撃から保護します。
キャップを反時計方向に回して緩め、
ホルダーを露出させてその穴にスパー
クプラグを差し込みます。キャップ
を元通りに取り付けてください。
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1. ストレージバスケット
2. スペアスパークプラグホルダーキャップ
3. スパークプラグホルダー

:予備のスパークプラグを取り付ける
前に、仕様 に従ってプラグギャップ
を調整してください。
:予備のスパークプラグはウォーター
クラフトには付属していません。

14) バウ（船首）アイレッ
トとスターン（船尾）
アイレット

アイレットは係留、曳航、トレーラー
輸送時の固定ポイントに使用できま
す。

バウ（船首）アイレット

smo2008-001-019_a

GTI モデル
1. アイレット

smo2008-001-020_a

他の全モデル
1. アイレット

船尾 （スターン） アイレット

smo2008-001-016_a

GTX、RXP、RXT、WAKE モデル
1. アイレット

smo2008-001-017_a

GTI SE および GTX モデル
1. アイレット
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smo2008-001-018_a

GTI 以外の全モデル
1. アイレット

15) 係船クリート
この索止めは、例えば給油などのた
めの一時的なドック入りの際に使用
できます。

��	���� �

代表的な例 — X パッケージを除く全モデル
1. 係船クリート

: 係船クリートは、絶対にウォーター
クラフトの曳航や吊り上げには使わ
ないでください。

16)ボーディングステップ
GTI 130 と RXP モデル以
外の全モデル
水中からウォータークラフトに上がる
ときに用いる便利なステップです。

��	����

�

代表的な例
1. ボーディングステップ

手でステップを引き下げ、足がステッ
プに乗るまで手で押さえておきます。

��	����
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17)ビルジドレンプラグ
ビルジ内に水が入っている場合は、
ドレンプラグを緩め、ウォーターク
ラフトをわずかに後ろ下がりになる
ように傾け、水がビルジから完全に
流れ出るようにします。
: ドレンプラグを緩める前に、ウォー
タークラフトを水から上げてくださ
い。

��	����
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代表的な例
1. ドレンプラグ
2. 締まる
3. 緩む

: ウォータークラフトを再び水に浮べ
る前に、すべてのドレンプラグが正
しくしっかりと締まっていることを
確認してください。

18) スキー /ウエイクボー
ドポスト

WAKE モデル
ポストを引き上げると、水上スキー
やウエイクボードのロープを取り付
けることができます。使い終わった
らポストを押し下げ、正しくロック
してください。
ポストを立てるには、まずロッキン
グピンを引いてロックを解除してか
ら、ポストを引き出します。ポスト
が正しくロックされていることを確
認してください。ポストの格納は立
てるときと逆の手順をたどります。




��	�
��

�

1. スキー/ウエイクボードポスト
2. ロック用部品を引いてロック解除する

�

��	���




1. 立てた状態のスキー/ウエイクボードポスト
2. ポストがロックされていることを確認する

�
使用前に、スキー/ウエイクボードポ
ストがいっぱいまで伸ばされ、ロッ
クされていることを確認してくださ
い。使用していないときは完全に格
納して、ロックしてくださ い。ス
キーヤー／ウエイクボーダーがロー
プを放すと、ロープが反動でウォー
ターク ラフトの方へ戻ってくるこ
とがありますので、注意してくだ
さい。スキーヤー、ウエイクボー
ダー、または遊具などを牽引してい
るときは、急旋回を行わないでくだ
さい。

必ずオペレーターの他にもうひとり
後方を監視する人を同乗させてくだ
さい。
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:同乗者が監視するときに握るハンド
ルが設けられています。
: スキー／ウエイクボードポストを他
のウォータークラフトの曳航に使用
しないでください。

19)ウエイクボードラック
WAKE モデル
ウエイクボードを運ぶための便利な
取り外し式ラックです。
取り付けるには：
: ウエイクボードラックは、ウォー
タークラフトの両側に取り付けるこ
とができます。
– ラックの中心線をフットウェルエ

リアにある2つのバックル受けの中
央に合わせて、ラックをバンパー
トリムの上に置きます。

– ラックの 2 つのアウター J-フック
をバンパートリムの下にある船体
のファイバーグラスのリップ部分
にかけます。

��	���
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– バックルをフットウェルにあるバッ
クル受けに取り付けます。

��	���

– ストラップを上向きに強く引いて、
締めます。

��	���

– ストラップをもう一度強く引いて
みて、ラックが正しく取り付けら
れていることを確認します。

�
ラックがウォータークラフトに正し
く固定 されていないと、突然ラッ
クが緩んで外れる可能性があり、近
くにいる人がケガをするおそれがあ
ります。これを防ぐには：
– ストラップが傷んでいないことを

確認 してください。
– ラックをウォータークラフトに正

しく固定してください。
– ストラップがしっかり締まって

いるか、定期的に点検してくだ
さい。
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– ラックにウエイクボードを取り付け
るときは、ボードをしっかりホー
ルドするために、ウエイクボード
のフィンを外側に向けてバンジー
コードで固定します。

�
ウエイクボード'のフィンによるケ
ガや切り 傷を防ぐため、必ずフィ
ンを外側に向けてください。

�

��	���

1. フィンは外向き

��	���

– 取り付けを終えたら、ウエイクボー
ドを押したり引いたりして、ラッ
クにしっかり固定されていること
を確認します。

�
ウエイクボードがラックに正しく
固定されていないと、突然ボードが
緩んで外れる可能性があり、近くに
いる人がケガをするおそれがありま
す。これを防ぐには：
– バンジーコードの状態を点検し、

損傷があれば交換してください。
– ウエイクボードをラックに正しく

固定 してください。
– ボードがしっかり固定されている

か、定期的に点検してください。

��	���

:ウエイクボードをラックから外して
いるときは、バンジーコードを固定
して、ウォータークラフトの航行中
にコードが動き回らないようにして
ください。

��	���
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: このラックは1 枚のウエイクボー
ドを積むように設計されています。
2 枚以上のウエイクボードを積んだ
り、水上スキーやその他のものの運
搬に使用したりしないでください。
また、ラックを係留ポイントとして
使ったり、水中からウォータークラ
フトに上がるときの手がかりとして
利用したりしないでく ださい。

�
ウェイクボードやラックを取り付け
た場合は、特に注意を払う必要があ
ります。
– スピンアウトなどの激しい機動を

行わないでください。
– 波を乗り越えるときにジャンプし

ないでください。
– 常識を働かせ、スピードを制限し

てください。
こうした点への注意を怠ると、ウ
エイクボードが外れたり、振り落と
された乗員がウエイクボードまたは
ラックにぶつかってケガをするおそ
れがあります。

�
ウエイクボードをラックに取り付
けたまま、ウォータークラフトをト
レーラーで運搬しないでください。
ウエイクボードのフィンが近くにい
る人に当たってケガをさせたり、ウ
エイクボードが外れて路上に落ちる
可能性があります。また、バンジー
コードには張力が働いているため、
外れたときに鞭のように勢いよく
戻って、近くにいる人に当たるおそ
れがあります。十分に注意して取り
扱ってください。

取り外すときは、取り付けの手順を
逆にたどります。

20)埋め込み式カーゴクリート
GTX 限定モデル
別のクリートは一時的なドック入り
の際に使用できます。

smo2008-001-042_a

1. 埋め込み式カーゴクリート

: 埋め込み式カーゴクリートは、絶対
にウォータークラフトの曳航や吊り
上げには使わないでください。

21) バラストシステム
WAKE モデル
バラストタンクにより、リボーディン
グプラットフォームに重量を加え、
Wakeのサイズと形状を微調整できま
す。
バラストシステムの総容量 : 91 kg
(200 lb)。

�
バラストタンクの重量が増えると、
ウォータークラフトのハンドリン
グの状態に影響します。バラスト
タンクに水があるとき、高速で操縦
しないでください。また、50 km/h
(30 MPH) 以上でウォータークラフ
トを操縦することはお勧めできませ
ん。
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smo2008-001-021_a

代表的な例　— バラストシステム
1. 左舷側タンク
2. 右舷側タンク
3. フロントサポート
4. リアクランプ
5. バルブ
6. ドレンプラグ
7. オーバーフローホール
8. 推進システム接続

取り付け

�
バラストタンクを 1つだけで取り付
けないでください。不均等にバラス
トの重量が加わると、ウォーターク
ラフトのハンドリングの状態に影響
します。

フロントサポート下のバラストタン
クのフロント部分をスライドさせま
す (半球)。

smo2008-001-044_a

1. フロントサポート (半球)
2. バラストタンク

バラストタンクをリアボーディング
プラットフォーム上に正しく設置し
ます。

バラストタンククランプによって、バ
ラストタンクをリアに固定します。
クランプフックをバンパーレールの
下にして、ハンドルを上向きに押し
て所定位置にロックします。

smo2008-001-046_a

1. クランプフック
2. ハンドル

�
バラストタンクがボーディングプ
ラットフォームにしっかり固定され
ていない場合、突然外れて、負傷を
起こす危険があります。バラストタ
ンクがしっかり固定されているか、
定期的に点検してください。

必要なら、クランプ張力は調整可能
なので、クランプ張力を緩めてから
ナットを固定します。正しく調整し
てください。
ナットを締め付けてから、調整を確
認します。

smo2008-001-046_b

1. ロックナット
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クイックフィッテイングを使用して、
バラストタンク補給ホースをウォー
タークラフトの推進システムに接続
します。

smo2008-001-047_a

代表的な例
1. 推進システム接続

他のバラストタンクの取り付けを進
めます。
するとバラストタンクは注水準備が
完了します。

注水
ジェットポンプ圧力によりバラスト
に補給します。バラストに注入する
には、ウォータークラフトを前進さ
せる必要があります。

�
1 つのバラストタンクだけに注入す
ることはしないでください。不均
等にバラストの重量が加わると、
ウォータークラフトのハンドリング
の状態に影響します。

バラストタンクのドレンプラグを閉
じます。

smo2008-001-050_a

代表的な例
1. ドレンプラグ

バラストタンクのバルブを両方とも
オンの位置にします。

smo2008-001-043_a

1. バルブの位置

smo2008-001-048_a

代表的な例
1. 左舷側タンク
2. 右舷側タンク

エンジンが回り、シフトレバーが前
進位置にある状態で、スロットルレ
バーを押してウォータークラフトの
速度が加速すると、バラストタンク
は充満します。
タンクのオーバーフローホールから
水があふれるまで、注入します。

smo2008-001-049_a

代表的な例
1. オーバーフローホール

バラストシステムをもう使用するこ
とができます。
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:バラストタンクのバルブをオンポジ
ションにすると、航行中のタンクの
水量を 大にします。

排水
:毎回使用後にバラストタンクを空に
することを推奨します。
バラストタンクを空にするには、ド
レンプラグを緩めます。
完了時にドレンプラグとタンクのバ
ルブを閉じます。
:バラストタンクの補給ホースの取り
外しは必要ではありません。

smo2008-001-050_a

代表的な例
1. ドレンプラグ

�
バラストタンクに水が残っている
ウォータークラフトを牽引しない
でください。バラストタンクの重量
がトレーラー、車軸、タイヤ上の負
荷を高め、早過ぎる磨耗や故障の原
因となるおそれがあります。これに
より、トレーラーの重心位置が上が
り、路上でのボートの安定性の低下
を招きます。トレーラーで牽引する
前に、いつでもバラストバッグを空
にしてください。

取り外し
取り外すときは、取り付けの手順を
逆にたどります。取り外し前に必ず
タンクを空にしてください。
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液体類
: このセクションの指示事項は正確に
守ってください。指示が守られない
と、エンジンの寿命および／または
性能が低下する可能性があります。

推奨燃料
次のオクタン価の無鉛ガソリンを使
用してください。

北米
オクタン価

(87 (RON + MON)/2)

(91 (RON + MON)/2)

エンジン 91 87

130 HP

155 HP

215 HP (1)

255 HP (1)

(1) 適な性能のために推奨します。

北米以外
オクタン価

92 RON

95 RON

エンジン 95 92

130 HP

155 HP

215 HP (1)

255 HP (1)

(1) 適な性能のために推奨します。

: これ以外の燃料や燃料混合液類を
試さないでください。10％を超える
アルコール（エタノールまたはメタ
ノール）を含んだ燃料を使用しない
でください。推奨の燃料以外を使用
すると、ウォータークラフトの性能
低下、燃料システムの重要な部品お
よびエンジンコンポーネントの損傷
につながる可能性があり ます。

エンジンオイル
130 および 155 HP エンジン

推奨オイル
オイルは API サービス等級 SM、SL、
SJ の要求条件に合致する10W 40 グ
レード鉱物または合成モーターオイル
を使用してください。オイルの容器に
貼付されている API サービスラベルを
必ずチェックし、SM、SL、SJ の文字
があることを確認してください。

XP-S™ 10W 40 鉱物オイル 219 700
346) および XP-S 5W 40 合成オイル
219 700 346) は上記の要求条件を満
たします。

215 および 255 HP エンジン
推奨オイル

XP-S 10W 40 鉱物オイル
219 700 346)

または BRP 認定同等品を使用
してください。

215および 255 HPエンジンでは、同
じオイルによりエンジンとスーパー
チャージャークラッチ両方を潤滑し
ます。XP-S 10W 40 鉱物オイルは、
スーパーチャージャークラッチの機
能を損なう添加物を含んでいないこ
とを十分に証明してきました。
215および 255 HPエンジンでは、推
奨以外のオイル製品を使用する場合
BRP による限定保証が無効となる場
合があります。
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: 215 および 255 HP エンジンでは合
成オイルを使用しないでください。
スーパーチャージャークラッチの適
切な操縦を損ないます。推奨オイル
に何も添加しないでください。BRP
推奨以外の鉱物オイルは添加物（フ
リクション・モディファイヤ)を含む
ことがあり、スーパーチャージャー
の不適切な滑り、また早過ぎる磨耗
の原因となります。よって推奨でき
るオイルは、XP-S 10W 40 鉱物オイ
ル 219 700 346) または BRP 認定同
等品のみです。

エンジンオイルレベル
: オイルレベルは頻繁にチェックし、
必要に応じて補充してください。入
れすぎてはなりません。オイルレベ
ルが不適切なまま使用を続けると、
エンジンに重大な損傷を与える可能
性があります。こぼれたオイルは必
ずふき取ってください。

�
エンジンコンパートメント内の部品
の一部は、きわめて高温になる場合
があり、直接皮膚に触れると火傷の
原因になります。

– ウォータークラフトは水平でなけ
ればなりません。

– オイルレベルの点検は水上でも、
またはウォータークラフトを水か
ら上げた状態でもかまいません。

ウォータークラフトが水から
上がっているとき
– トレーラージャッキ等で調整し、

ウォータークラフトのバンパー
レールが水平になるように傾きを
調整します。

– フラッシングコネクターに散水用
ホースをつないでください。使用
後のお手入れのフラッシングの項
を参照して、その手順に従ってく
ださい。

: エキゾーストシステムに水を供給
せずにエンジンをかけないでくださ
い。エキゾーストシステムのフラッ
シングを行わないと、エンジンおよ
び／またはエキゾーストシステムに
重大な損傷を及ぼす可能性がありま
す。
: エンジンを 5 分間以上回さないで
ください。ウォータークラフトが水
から上がっているときは、ドライブ
ラインシールが冷却されないためで
す。

手順
オイルレベルの点検手順:
:エンジンオイルのレベルを正しく読
み取るには、エンジンが通常の運転
温度に達していることを確認してく
ださい。
– 30 秒ほどアイドリングさせてか

ら、エンジンを止めます。
– 少なくとも30秒ほど待ってからオ

イルレベルゲージを引き抜き、オ
イルを拭き取ってください。

smo2007-002-005_a

代表的な例 — エンジンカバー付きモデル
1. オイルディップスティック

60 ______________________



smo2007-002-007_a

代表的な例 — 他のモデル
1. オイルディップスティック

– オイルレベルゲージを奥まで完全
に差し込んで、元通りに取り付け
ます。

– もう一度オイルレベルゲージを外
して、オイルレベルを読み取って
ください。レベルはマークの間に
なければなりません。

lmr2007-053-100_a

1. フル
2. 追加
3. 運転範囲

– マークの間にない場合は、適正な
レベルになるまでオイルを補給し
てください。

– オイルを補給するには、オイル
キャップを緩めて外します。その
開口部にじょうごを入れ、推奨オ
イルを適正なレベルまで補給して
ください。入れすぎてはなりませ
ん。

: エンジンにオイルを補給するたび
に、前述の手順 （エンジンを始動し
て 30 秒間アイドリング、30 秒待っ
てからオイルレベルの再点検） を行
う必要があります。この手順を守ら
ないと、正しいオイルレベルを知る
ことができません。

smo2007-002-005_b

代表的な例 — エンジンカバー付きモデル
1. オイルフィラーキャップ

smo2007-002-007_b

代表的な例 — 他のモデル
1. オイルフィラーキャップ

– オイルキャップとオイルレベル
ゲージを正しく元通りに取り付け
ます。

エンジン冷却液
推奨冷却液
内燃アルミニウムエンジン専用の腐
食防止剤入りエチレングリコール不
凍液を必ず使用してください。
:入手可能であれば、アルミニウム製
内燃エンジン用の生物分解性不凍液
をお奨めします。これは環境保護に
有効です。
冷却システムは水と不凍液の水溶液
（水50％、不凍液50％）で満たされ
ていなければなりません。
BRP では、 - 37°C (- 35°F) までの凍
結防止能力を持つプレミックスクー
ラント 293 600 038) を発売していま
す。
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不凍液の劣化を防ぐため、いつも同
じブランドの不凍液を使ってくださ
い。冷却システムを完全にフラッシ
ングして入れ替える場合を除いて、
ブランドの異なる不凍液を混ぜないで
ください。Sea-Doo 認定ディーラー
にご相談ください。

冷却液レベル

�
冷却液レベルは、エンジンが冷めて
いる状態でチェックしてください。
エンジンが暖機されているときに、
冷却液を冷却システムに注ぎ足して
はなりません。

�
エンジンコンパートメント内の部品
の一部は、きわめて高温になる場合
があり、直接皮膚に触れると火傷の
原因になります。

シートを取り外して、冷却 システム
リザーバータンクにアクセスします。

smo2007-002-005_c

代表的な例
1. リザーバータンク
2. キャップ

船体が水平になっている状態で、エン
ジンが冷えているとき、クーラント
のレベルはリザーバーのMINとMAX
のマークの間になければなりません。

��	����

�

1. エンジンが冷えているときにレベルがこの
マークの間にあること

: ウォータークラフトは水上に浮か
んでいるときは、水平になります。
トレーラーに載っているときは、ト
レーラージャッキ等で、ウォーター
クラフトのバンパーレールが水平に
なるように傾きを調整します。
必要に応じて、レベルがマークの間
に来るようにクーラントを補充しま
す。こぼさないようにじょうごを使っ
てください。入れすぎてはなりませ
ん。
: 不凍液水 50％ と脱塩水 50％ の混
合を使用します。凍結防止能力を持
つプレミックスクーラント 293 600
038) は Sea-Doo 認定ディーラーでお
求めになれます。
: ウォータークラフト使用時特に暑
い天候や水温が高い場合、不凍液水
40％と脱塩水 60％の混合を使用して
冷却効率を高めることができます。
フィラーキャップを正しく元通りに
取り付けて締めます。リアシートも
元通りに取り付けてください。
: 頻繁に冷却液を注ぎ足す必要があ
る場合、冷却システムに漏れがある
か、エンジンに問題がある可能性が
あります。Sea-Doo 認定ディーラー
にご相談ください。

冷却液の交換
「メンテナンス」 のセクションを参
照してください。
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慣らし運転期間
: このセクションの指示事項は正確に
守ってください。指示が守られない
と、エンジンの寿命および／または
性能が低下する可能性があります。
10 時間の馴らし運転が終了するまで
は、フルスロットルで連続航行しな
いでください。
慣らし運転中は、スロットルを 3/4以
上に開けないようにしてください。
ただし、短時間の全力加速やスピー
ドの変化は適切な慣らしに役立ちま
す。
: スロットルを全開にして航行を続け
たり、速度に変化をつけずに長時間
の巡航を行うのは避けてください。
慣らし運転中にこうした使い方をす
ると、エンジン損傷の原因になるこ
とがあります。
:慣らし運転中も、燃料タンクにオイ
ルを添加しないでください。

10 時間点検
: この 10 時間点検はウォータークラ
フト所有者の費用負担で行われるも
のです。
実使用時間が 初の 10時間を過ぎた
時点で、Sea-Doo 認定ディーラーに
よるウォータークラフトの点検を受
けることをお勧めします。この点検
は、あなたが操縦を始めたばかりの
段階で感じたかもしれない疑問点に
ついて、ディーラーと話し合うよい
機会にもなるでしょう。
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使用前の点検

�
ウォータークラフトを使用する前に点検を行うことはたいへん重要です。以
下の一覧表に従って、重要な操縦装置、安全装備、機械的コンポーネントが
正しく作動していることを確認してください。ここで指定された通りに点検
が行われていないと、死亡または重大な人身事故につながるおそれがありま
す。各地域の法律で要求されるすべての安全装備品を携行してください。

次に挙げる項目には、このガイドでこれまでに取り扱っていないものも含ま
れていますが、そうした項目は後出のメンテナンス または 特殊な手順 セク
ションで解説します。詳細については、これらの各セクションを参照してく
ださい。

�
次の各項目の確認を行うまではエンジンをかけず、必ず DESSキーをポスト
から外しておいてください。全項目の点検を終え、正しく作動することを確
認してから、ウォータークラフトを始動してください。

64 ______________________



項目 作業内容 ✓

船体 （ハル） 点検。

ジェットポンプウォーター
インテーク 点検／清掃。

ビルジ 排水。プラグが締まっていることを確認。

バッテリー ケーブルと固定機構の締め付けの点検。

燃料タンク 給油。

エンジンコンパートメント
燃料ライン接続部の締め付けの点検。燃料漏れ／
燃料の臭気がないこと、オイルとクーラントの漏
れがないことの確認。

エンジンオイルレベル 点検／補充。

エンジンクーラントレベル 点検／補充。

ステアリングシステムと
サイドベーン (O.P.A.S.™) 作動を点検。

スロットルシステム 作動を点検。

シフターシステム 作動を点検。

可変トリムシステム (VTS) 作動を点検。

ストレージコンパートメ
ントカバーとシート 閉じられてラッチがかかっていることを確認。

内蔵タイプ脱着式ストレー
ジビン

船体への取り付けを確認して、正しく閉じてラッ
チをかけます。

ウエイクボードラック

– ラックが正しく固定されているか確認。
– バンジーコードに損傷などが
ないことを確認してください。
– ウエイクボードが正しく固定されている
か確認。

バラストタンク タンクが正しく取り付けられ、ラッチされたこ
とを確認します。

DESS ポストとエンジンス
タート/ストップボタン 作動を点検。

排気マニホルドの冷却水
(気温が氷点下またはそれ
に近い場合のみ )

水が排気マニホルド内を正しく流れているか点検。

: 詳しい指示事項については、以下を参照してください。
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船体 （ハル）
船体にひび割れや損傷がないか点検
してください。

ジェットポンプウォー
ターインテーク
水草、貝殻、異物などを取り除いてく
ださい。これらは水の流れを妨げ、
エキゾースト冷却システムや推進ユ
ニットを損傷する可能性があります。
必要に応じて清掃してください。ど
うしても除去できないものがある場
合は、Sea-Doo 認定ディーラーに整
備を依頼してください。

��	���� 
�

代表的な例 — これらの部分を点検
1. ウォーターインテーク
2. ライドプレート

インペラーの前縁を点検してくださ
い。この部分が欠けていたり、曲がっ
ていたりすると、性能が大きく損な
われます。
ライドプレートからクーラントの漏
れがないか点検してください。

�
ウォータークラフトを水から上げた
状態でエンジンを回すと、ライドプ
レートの熱交換器がたいへん熱くな
ります。火傷のおそれがありますの
で、ライドプレートには触れないよ
うにしてください。

ビルジ
ビルジ内に水が入っている場合は、
ウォータークラフトを後ろ下がりに
傾け、ドレンプラグを緩めてビルジ
内を完全に排水してください。
排水を終えたら、ビルジドレンプラ
グをしっかりと締めてください。

�
ウォータークラフトを再び水に浮べ
る前に、すべてのドレンプラグが正
しくしっかりと締まっていることを
確認してください。

バッテリー

�
バッテリーケーブルのポストへの
締め付けと、バッテリーの締め付け
具の状態を確認してください。バッ
テリーを取り付けたまま充電または
ブーストしないでください。

GTI と RXP 以外の全モデル
バッテリーはシート下のビルジ内に
あります。特殊な手順を参照してく
ださい。

���	����

代表的な例
1. バッテリー
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GTI および RXP モデル
バッテリーはフロントストレージコ
ンパートメント内のストレージビン
の下にあります。特殊な手順を参照
してください。

�����
�

�

代表的な例
1. バッテリー

燃料タンク
ウォータークラフトを水平にして、
指定されたレベルまでタンクに燃料
を補給してください。
燃料タンクのリテーニングストラップ
／締め付け具を点検してください。

エンジンコンパートメント

�
燃料漏れがあったり燃料の臭気が感
じられる場合は、エンジンを始動し
ないでください。そのまま使用せず
に、Sea-Doo認定ディーラーにご相
談ください。

エンジンオイルレベル
オイルレベルが燃料、オイル、クー
ラント のセクションで指定された適
正範囲内にあることを確かめてくだ
さい。またエンジンコンパートメン
トやエンジンからのオイル漏れがな
いか確認してください。

エンジンクーラントレベル
クーラントレベルが燃料、オイル、
クーラント のセクションで指定され
た適正範囲内にあることを確かめて
ください。エンジン本体、ビルジ内、
ライドプレートにクーラントの漏れ
がないか点検してください。

�
ウォータークラフトを水から上げた
状態でエンジンを回すと、ライドプ
レートの熱交換器がたいへん熱くな
ります。火傷のおそれがありますの
で、ライドプレートには触れないよ
うにしてください。

ステアリングシステムとサ
イドベーン (O.P.A.S.)
誰かに手伝ってもらいながら、ステ
アリングが自由に動くことを確認し
ます。ハンドルバーが水平（直進状
態）になっているとき、ジェットポ
ンプノズルは真直ぐな位置にあるは
ずです。また、サイドベーンの後端
は、およそ20°の角度でウォーターク
ラフトの外側を向いているはずです。
ジェットポンプノズルとサイドベー
ンが軸を中心にスムーズに動き、ハ
ンドルバーの操作と同じ向きに動く
ことを確かめてください。

�
エンジンを始動する前に、ハンドル
バーとステアリングノズルの動きが
一致していることを確かめてくださ
い。誰かがウォータークラフトの後
部付近にいるときは、絶対にハンド
ルバーを回さないでください。ステ
アリング系の可動部品（ノズル、サ
イドベーン、リンクなど）に近づか
ないでください。

スロットルシステム
スロットルレバーが引っかかりなく
スムーズに作動するか点検してくだ
さい。レバーから手を放したときに
は、すぐにレバーが元の位置に戻ら
なければなりません。
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�
スロットルレバーの作動の点検は、
エンジンを始動する前に行ってくだ
さい。

シフターシステム
リバースゲートがスムーズに作動する
か点検してください。シフトレバー
が前進の位置にあるとき、ゲートは
上を向いており、手で下げようとし
てもかなりの抵抗があるはずです。
シフトレバーがニュートラルの位置
にあるとき、ゲートは中間の位置に
あります。シフトレバーがリバース
の位置にあると、ゲートは一番下の
位置にあるはずです。

�
リバースゲートの作動の確認は、エ
ンジンを始動する前に行ってくださ
い。

可変トリムシステム (VTS)
RXP 215、RXP-X、RXT-X、
WAKE モデル
DESSキーを取り付けてから、VTSボ
タンの上下の矢印を押してみて、ノズ
ルの作動を確認してください。VTSの
作動は、インフォメーションセンター
の VTS ポジションインジケーターで
も確認できます。

ストレージコンパートメン
トカバーとシート
しっかり閉じられ、ラッチがかかっ
ていることを確かめてください。

�
シートのラッチがしっかりかかって
いることを確認してください。

ウエイクボードラック
WAKE モデル

�
ウォータークラフトを使用する前
に、ラックがウォータークラフト
のボディに正しく固定されている
こと、およびウエイクボードがラッ
クの正しい位置に確実に固定されて
いることを確認してください。スト
ラップに損傷などがないことを確認
してください。

バラストタンク
WAKE モデル

�
ウォータークラフトを使用する前
に、タンクがリボーディングプラッ
トフォームに正しく固定されている
ことを確認してください。

DESS ポストおよびエンジン
スタート/ストップボタン
シフトレバーをニュートラルの位置
にします。両方のスイッチが正しく
作動することを確かめます。エンジ
ンを始動し、それぞれのスイッチを
使って停止させてみます。

�
DESS キーのはめ合いが緩かった
り、ポストから外れてしまうよう
な場合は、危険を避けるためただち
に DESSキーを交換してください。
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排気マニホルドの冷却水
(気温が氷点下またはそれ
に近い場合のみ )
寒冷地において、気温が氷点下（0°C
(32°F))またはそれに近いときにウォー
タークラフトを使用する場合、ある
いは気温が氷点下またはそれに近い
場所にウォータークラフトを置いて
おいた場合、排気マニホルドへ向 か
うサプライホースの中で水が凍結す
る可能性があります。これはエキゾー
ストシステムのオーバーヒートの原
因になります。冷却システムを正し
く作動させるため、そのような場合
にはウォータークラフトを使用する
前に次のような作業を行ってくださ
い:
– この作業はウォータークラフトを

水から上げた状態で行います。
– ジェットポンプのフラッシングコ

ネクターに散水用ホースをつなぎ
ます。

– 使用後のお手入れで解説されてい
るフラッシングの手順を実施して
ください。

– ジェットポンプから水が流れ出て
くることを確認します。流れ出な
いとすれば、サプライホースの中
で水が凍結して、水の流れを妨げ
ています。このような状態のまま
ウォータークラフトを使用しない
でください。

:エキゾーストアウトレットからも少
量の水が流れ出ることに注意してく
ださい。水がジェットポンプから確
実に流れ出ていることを確認してく
ださい。
: サプライホース内の水が凍ったまま
ウォータークラフトを使用すると、
エンジンのコンポーネントの損傷に
つながる可能性が あります。

:凍結した場合、水が膨張することに
よっ てエンジンのコンポーネントが
損傷するおそれはありませんが、冷
却水の流れが滞るために損傷の原因
になることがあります。
– 氷が溶けるまで待つか、排気マ

ニホルドへ向かっているサプライ
ホースに少量のお湯をかけてくだ
さい。その後、もう一度フラッシ
ングを行って、ジェットポンプか
ら正しく水が流れ出ることを確認
します。それでも水が流れ出ない
場合は、Sea-Doo 認定ディーラー
にお問い合わせください。

�
電熱器の類を使ってホースを暖め
ないでください。電気器具はスパー
クを発生する可能性があり、気化し
てビルジ内に滞留した燃料がこのス
パークによって燃焼し、火災や爆発
を起こすおそれがあります。

– ビルジ内に水が溜まっている場合
は、排水してください。
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操作の説明

�
ウォータークラフトを使用する前
に、必ず使用前の 点検を実施して
ください。すべての操縦装置とそ
の機能を完全に理解しておいてく
ださい。操縦装置や注意事項につ
いてよくわからないことがある場合
は、Sea-Doo認定ディーラーにご相
談ください。

作動原理
推進
エンジンはドライブシャフトに直接つ
ながっており、このシャフトがイン
ペラーを回転させます。インペラー
はハウジングの中で精密に調整され
ており、ハウジングにはウォーター
クラフトの底から水が吸い上げられ
てきます。この水はインペラーから
ベンチュリに流れます。水流はベン
チュリで加速され、ウォータークラ
フトを動かす推進力を生み出します。
スロットルレバーを押すとエンジン
の回転数が上がり、ウォータークラ
フトの速度も増します。

��	����

代表的な例

�
エンジンを始動するときには、オペ
レーターも同乗者も必ずウォーター
クラフトに正しく着座し、PDF（小
型船舶検査機構）認定の体形に合っ
た救命胴衣とウェットスーツなどの
保護衣服を着用してください。

�
エンジンがかかっているときはイ
ンテークグレートに近づかないで
ください。長い髪、ゆったりした衣
服、救命胴衣のストラップなどが可
動部分に絡んで、重大なケガを負っ
たり、溺れたりするおそれがありま
す。

��	���� 
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代表的な例
1. ウォーターインテーク
2. ライドプレート

ウォータークラフトを前進させるに
は、シフトレバーが前進の位置になっ
ていなければなりません。
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ニュートラルとリバース

�
ウォータークラフトに乗り込むと
きに、ジェットポンプのコンポーネ
ントを手でつかんだり、足をかけた
りしないでください。シフトレバー
は、エンジンがアイドリング状態に
あり、ウォータークラフトが完全に
停止しているときにのみ操作してく
ださい。リバースでは絶対にエンジ
ンを高回転で回さないでください。
ウォータークラフトを止めるため
にリバースを使わないでください。
リバースは低速でのみ使用し、かつ
できるだけ短時間にとどめてくださ
い。後方の進路に物体や人、浅瀬で
遊んでいる子供などがいないことを
必ず確認してください。

ニュートラルの位置を探すには、ま
ずリバースに入れてからウォーター
クラフトの後退が止まるところまで
レバーを押し戻します。
リバースゲートは中間の位置になり、
推進力の半分を ウォータークラフト
の前方へ向けて、ウォータークラフ
トの動きを 小限に抑えます。

�
ウォータークラフトがニュートラル
ポジションにあるときも、ドライブ
シャフトとインペラーは回っていま
す。
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代表的な例
1. シフトレバーがニュートラルの位置にある

��	���� �

代表的な例
1. リバースゲートが中間の位置にある

リバースにするには、シフトレバー
をいっぱいまで引きます。リバース
ゲートは下がった位置になり、推進
力のすべてをウォータークラフトの
前方へ向けます。

��	��� �

代表的な例
1. シフトレバーがリバースの位置にある
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代表的な例
1. リバースゲートは下の位置にある

:リバースを効率よく利用し、操縦を
しやすくするため、エンジンの回転
数をアイドリングよりわずかに高い
程度まで上げてください。エンジン
の回転数を上げすぎると、水の渦が
発生してリバースの効率は低下しま
す。
リバースポジションでは、あなたが
ウォータークラフトの後部を動かし
たい方向と同じ方向へハンドルバー
を回してください。
たとえば、ウォータークラフトの後
部を左へ寄せたいときには、ハンド
ルバーを左へ切ります。
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代表的な例

�
シフトレバーは、エンジンがアイド
リング状態にあり、ウォータークラ
フトが完全に停止しているときにの
み操作してください。ウォーターク
ラフトを止めるためにリバースを使
わないでください。

可変トリムシステム

RXP 215、RXP-X、RXT-X、
WAKE モデル
可変トリムシステム （VTS）は、
ジェットポンプノズルの角度を変え
ることにより、荷重、推進力、ライ
ディングポジション、水面の状態な
どに応じた補正をオペレーターが手
早く効果的に行えるようにするシス
テムです。このシステムが正しく調
整されていれば、ハンドリングを改
善し、ポーポシングを軽減し、ウォー
タークラフトの 良のライディング
姿勢を維持して、 大限のパフォー
マンスを引き出すことができます。
ウォータークラフトを初めて使うと
き、オペレーターはさまざまな速度
と水面の状態で可変トリムシステム
（VTS） を操作して、その使い方に
慣れておく必要があります。一般に
クルージングには中間レンジのトリ
ムを用います。コンディションに応
じた 良のトリムの判断は、経験に
頼るほかありません。低速での航行
が推奨されているウォータークラフ
トの慣らし運転期間中は、トリムの
調整とその効果について経験を積む
絶好の機会になるでしょう。
ノズルを上向きのポジションにする
と、水の推進力によってウォーター
クラフトの船首が上を向きます。こ
のポジションは高速で航行したい場
合に用います。
: VTSのポジションは、インフォメー
ションセンターのバーゲージに表示
されます。
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smo2008-001-022_a

代表的な例
1. VTS ボタンの上向き矢印を押す
2. バウアップ
3. ノズルが上を向く
4. VTS ポジション

ノズルを下向きにすると、船首は下
へ押し付けられて、ウォータークラ
フトの旋回能力を高めます。どんな
ウォータークラフトでも、ターンの
角度と鋭さを決めるのは、そのとき
のスピードとオペレーターの体の位
置や動き（動作）です。また、ノズ
ルを下へ向け、それに応じて速度を
調整すると、ポーポシングを減らし
たり完全に消したりすることができ
ます。
: VTSのポジションは、インフォメー
ションセンターのバーゲージに表示
されます。






�
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smo2008-001-022_b

代表的な例
1. VTS ボタンの下向き矢印を押す
2. バウダウン
3. ノズルが下を向く
4. VTS ポジション

ステアリング

��	����

ハンドルバーを回すと、ジェットポン
プノズルが軸を中心に向きを変え、
ウォータークラフトの進行方向を制御
します。ハンドルバーを右に切ると、
ウォータークラフトは右へ旋回し、
左に切れば左に旋回します。ウォー
タークラフトを旋回させるときはス
ロットルを開いてください。

�
ウォータークラフトの向きを変える
には、スロットルを開いた状態でハ
ンドルバーを回してください。ステ
アリング効率は、同乗者の人数、荷
重、水面のコンディション、および
風などの環境要因によっても変化し
ます。

自動車とは異なり、ウォータークラフ
トを旋回させるにはある程度スロッ
トルを開く必要があります。安全な
場所でスロットルを開けながら旋回
して、想像上の物体を回避する練習
を行ってください。これは衝突を避
けるための大切なテクニックです。

�
スロットルを戻したりエンジンを止
めたりすると、ウォータークラフト
の進路を制御しにくくなります。
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同乗者が乗っているとウォーターク
ラフトは異なった挙動を示すように
なり、より高い技術が必要になりま
す。同乗者は必ずシートストラップ
かグラブハンドルにつかまってくだ
さい。いつもより速度を落とし、急
旋回は避けてください。同乗者を乗
せているときは、波の荒い水面を避
けてください。
: 注意： 内燃機関の運転には空気が
必要です。したがって、このウォー
タークラフトを完全防水にすること
はできません。例えばフィギュアエ
イトなどのようにアッパーデッキが
水没するような機動は、水の吸入に
よる重大なエンジントラブルの原因
になることがあります。このガイド
の特殊な手順 と 限定保証 を参照し
てください。

オフパワーアシステッドステアリ
ング システム（O.P.A.S.）
オフパワーアシステッドステアリン
グシステム（O.P.A.S.）は、2枚のサ
イドベーンを用いて減速時のウォー
タークラフトのステアリングをアシ
ストし、スロットルを戻したりエン
ジンを止めたりした後、ステアリン
グを切った方向へウォータークラフ
トを導きます。
船体の後部両側面にあるサイドベー
ンは、ステアリングの操作に合わせ
て向きを変え、ウォータークラフト
の旋回をアシストします。 初は慎
重にターンをしながら、このシステ
ムに慣れてください。
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代表的な例
1. サイドベーンがステアリングの操作によっ

て動く

スライディングサイドベーン付
きのモデル (O.P.A.S. システム)

サイドベーンがステアリングの操作
によって動くエンジンが 高回転数
の 75％以上で回っているとき、サイ
ドベーンは自動的に上の位置に上が
ります。このような速度域ではサイ
ドベーンを必要としないからです。

高回転数の 30％ から 75％ の間
では、サイ ドベーンが下の位置から
徐々に上の位置へと上がってきます。

��	��
� �
1. 上の位置にあるサイドベーン

スロットルを戻してエンジン回転数
が落ちると、サイドベーンが自動的
に下がってステア リングによる方向
の制御をアシストします。

���	����

1. 下の位置にあるサイドベーン

74 ______________________



�
エンジンを始動する前に、ハンドル
バーと対応するサイドベーンの動き
が一致していることを確かめてくだ
さい。サイドベーンを、水から上が
るときやウォータークラフトを引き
上げるときの支持点として使わない
でください。誰かがウォータークラ
フトの後部付近にいるときは、絶対
にハンドルバーを回さないでくださ
い。ステアリング系の可動部品（ノ
ズル、サイドベーン、リンクなど）
に近づかないでください。

ウォータークラフトへの乗船
一般的事項
どんなウォータークラフトにも言え
ることですが、エンジンが回ってい
ない状態で、慎重に乗り込むように
してください。

�
どんなウォータークラフトにも言
えることですが、エンジンが回っ
ていない状態で、慎重に乗り込むよ
うにしてください。ジェットノズル
やインテークグレートに脚を近づけ
ないでください。ステップの中央に
乗ってください。2人以上が同時に
ステップを使用しないでください。
牽引、曳航、潜水や飛び込み、水か
ら上がっているときのウォーターク
ラフトへの乗り込みなど、ボーディ
ングステップの本来の目的以外には
使用しないでください。

ステップを使うと乗り込みが楽にな
ります。

�
経験の浅いオペレーターは、水深の
深いところへ出る前に岸の近くで水
中から乗船する方法（ここで解説す
るすべての方法）を練習してくださ
い。

�
ウォータークラフトに乗り込むとき
に、ジェットポンプのコンポーネン
トやサイドベーンで体を支えようと
しないでください。

桟橋または水深の浅いところでの乗船
桟橋から乗り込むときは、ウォーター
クラフトの桟橋に近い方のフットボー
ドに一方の足をゆっくりと置き、ハ
ンドルバーを押さえながら、もう一
方の足に体重をかけてウォーターク
ラフトを安定させます。続いて、シー
トを跨ぐようにして、もう一方の足
を反対側のフットボードに移してく
ださい。桟橋を押して、ウォーター
クラフトを桟橋から離れさせます。
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水深の浅いところでは、ウォーター
クラフトの側面または後部から乗り
込んでください。
船体後部の一番低いところの下に少
なくとも 90 cm (3 ft)の水深があるこ
とを確かめてください。
すべての同乗者が乗り込むと、水上
では船体が沈むことも考慮してくだ
さい。ジェットポンプが砂や小石を
吸い込んでしまわないように、必ず
この指定された水深を保つようにし
てください。
: 注意： 水深の浅いところでウォー
タークラフトのエンジンを始動した
り、航行したりすると、砂や小石な
どがジェットポンプに吸い込まれて、
インペラーやポンプのその他のコン
ポーネントを損傷するおそれがあり
ます。
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A. すべての同乗者が乗り込んだとき、船体後
部の も低い場所の下に少なくとも 90 cm
(3 ft) の水深を保つこと

水深の深いところでの乗船

オペレーターだけのとき
ウォータークラフトの後ろまで泳い
でいきます。
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グラブハンドルをつかみ、ボーディン
グプラットフォームに膝が乗るとこ
ろまで体を引き上げます。次にシー
トストラップをつかみます。

�������

バランスを保ちながら、両足をフッ
トボードまでもっていきます。

F01L4KY

シートを跨いで座ってください。

オペレーターと同乗者が乗り込むとき
まず、先に説明したのと同じ方法で
オペレーターがウォータークラフト
に上がります。
波が荒いときは、水中にいる同乗者
がウォータークラフトを支えて、オ
ペレーターの乗り込みを助けてあげ
るとよいでしょう。
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続いて同乗者がウォータークラフトに
乗り込みます。このとき、オペレー
ターはできるだけコンソールの近くに
座ってバランスを保ってください。

�������
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エンジンの始動
準備
ウォータークラフトをトレーラーか
ら降ろす前に、正しく作動すること
を確認するため、 一度エンジンをか
けて 10 秒ほど回してみてもよいで
しょう。

�
エンジンコンパートメント内の部
品の一部は、きわめて高温になる場
合があり、直接皮膚に触れると火傷
の原因になります。エンジンが回っ
ている間は、電気系の部品やジェッ
トポンプまわりに触れないでくださ
い。

セイフティランヤードをオペレーター
の救命胴衣に留め、DESSキーをポス
トにはめ込んで、エンジンを始動し
てください。
: 注：ここでDESSシステムが 2 回の
短いビープ音以外の警告音を発した
場合は、何か修正されるべき問題が
あることを示しています。トラブル
シューティングのセクションのコー
ド化された信号音の意味を参照して
ください。

�
エンジンを始動する前に、オペレー
ターも同乗者も必ず正しく着座して
ください。

シフトレバーをニュートラルの位置
にして、
左手でハンドルバーをしっかりと握
り、両足をフットボードに置いてく
ださい。
: 注意： エンジンを始動する前に 、
すべての同乗者が乗り込んだ状態で
船体後部の も低い場所の下に少な
くとも90 cm（3 ft）の水深があるこ
とを確認してください。水深が浅す
ぎると、インペラーまたはその他の
ジェットポンプのコンポーネントが
損傷するおそれがあります。急発進
しないでください。
エンジンを始動するには、エンジン
スタート／ストップボタンを押し、
かかるまで押したままの状態を保ち
ます。エンジンを始動するため、次
の手順に従ってください。
10 秒ほど経ってもエンジンがかから
ない場合は、2、3 秒待ってから再び
手順を繰り返してください。
: 注意：スターターの過熱を避けるた
め、スタート／ストップボタンは 30
秒以上押し続けないでください。ク
ランキングの間の待ち時間を守り、
スターターの熱を冷ましてください。
バッテリーが放電してしまわないよ
うに注意してください。
エンジンを始動するには、エンジン
スタート／ストップボタンを押し、
かかるまで押したままの状態を保ち
ます。

エンジンが冷えているとき／
暖まっているとき
冷えたまたは熱いエンジンを始動す
るために、スロットレバーを押さな
いでください。

_____________________ 77



ライディング
水深の深いところに出るまで ゆっく
りと 加速してください。エンジンが
暖まるまではスロットルを全開にし
ないでください。

��	��
�

: 水草の多い場所でのウォータークラ
フトの使用は避けてください。どう
しても避けられない場合は、ウォー
タークラフトの速度を変化させなが
ら通過してください。

エアインテーク開口部
ここから空気が入ってエンジンに供給
され、エンジンコンパートメント内
の換気も行われます。エアインテー
ク開口部が水面下に潜ると、ビルジ
内に水が入ってしまいます。
: 連続した急旋回などによってエアイ
ンテーク開口部が水面下に潜ると、
ビルジ内に水が入り、エンジンの内
部部品に重大な損傷を及ぼすおそれ
があります。

smo2008-001-055_a

代表的な例
1. エアインテーク開口部

リアグラブハンドル
必要に応じて乗船するときの手掛か
りとなり、同乗者または助手がつか
んで体を支えるために使用します
: このグラブハンドルは、曳航や
ウォータークラフトの吊り上げには
絶対に使わないでください。

smo2008-001-038_a

代表的な例
1. グラブハンドル
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smo2008-001-037_a

WAKE モデル
1. グラブハンドル

ウエイクボードラックとバ
ラストタンクの操作
WAKE モデル

�
特に注意を払う必要があります:
– スピンアウトなどの激しい機動を

行わないでください。
– 波を乗り越えるときにジャンプし

ないでください。
– 常識を働かせ、スピードを制限し

てください。
こうした点への注意を怠ると、ウ
エイクボードまたはタンクが外れ
たり、振り落とされた乗員がウエイ
クボード、ラックまたはタンクにぶ
つかってケガをするおそれがありま
す。

波の荒いときや視界の悪
いときの航行
このように条件の悪いときはできるだ
け航行を避けてください。どうして
も航行しなければならない場合は、
低限の速度で十分に警戒しながら

慎重に進んでください。

波を横切るとき
速度を落としてください。
必要に応じていつでもステアリング
を操作し、バランスを取れるよう構
えてください。

他の船の航跡を横切るときは、必ず
先行するウォータークラフトとの間
に安全な距離を保ってください。

�
航跡を横切るときは十分に速度を落
としてください。オペレーターと同
乗者がわずかに腰を浮かせる姿勢を
取ると、揺れに備えることができま
す。波や航跡でジャンプしないでく
ださい。

停止／ドック入れ
ウォータークラフトは水の抵抗によっ
て減速します。停止距離はウォーター
クラフトのサイズ、重量、速度、水
面の状況、風や潮流の有無とその向
きによって変わってきます。

��	���

オペレーターはさまざまな条件下で
の停止距離を熟知していなければな
りません。
予定の上陸地点から逆算して、十分
に手前からスロットルを戻してくだ
さい。
アイドリング状態まで減速します。
必要に応じて、ニュートラル、リバー
ス、または前進にシフトしてくださ
い。

�
スロットルを戻したりエンジンを止
めたりすると、ウォータークラフト
の進路を制御しにくくなります。
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浜辺に乗り上げるとき
: ウォータークラフトを直に浜辺に乗
り上げるのはお勧めできません。
ゆっくりと浜辺に近づき、船体後部の
も低い場所下の水深が 90 cm (3 ft)

くらいに なる前 に、DESS キーを
使ってエンジンを止めます。そこか
ら浜まではウォータークラフトを引
いて運んでください。
: 水深が浅すぎる場所でウォーターク
ラフトを走らせると、インペラーま
たはその他のジェットポンプのコン
ポーネントが損傷するおそれがあり
ます。

��	���

: ウォータークラフトを浜辺に止めて
おく場合は、船体の揺れによってサ
イドベーンが地面に擦れたり、打ち
つけられたりしないように注意して
ください。O.P.A.S. システムのコン
ポーネントを損傷する可能性があり
ます。

エンジンの停止
ウォータークラフトの方向制御を維
持するため、ウォータークラフトが
アイドリングの速度になるまで、エ
ンジンを止めないでください。
エンジンを止めるには、スタート／
ストップボタンを押します。エンジ
ンが止まったら、DESSキーをポスト
から外してください。スロットルレ
バーはボタンを押す前に戻しておき
ます。

エンジンを停止させるには、エンジ
ンスタート／ストップボタンを押す
か、ウォータークラフトから DESS
キーを外してください。

�
エンジンが停止すると、ウォーター
クラフトの進路を制御しにくくなり
ます。ウォータークラフトを使用し
ないときは、誤ってエンジンを始動
したり、子供や他人が許可なく使用
したり、盗まれたりしないように、
必ず DESSキーをポストから外して
ください。
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使用後のお手入れ

�
メンテナンス作業を行う前に、十
分にエンジンの熱を冷ましてくださ
い。

船体の手入れ
海洋微生物などの繁殖を防ぐため、
ウォータークラフトは毎日水から上
げてください。
船体内に水が入った場合は、ドレン
プラグを緩め、ウォータークラフト
を後ろ下がりに傾 けて排水してくだ
さい。
エンジンコンパートメント内（ビル
ジ、エン ジン、バッテリーなど）に
残っている水やその他の液体は、乾
いたきれいなウエスで拭き取ってく
ださい（塩水で使用している場合は、
これが特に重要です）。

泥水や塩水で使用した
場合の手入れ
ウォータークラフトを泥水や特に塩
水で使用した場合は、ウォーターク
ラフトとそのコンポーネントを保護
するため、さらに追加の手入れを行
う必要があります。
10 時間使用毎にスロットルボディに
注油することは大切です。手順につ
いてはメンテナンスセクションを参
照してください。
ウォータークラフトのビルジ部分を
真水で洗い流してください。
ビルジ部分を洗うために高圧洗浄器
を使用しないでください。水圧を低
めて使用してください (散水用ホース
のように）。
高圧の水は電気や機械系統の損傷に
つながる可能性があります。

: 次のような適切 な手入れを行わな
いと:ウォータークラフトを塩水で使
用した場合は、ウォータークラフト
の洗浄、冷却システムのフラッシン
グ、インタークーラーフラッシング
(スーパーチャージャー付きモデル)
防蝕処理などを行わないと、ウォー
タークラフトとそのコンポーネント
の損傷につながります。また、直射
日光の当たる場所にウォータークラ
フトを保管しないでください。

エキゾーストシステムの
フラッシング
:スーパーチャージャー付きモデルの
インタークーラーを含みます。

一般的事項
真水によるエキゾーストシステムと
インタークーラー (スーパーチャー
ジャー付きモデル ) のフラッシング
は、水に含まれる塩分やその他の化
学物質による腐食効果を中和するた
めに必要不可欠です。また、これに
よってウォータージャケットおよび
／またはホース内の砂、塩、貝殻な
どの異物をある程度まで取り除くこ
と もできます。
フラッシングの作業は、その日はも
うウォータークラフトを使用しない
と思われるとき、 またはウォーター
クラフトを長期にわたって保管する
ときに実施してください。

�
この作業は換気のよい場所で行って
ください。

次の手順に従ってください：
ジェットポンプのインレットとアウ
トレットに水を吹きかけて洗い、そ
の後で XP-Sルーブコーティング剤ま
たは同等品を塗布してください。
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�
ウォータークラフトを水から上げた
状態でエンジンを回すと、ライドプ
レートの熱交換器がたいへん熱くな
ります。火傷のおそれがありますの
で、ライドプレートには触れないよ
うにしてください。

ウォータークラフト後部のジェットポ
ンプサポートにあるコネクターに、
散水用ホースを接続してください。
まだ水栓は開かないでください。
:オプションのクイックコネクトアダ
プターを使用できます 295 500 473)。
エンジンのフラッシングには、ホー
スピンチャーは必要ありません。

�������  
 �

代表的な例
1. ホースアダプター
2. クイックコネクトアダプター （オプショ

ン、必ずしも必要ありません）
3. 散水用ホース

フラッシング
フラッシングを行うには、まずエン
ジンをかけてから、その後ただちに
水栓を開いてください。

�
エンジンコンパートメント内の部
品の一部は、きわめて高温になる場
合があり、直接皮膚に触れると火傷
の原因になります。エンジンが回っ
ている間は、電気系の部品やジェッ
トポンプまわりに触れないでくださ
い。

: まだエンジンが冷えていない場合は
フラッシングを行わないでください。
必ずエンジンを始動してから、水栓
を開けてください。オーバーヒート
を防ぐため、エンジンがかかったら
すぐに水栓を開けてください。
エンジンを 4000～ 5000 RPMのファ
ストアイドルで約 20秒間回します。
: ウォータークラフトを水から上げて
いる場合、エキゾーストシステムに
水を供給せずにエンジンをかけない
でください。
フラッシングを行っている間、ジェッ
トポンプから水が流れ出てくること
を確認してくだ さい。水が出て来な
い場合は、Sea-Doo 認定ディーラー
に整備を依頼してください。
: エンジンを 5 分間以上回さないで
ください。ウォータークラフトが水
から上がっているときは、ドライブ
ラインシールが冷却されないためで
す。
先に水栓を閉めてから、その後エン
ジンを止めます。
: 必ず水栓を閉めてから、エンジンを
止めてください。
: フラッシングの作業を終えたら、ク
イックコネクトアダプターを取り外
してください （使用した場合）。

防蝕処理
腐食を防ぐため、エンジンコンパー
トメント内の金属製コンポーネント
には、 XP-Sルーブ潤滑剤または同等
品などの腐食防止剤（耐塩水性）を
スプレーしてください。
バッテリーポストとケーブルコネク
ターには、誘電性グリース （耐塩水
性） を塗布してください。
: エンジンコンパートメントやビルジ
内にウエスやツールなどを置き忘れ
ないようにしてください。
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特殊作業の手順

モニタリングシステム
ウォータークラフトをより快適にお
使いいただくため、EMS （エンジン
マネージメントシステム） の電子部
品とその他の電気系コンポーネント
は、システムによってモニターされ
ています。何らかの故障が起こると、
システムはインフォメーションセン
ターに視覚的メッセージを表示した
り、あるいはビープ音による警告を
行って、ある特定の状態が生じ てい
ることを知らせます。表示されるメッ
セージについては インフォメーショ
ンセンター を、ビープ音のコード化
された信号の意味については トラブ
ルシューティング のセクションを参
照してください。
軽度の故障が起きた場合、その故障
状態が存在しなくなると、故障メッ
セージ／警告音は自動的に解除され
ます。
スロットルを完全に戻してエンジン回
転数がアイドリングまで落ちると、通
常の作動に復帰する場合があります。
それでも復帰しない場合は、いった
ん DESS キーをポストから外して、
取り付け直してみてください。
電子システムは故障の種類によって
異なる対応をします。重大な故障の
場合は、エンジンが再始動できなく
なるかもしれません。その他の場合
には、エンジンは応急帰還モードで
作動します。下記を参照してくださ
い。
故障が起きた場合は、できるだけ早
くSea-Doo 認定ディーラーを訪れ、
点検を受 けてください。

応急帰還モード
電子コンポーネントが正しく作動して
いない場合、上記の各シグナルとは
別に、EMS が自動的にデフォルトパ
ラメーターを設定し て、ウォーター
クラフトをとりあえず航行できるよ
うにすることがあります。

その故障の重大さによっても異なり
ますが、この機能が働くと通常より
ウォータークラフトの速度が低下し
たり、 高速度に達しない場合があ
ります。
このモードでは、エンジン回転数を上
げてウォータークラフトを帰還させ
ようとするとき、スロットルレバー
をきわめてゆっくり押さなければな
らないこともあります。
このように性能を制限するモードは、
こうした高度なシステムがなければ
その場で救援を待つしかないオペレー
ターを自力で帰還させるためのもの
です。

エンジンのオーバーヒート
: モニタリングシステムのブザーが鳴
り続ける場合は、ただちにエンジン
を止めてください。
クーラントレベルの点検燃料、オイ
ル、クーラントを参照してください。
それでもエンジンのオーバーヒート
が続くようであれば、次の手順に進
んでください。
このセクションで解説されている
ジェットポンプウォーターインテー
クとインペラーの清掃 を実施してく
ださい。
岸に戻ったら、使用後の手入れを参照
してエキゾーストシステムのフラッ
シングを行ってください。
それでもエンジンのオーバーヒート
状態が解消されなければ、 Sea-Doo
認定ディーラーに整備を依頼してく
ださい。

エンジンの油圧が上がらない
: モニタリングシステムのブザーが鳴
り続ける場合は、ただちにエンジン
を止めてください。
できるだけ早くエンジンを止めてく
ださい。オイルレベルを点検し、必
要があればオイルを補給します。
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エンジンを再始動してください。こ
れでも油圧が上がらない場合は、そ
れ以上エンジンを回さないでくださ
い。Sea-Doo 認定ディーラーに整備
を依頼してください。
: 油圧が低下したままエンジンを回し
続けると、エンジンに重大な損傷を
及ぼす可能性があります。

ジェットポンプウォーターイ
ンテークとインペラーの清掃

�
エンジンがかかっているときはイ
ンテークグレートに近づかないで
ください。長い髪、ゆったりした衣
服、救命胴衣のストラップなどが可
動部分に絡んで、重大なケガを負っ
たり、溺れたりするおそれがありま
す。

水草、貝殻、あるいはその他の異物
が、インテークグレート、ドライブ
シャフトおよび／ またはインペラー
に引っかかったり、絡んだりするこ
とがあります。ウォーターインテー
クが詰まると、次のようなトラブル
の原因になります：
– キャビテーション: 推進力が低下

するため、エンジンの回転を上げ
てもウォータークラフトが低速で
しか進まず、ジェットポンプのコ
ンポーネントを損傷するおそれが
あります。

– オーバーヒート: エキゾーストシス
テムを冷却する水の流れはジェッ
トポンプの作動に依存している
ため、インテークが詰まるとエン
ジンのオーバーヒートの原因にな
り、エンジン内部の部品が損傷す
るおそれがあります。

水草が詰まった部分は、次のような
手順で清掃することができます：

水中での清掃
エンジンが始動しない程度にエンジ
ンスタート／ストップボタンを瞬間
的に繰り返して押しながら、ウォー
タークラフトを左右に数回揺さぶり
ます。大半の場合は、これで詰まり
が解消されるはずです。エンジンを
始動して、 ウォータークラフトが正
常に作動するか確認してください。
これでも詰まりが解消されない場合
は、 ウォータークラフトをいったん
水から上げて、手作業で詰まったも
のを取り除いてください。
また、上記の方法で効果がなければ、
次のような方法も試してみてくださ
い：
– エンジンがかかっている状態で、

スロットルを開ける前に、シフト
レバーをリバースのポジションに
入れ、すばやく数回スロットルを
あおってみる。

– 必要に応じて、この手順を繰り返
す。

陸上での清掃

�
ジェットポンプまわりの清掃を行う
場合は、誤ってエンジンを始動して
しまわないように、必ず DESSキー
をポストから取り外してください。

清掃のためウォータークラフトを横
倒しにしたときにキズがつかないよ
うに、ウォータークラフトの脇に厚
紙かカーペットを敷きます。
清掃のためにウォータークラフトを
左右どちらかに回転させるように傾
けます。
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代表的な例

ウォーターインテークまわりを清掃し
てください。それでもシステムの詰
まりが解消されない場合は、Sea-Doo
認定ディーラーに整備を依頼してく
ださい。
: 清掃と併せて、ウォーターイン
テークグレートに損傷がないか点
検してください。その必要があれ
ば、Sea-Doo 認定ディー ラーに修
理を依頼してください。

ウォータークラフトが
転覆したとき
ウォータークラフトは簡単には転覆し
ないように設計されています。また、
船体の両サイドにはスポンソン（浮
き）が取り付けられており、ウォー
タークラフトの安定性をさらに高め
ています。ただし、一度転覆してし
まうと、自力では復帰しません。

�
ウォータークラフトが転覆している
ときは、エンジンの再始動を試みな
いでください。オペレーターと同乗
者は認定された救命胴衣を着用して
ください。

ウォータークラフトを正立状態に戻
すには、 まずエンジンが止まってい
ること、DESS キーがポストから外
れていることを確かめてから、イン
レットグレートをつかみ、バンパー
レールに足をかけ、体重を利用して
ウォータークラフトをどちらかの方
向へ回転させてください。
4-TEC™ エンジンは、転覆時保護シ
ステム (T.O.P.STM) を備えています。
ウォータークラフトが転覆すると、
エンジンが自動的に停止し、続いて
バルブを閉じて吸気システムにエンジ
ンオイルが逆流するのを防ぎます。
これにより、ウォータークラフトが
本来の姿勢に戻ったときには、通常
通りにエンジンを始動することがで
きます。
: ウォータークラフトが 5 分間以上
転覆していた場合は、水を吸い込ん
でエンジンが損傷するのを避けるた
め、クランキングを試みないでくだ
さい。できるだけ早く Sea-Doo認定
ディーラーに整備を依頼してくださ
い。
: エンジンがクランキングをしない場
合は、それ以上エンジンの再始動を
試みないでください。エンジンを損
傷するおそれがあります。できるだ
け早くSea-Doo認定ディーラーに整
備を依頼してください。
できるだけ早いうちにビルジ内に水が
入っていないか点検してください。
岸に戻ったら、必要に応じてビルジ
内の排水を行います。

ウォータークラフトが
水没したとき
エンジンの損傷を 小限にとどめる
ため、できるだけ早いうちに次の手
順を行ってください。
ビルジの排水を行ってください。
塩水に沈んだ場合は、散水用ホース
を使ってビルジとすべてのコンポー
ネントを真水で洗い流し、塩水によ
る腐食を防いでください。
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: エンジンのクランキングや始動を試
みないでください。吸気マニホルド
に溜まった水がエンジンに流れ込ん
で、エンジンの重大な損傷の原因に
なることがあります。
できるだけ早くウォータークラフト
を Sea-Doo 認定ディーラーに持ち込
んで、整備を依頼してください。
: 整備を受けるまでに経過した時間が
長ければ長いほど、エンジンの損傷
はひどくな ります。

エンジン内に水を吸い
込んだとき
: エンジンのクランキングや始動を試
みないでください。吸気マニホルド
に溜まった水がエンジンに流れ込ん
で、エンジンの重大な損傷の原因に
なることがあります。
できるだけ早くウォータークラフト
を Sea-Doo 認定ディーラーに持ち込
んで、整備を依頼してください。
: 整備を受けるまでに経過した時間が
長ければ長いほど、エンジンの損傷
はひどくなります。また、適切なエ
ンジンの整備を受けないと、エンジ
ンの重大な損傷の原因になることが
あります。

プラグがかぶってしまったとき
何度か試みてもエンジンが始動しな
い場合は、プラグがかぶった可能性
があります。次の手順に従ってくだ
さい。
エンジンをクランキングするときに
燃料が噴射されるのを防ぎ、点火を
カットするために、次の手順を行っ
てください。
エンジンが止まっている状態でスロッ
トルレバーをいっぱいまで押し、ク
ランキングをしている間、スロット
ルを開いたままで保持します。
エンジンのクランキングを数回行っ
てください。

それでもかからない場合：
エンジンカバーを引き上げて、取り
外します。

イグニッションコイルのコネクター
を外してください。

�
イグニッションコイルとスパークプ
ラグの接続を外すときは、必ずメイ
ンハーネスとイグニッションコイル
の接続を先に外してください。エン
ジンコンパートメント内では、外し
たイグニッションコイルおよび／ま
たはスパークプラグから火花が飛ぶ
かどうかを確かめないでください。
気化した燃料がスパークで爆発する
おそれがあります。

イグニッションコイルを取り外して
ください。
: スパークプラグを取り外す前に、ス
パークプラグホールにゴミなどがな
いことを確かめてください。スパー
クプラグホールからシリンダーにゴ
ミなどが落ちると、エンジン内部の
部品が損傷します。
スパークプラグを取り外してくださ
い。
: スパークプラグを緩めた後、イグ
ニッションコイルを使ってスパーク
プラグを取り出すことができます。
イグニッションコイルをプラグホー
ルに差し込み、スパークプラグを“釣
り上げる”ように取り出してくださ
い。
可能であれば新しいスパークプラグを
用意するか、ウエスを使ってスパー
クプラグを乾かしてください。
スパークプラグホールをウエスなど
でカバーします。
スロットルを全開にしたまま、エン
ジンを数回クランキングします。
スパークプラグとイグニッションコ
イルを元通りに取り付けます。可能
であれば、きれいで乾燥したスパー
クプラグを取り付けてください。イ
グニッションコイルコネクターを元
通りに接続してください。
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:イグニッションコイルを取り付ける
前に、スパークプラグホールに触れ
るシール部分周辺にモリコート 111
グリース 413 707 000) を少量塗布し
ます。取り付けた後、シールがエン
ジン上面に正しく納まっていること
を確認してください。
エンジンカバーを取り付け、スナッ
プ音が聞こえるまで押し下げてくだ
さい。
前述の手順に従って、エンジンを
始動してく ださい。やはり同じよ
うにプラグがかぶってしまう場合
は、Sea-Doo 認定ディーラーにご相
談ください。
: ウォータークラフトを水から上げて
いる場合、エキゾーストシステムに
水を供給せずにエンジンをかけない
でください。

水上でのウォーターク
ラフトの曳航
Sea-Doo ウォータークラフトを水上
で曳航するには、いくつかの特別な
注意を払う必要があります。
推奨される 大曳航速度は 24 km/h
(15 MPH) です。
あなたのウォータークラフトを水上
で曳航する場合は、大型ホースピン
チャー 529 032 500) を使って、エキ
ゾーストマニホールドからマフラー
につながる給水ホースをつまんでく
ださい。

F01B23Y

これによって、エキゾーストシステ
ムに水が入り、さらにその水がエン
ジンに流れ込んで溜まってしまうこ
とを防ぐことができます。エンジン
が回っていないときは排気の圧力が
なく、エキゾーストアウトレットか
ら水を排出できないためです。
: これを行わないとエンジンに損傷を
及ぼすおそれがあります。自力で動
けなくなったウォータークラフトを
曳航しなければならないとき、手元
にホースピンチャーがない場合は、
大曳航速度の 24 km/h (15 MPH)よ

りずっと低い速度を維持してくださ
い。
:ウォーターサプライホース上の赤い
テープはピンチするホースを示しま
す。

smo2008-001-072_a

代表的な例
1. 赤色テープを付けたサプライホース

: ウォータークラフトの曳航が終った
ら、再び使用する前に必ずホースピ
ンチャーを外してください。これを
外し忘れるとエンジンに損傷を与え
ます。

バッテリーの電圧低下
Sea-Doo 認定ディーラーにて、バッ
テリーの充電または交換を行ってく
ださい。
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�
バッテリーをウォータークラフトに
取り付けたまま、充電またはブース
トしないでください。電解液は有毒
で危険です。目に入らないように、
また皮膚や衣服に触れないように注
意してください。
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トラブルシューティング
以下のチャートは、簡単なトラブルの原因を診断するときに役立つよう作ら
れたものです。こうしたトラブルの多くは比較的簡単にご自身で解決できま
すが、整備技術者の専門的スキルが必要な場合もあります。そのような場合
には、Sea-Doo 認定ディーラーに整備を依頼してください。
: ビープ音が鳴ったときは、インフォメーションセンターに表示されるメッ
セージも確認してください。その問題についてより詳しい情報を得るのに役
立ちます。インフォメーションセンターゲージ を参照してください。

モニタリングシステムのコード化された信号
1 回の長いビープ音 (DESS キーをウォータークラフトのポストに取り付けて
いるとき）。
1. DESS システムの接続不良。

– DESS キーをポストに取り付けます。
2. DESS キーが間違っています。

– そのウォータークラフト用にプログラムされた DESS キーを使用してく
ださい。

3. DESS キーの異常。
– プログラムされた別の DESS キーを使用してください。

4. DESS キーに塩水が入り、乾いて塩の結晶ができている。
– DESS キーを清掃して、塩を取り除いてください。

5. DESS ポストの異常。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

6. ECM の誤作動または配線ハーネスの異常。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

1 回の短いビープ音の後に 1 回の長いビープ音。
1. ECM が誤って診断機能モー ドに入った。

– DESS キーをいったん外して、再度付け直してください。

4 時間異なる間隔で 4 回の短いビープ音
1. エンジンをかけないまま、またはエンジンが停止した後、DESS キーがポ

ストに取り付けられたままになっている。
– バッテリーの放電を防ぐため、DESS キーをポストから外してください。

15 分間隔で 2 秒間のビープ音
1. ウォータークラフトが上下逆さまになっている。

– ウォータークラフトを正しい向きにしてください。特殊な手順を参照し
てください。
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15 分間隔で 2 秒間のビープ音

2. エンジンマネージメントシステムの異常。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

5 分間隔で 2 秒間のビープ音
1. 燃料残量が少ない。

– 燃料の補給。問題が解消されない場合は、 SEA-DOO 認定ディーラーに
ご相談ください。

2. 燃料タンクのレベルセンサーまたは回路の異常。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

ビープ音が鳴り続けます
1. エンジンクーラントの温度が高い。

– エンジンのオーバーヒートの項を参照してください。
2. 排気温度が高い。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
エンジンが始動しない
1. DESS キーが外れている。

– DESS キーをポストに取り付けます。
2. ECM が DESS キーを認識しない。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
3. ウォータークラフトが転覆した。

– 特殊な手順のウォータークラフトが転覆したときを参照してください。
4. ヒューズが切れている:メイン、電気スターター、またはECM。

– 配線を点検し、ヒューズを交換してください。
5. バッテリーが放電しています。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
6. バッテリー接続部の腐食または緩み。アース不良。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
7. エンジンが水を吸った。

– 特殊な手順の エンジンが水を吸い込んだとき を参照してください。
8. センサーまたは ECM の異常。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
9. エンジンが焼き付いている。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
10.ジェットポンプが回らない。

– 異物を取り除いてみてください。異物が絡んだのではない場合は、Sea-
Doo 認定ディーラーにご相談ください。

エンジンがゆっくりとクランキングします
1. バッテリーケーブルの接続が緩んでいる。

– 点検／清掃／締め付けを行ってください。
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エンジンがゆっくりとクランキングします

2. バッテリーが放電しているか、弱っています。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

3. スターターが弱っている。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

クランクは回りますが、エンジンは始動しません
1. 燃料タンクに燃料が入っていない、または水が混入している。

– 燃料を補給してください。残っている燃料を吸い出して、新しい燃料を
入れてください。

2. スパークプラグが汚れている、またはプラグの異常。
– 交換します。

3. プラグがかぶっている。
– 特殊な手順の プラグがかぶってしまったとき を参照してください。

4. エンジンが水を吸った。
– 特殊な手順の エンジンが水を吸い込んだとき を参照してください。

5. エンジンマネージメントシステム内の部品またはその接続の異常。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

6. 燃料ポンプの接続が外れている、またはポンプの異常。
– 燃料ポンプのコネクターをつなぎ直してみてください。Sea-Doo 認定

ディーラーにご相談ください。
7. ヒューズが切れている。

– 配線を点検し、ヒューズを交換してください。

エンジンのミスファイア、燃料噴射の不良、不安定な回転
1. スパークプラグがかぶっている ／プラグの異常／電極の摩滅。

– 交換します。
2. イグニッションコイルまたは ECM の異常。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
3. 燃料:残量が少なすぎる、または燃料が古くなっているか水が混入してい

る。
– 残っている燃料を吸い出して、新しい燃料を補給してください。

4. インジェクターの詰まり。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

5. センサーまたはECM の異常。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

エンジンから煙が出る
1. オイルレベルが高すぎる。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
2. エンジン内部の損傷。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
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エンジンから煙が出る

3. 水の吸い込み、クーラントの漏れ、損傷したシリンダーヘッドガスケット。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

エンジンのオーバーヒート
1. エンジンクーラントのレベルが低すぎる。

– 燃料、オイル、クーラントを参照してください。
2. ジェットポンプのウォーターインテークが詰まっている。

– 清掃してください。
3. エキゾーストシステムが詰まっています。

– エキゾーストシステムをフラッシングします。
4. フラッシングコネクターにクイックコネクトアダプターが取り付けられた

ままになっている。
– フラッシングコネクターからアダプターを外して、もう一度ウォーター

クラフトを走らせてみます。問題が解消されない場合は、 Sea-Doo 認定
ディーラーにご相談ください。

エンジンのピンギングまたはノッキング
1. Knock センサーの異常。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

エンジンの加速力やパワーが不足している
1. オイルレベルが高すぎる。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
2. 点火火花が弱い。

– エンジンのミスファイア、燃料噴射の不良、不安定な回転を参照してく
ださい。

3. コンポーネントに異常が発生したため、モニタリングシステムがウォーター
クラフトを応急帰還モードにしている。
– 特殊な手順 の モニタリングシステムを参照してください。

4. 水の吸入によるエンジンの損傷。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

5. インジェクターの詰まり。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

6. 燃圧が低い。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

7. 燃料に水が混入。
– 残っている燃料を吸い出して、新しい燃料を補給してください。

ウォータークラフトが 高速度に達しない
1. VTS は他のライディングコンディションにあわせて調整されます (装備さ

れている場合)。
– 別の設定に再調整されます。
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ウォータークラフトが 高速度に達しない

2. ジェットポンプのウォーターインテークが詰まっている。
– 清掃してください。

3. インペラーの損傷またはウエアリングの磨耗。
– 交換します。Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

4. Sea-Doo ラーニングキーTM (Learning KeyTM) または R キーが使われてお
り、ウォータークラフトが 高速度に達しないように制限している。
– 普通の DESS キーを使用してください。

5. コンポーネントに異常が発生したため、モニタリングシステムがウォーター
クラフトを応急帰還モードにしている。
– 特殊な手順 の モニタリングシステムを参照してください。

6. スーパーチャージャーまたはインタークーラーの異常 (スーパーチャー
ジャー付きモデル)。
– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

7. ウォータークラフトの速度を上げても O.P.A.S. サイドベーンが上がらない
(スライディングベーン付きのモデル)。
– フィルターの詰まり、角型シールリングの損傷、ホースからの液漏れ、

機構部分の作動不良。Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
8. エンジンがアイドリング状態になっても O.P.A.S. サイドベーンが上がらな

い
(スライディングベーン付きのモデル)。
– サイドベーンシリンダー内のスプリングの折損。Sea-Doo 認定ディー

ラーにご相談ください。

エンジンの回転が徐々に低下して止まってしまう
1. 燃料切れ。

– 燃料を補給してください。
2. CPS センサーの異常。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
3. T.O.P.S. の誤作動。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

O.P.A.S. システムの異常 (スライディングベーン付きのモデル)

1. 旋回中のウォータークラフトの挙動がいつもより敏感。
– 速度が上がっているのにサイドベーンが上がっていない。Sea-Doo 認定

ディーラーにご相談ください。
2. ウォータークラフトが一方向へ曲がりたがる。

– 速度が上がっているのに一方のサイドベーンが上がっていない。Sea-Doo
認定ディーラーにご相談ください。

3. 速度を上げてもO.P.A.S. サイドベーンが上がらない。
– フィルターの詰まり、角型シールリングの損傷、ホースからの液漏れ、

機構部分の作動不良。Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
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O.P.A.S. システムの異常 (スライディングベーン付きのモデル)

4. エンジンがアイドリング状態になってもO.P.A.S. サイドベーンが下がらな
い。
– サイドベーンシリンダー内のスプリングの折損。Sea-Doo 認定ディー

ラーにご相談ください。

推進システムからの異常な騒音
1. 水草や異物がインペラーに絡み付いています。

– 清掃して、損傷がないか点検してください。
2. インペラーシャフトまたはドライブシャフトの損傷。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。
3. ジェットポンプに水が入り、ベアリングが焼き付いた。

– Sea-Doo 認定ディーラーにご相談ください。

ビルジ内に水が入った
1. ウォータークラフトを水から上げた時、ビルジは排水されませんでした。

– ウォータークラフトを水から上げた時、ビルジから排水してください。
2. ベイラーシステムの異常。

– Sea-Doo 認定ディーラーにシステム点検を依頼してください。
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仕様
: BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うこと
なく、その製品の設計や仕様の変更、追加、または改良を行う権利を留保し
ます。

GTI モデル
船体

GTI 130 GTI SE 130 GTI SE 155

エンジン

Rotax® 4-TEC®.シングルオーバーヘッドカ
ムシャフト （SOHC）タイプ

130 hp 130 hp 155 hp

シリンダ数 3

バルブ数 12 バルブ （気筒あたり 4 バルブ） 油圧リ
フター付き （調整不要）

排気量 1494 cc (91.2 cu. in)

タイプ 自然吸気
吸気システム スロットルボ

ディ 52 mm

ボア 100 mm (3.9 in)

ストローク 63.4 mm (2-1/2 in)

圧縮比 10.6:1

冷却 クローズループシステム

電気システム

イグニッション デジタル誘導

スターター 電気

バッテリー 12 V、30 A•h、電解液タイプ

メーカーと型
式 NGK、DCPR8Eスパークプラ

グ
ギャップ 0.75 mm (0.030 in)
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GTI モデル
船体

GTI 130 GTI SE 130 GTI SE 155

推進

推進システム Sea-Doo® 直接駆動

タイプ 軸流式、単段。ラージハブと 10-ベーンスタータージェットポン
プ 材質 合成 /アルミニウム

トランスミッション 直接駆動、前進/ニュートラル/リバース

インペラー ステンレス

寸法

全長 322.5 cm (127 in)

幅 124.5 cm (49 in)

高さ 117 cm (45.9 in)

重量 (乾燥） 332 kg
(732 lb)

338.8 kg
(747 lb)

338.8 kg
(747 lb)

乗員数 ( 大許容荷重を参照) 1、2 または 3

保管能力 46.8 L (12.4 U.S. gal)

大許容荷重
（乗員＋荷物） 273 kg (600 lb)

液体類

タイプ 無鉛

小オクタン
価

北米 :(87 (RON + MON)/2)
北米以外 :詳細については

推奨燃料 を参照してください。
燃料

タンク容量 60 L (15.9 U.S. gal)

タイプ 燃料、オイル、クーラント セクション
を参照してください。エンジンオイ

ル
容量 3 L (2.7 U.S. qt) オイル交換　w/フィルター

4.5 L (4.1 U.S. qt) 総量

冷却液タイプ
エチレングリコール 50％／ 水 50％の不凍液
／ 脱塩水。アルミニウム製内燃エンジン用

の腐食防止剤入りクーラント。冷却システム

容量 5.5 L (5 U.S. qt) 総量
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GTX モデル
船体

GTX 155 GTX 215 GTX LTD 215

エンジン

Rotax® 4-TEC®.シングルオーバーヘッドカ
ムシャフト （SOHC）タイプ

155 hp 215 hp 215 hp

シリンダ数 3

バルブ数 12 バルブ （気筒あたり 4 バルブ） 油圧リ
フター付き （調整不要）

排気量 1494 cc (91.2 cu. in)

タイプ 自然吸気 インタークーラースーパー
チャージャー付き

吸気システム
スロットルボ
ディ 52 mm

ボア 100 mm (3.9 in)

ストローク 63.4 mm (2-1/2 in)

圧縮比 10.6:1 8.4:1 8.4:1

冷却 クローズループシステム

電気システム

イグニッション デジタル誘導

スターター 電気

バッテリー 12 V、30 A•h、電解液タイプ

メーカーと型
式 NGK、DCPR8Eスパークプラ

グ
ギャップ 0.75 mm (0.030 in)

推進

推進システム Sea-Doo® 直接駆動

タイプ 軸流式、単段。ラージハブと 10-ベーンスターター
ジェットポン
プ 材質 合成 /

アルミニウム アルミニウム アルミニウム

トランスミッション 直接駆動、前進/ニュートラル/リバース

インペラー ステンレス
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GTX モデル
船体

GTX 155 GTX 215 GTX LTD 215

寸法

全長 331 cm (130.3 in)

幅 122 cm (48 in)

高さ 120 cm (47.2 in)

重量 (乾燥） 361 kg (795 lb) 366 kg (805 lb) 366 kg (805 lb)

乗員数 ( 大許容荷重を参照) 1、2 または 3

保管能力 129.8 L (34.3 U.S. gal)

大許容荷重
（乗員＋荷物） 273 kg (600 lb)

液体類

タイプ 無鉛

北米内

(87 (RON +
MON)/2)

(91 (RON +
MON)/2)

(91 (RON +
MON)/2)

北米以外

小オクタン
価

92 RON 95 RON 95 RON

燃料

タンク容量 60 L (15.9 U.S. gal)

タイプ 燃料、オイル、クーラント セクション
を参照してください。エンジンオイ

ル
容量 3 L (2.7 U.S. qt) オイル交換　w/フィルター

4.5 L (4.1 U.S. qt) 総量

冷却液タイプ
エチレングリコール 50％／ 水 50％の不凍液
／ 脱塩水。アルミニウム製内燃エンジン用

の腐食防止剤入りクーラント。冷却システム

容量 5.5 L (5 U.S. qt) 総量
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RXP モデル
船体

RXP 155 RXP 215 RXP-X 255

エンジン

Rotax® 4-TEC®.シングルオーバーヘッド
カムシャフト （SOHC）タイプ

155 hp 215 hp 255 hp

シリンダ数 3

バルブ数 12 バルブ （気筒あたり 4 バルブ） 油圧
リフター付き （調整不要）

排気量 1494 cc (91.2 cu. in)

タイプ 自然吸気
インタークー
ラースーパー
チャージャー

付き

スーパーチャー
ジャー付き外部イ
ンタークーラー吸気システム

スロットルボディ 52 mm

ボア 100 mm (3.9 in)

ストローク 63.4 mm (2-1/2 in)

圧縮比 10.6:1 8.4:1 8.4:1

冷却 クローズループシステム

電気システム

イグニッション デジタル誘導

スターター 電気

バッテリー 12 V、30 A•h、電解液タイプ

メーカーと型式 NGK、DCPR8E
スパークプラグ

ギャップ 0.75 mm (0.030 in)
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RXP モデル
船体

RXP 155 RXP 215 RXP-X 255

推進

推進システム Sea-Doo® 直接駆動

タイプ 軸流式、単段。ラージハブと 10-ベー
ンスターター

ジェットポンプ
材質 合成 /

アルミニウム アルミニウム アルミニウム

タイプ 直接駆動、前進/ニュートラル/リバーストランスミッ
ション VTS — 電気 電気

インペラー ステンレス

寸法

全長 307 cm (121 in)

幅 122 cm (48 in)

高さ 118 cm
(46.6 in)

118 cm
(46.6 in)

116 cm
(45.8 in)

重量 (乾燥） 340 kg
(750 lb)

359 kg
(792 lb)

361 kg
(795 lb)

乗員数 ( 大許容荷重を参照) 1 または 2

保管能力 40.3 L (10.7 U.S. gal)

大許容荷重
（乗員＋荷物） 181 kg (399 lb)
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RXP モデル
船体

RXP 155 RXP 215 RXP-X 255

液体類

タイプ 無鉛

北米内

(87 (RON +
MON)/2)

(91 (RON +
MON)/2)

(91 (RON +
MON)/2)

北米以外
小オクタン価

92 RON 95 RON 95 RON

燃料

タンク容量 60 L (15.9 U.S. gal)

タイプ 燃料、オイル、クーラント セクション
を参照してください。

エンジンオイル
容量 3 L (2.7 U.S. qt) オイル交換　w/フィルター

4.5 L (4.1 U.S. qt) 総量

冷却液タイプ
エチレングリコール 50％／ 水 50％の不凍
液 ／ 脱塩水。アルミニウム製内燃エンジン

用の腐食防止剤入りクーラント。冷却システム

容量 5.5 L (5 U.S. qt) 総量
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RXT モデル
船体

RXT 215 RXT-X 255

エンジン

Rotax® 4-TEC®.シングルオーバーヘッド
カムシャフト （SOHC）タイプ

215 hp 255 hp

シリンダ数 3

バルブ数 12 バルブ （気筒あたり 4 バルブ） 油圧
リフター付き （調整不要）

排気量 1494 cc (91.2 cu. in)

タイプ インタークーラースー
パーチャージャー付き

スーパーチャージャー
付き外部インター

クーラー吸気システム
スロットルボ
ディ 52 mm

ボア 100 mm (3.9 in)

ストローク 63.4 mm (2-1/2 in)

圧縮比 8.4:1

冷却 クローズループシステム

電気システム

イグニッション デジタル誘導

スターター 電気

バッテリー 12 V、30 A•h、電解液タイプ

メーカーと型
式 NGK、DCPR8E

スパークプラグ
ギャップ 0.75 mm (0.030 in)
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RXT モデル
船体

RXT 215 RXT-X 255

推進

推進システム Sea-Doo® 直接駆動

タイプ 軸流式、単段。ラージハブと 10-
ベーンスタータージェットポンプ

材質 アルミニウム

タイプ 直接駆動、前進/ニュートラル/リバース
トランスミッション

VTS — 電気

インペラー ステンレス

寸法

全長 331 cm (130 in)

幅 122 cm (48 in)

高さ 120 cm (47.2 in) 118 cm (46.5 in)

重量 (乾燥） 370 kg (815 lb) 372 kg (818 lb)

乗員数 ( 大許容荷重を参照) 1、2 または 3

保管能力 129.8 L (34.3 U.S. gal) 123 L (32.5 U.S. gal)

大許容荷重
（乗員＋荷物） 273 kg (600 lb)
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RXT モデル
船体

RXT 215 RXT-X 255

液体類

タイプ 無鉛

北米内

(91 (RON + MON)/2)

北米以外
小オクタン

価

95 RON

燃料

タンク容量 60 L (15.9 U.S. gal)

タイプ 燃料、オイル、クーラント セクショ
ンを参照してください。

エンジンオイル
容量 3 L (2.7 U.S. qt) オイル交換　w/フィルター

4.5 L (4.1 U.S. qt) 総量

冷却液タイプ
エチレングリコール 50％／ 水 50％の不凍
液 ／ 脱塩水。アルミニウム製内燃エンジ

ン用の腐食防止剤入りクーラント。冷却システム

容量 5.5 L (5 U.S. qt) 総量
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WAKE
船体

WAKE 155 WAKE 215

エンジン

Rotax® 4-TEC®.シングルオーバーヘッ
ドカムシャフト （SOHC）タイプ
155 hp 215 hp

シリンダ数 3

バルブ数 12 バルブ （気筒あたり 4 バルブ） 油
圧リフター付き （調整不要）

排気量 1494 cc (91.2 cu. in)

タイプ 自然吸気
インタークーラー
スーパーチャー
ジャー付き吸気システム

スロットルボ
ディ 52 mm

ボア 100 mm (3.9 in)

ストローク 63.4 mm (2-1/2 in)

圧縮比 10.6:1 8.4:1

冷却 クローズループシステム

電気システム

イグニッション デジタル誘導

スターター 電気

バッテリー 12 V、30 A•h、電解液タイプ

メーカーと型
式 NGK、DCPR8E

スパークプラグ
ギャップ 0.75 mm (0.030 in)
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WAKE
船体

WAKE 155 WAKE 215

推進

推進システム Sea-Doo® 直接駆動

タイプ 軸流式、単段。ラージハブと 10-
ベーンスターター

ジェットポンプ
材質 合成 /

アルミニウム アルミニウム

タイプ 直接駆動、前進/ニュートラル/リバース
トランスミッション

VTS 電気

インペラー ステンレス

寸法

全長 331 cm (130.3 in)

幅 122 cm (48 in)

高さ 120 cm (47.2 in)

重量 (乾燥） 382 kg (840 lb) 388 kg (853 lb)

乗員数 ( 大許容荷重を参照) 1、2 または 3

保管能力 129.8 L (34.3 U.S. gal)

大許容荷重
（乗員＋荷物） 273 kg (600 lb)
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WAKE
船体

WAKE 155 WAKE 215

液体類

タイプ 無鉛

北米内

(87 (RON + MON)/2) (91 (RON + MON)/2)

北米以外
小オクタン

価

92 RON 95 RON

燃料

タンク容量 60 L (15.9 U.S. gal)

タイプ 燃料、オイル、クーラント セクショ
ンを参照してください。

エンジンオイル
容量 3 L (2.7 U.S. qt) オイル交換　w/フィルター

4.5 L (4.1 U.S. qt) 総量

冷却液タイプ
エチレングリコール 50％／ 水 50％の不凍
液 ／ 脱塩水。アルミニウム製内燃エンジ

ン用の腐食防止剤入りクーラント。冷却システム

容量 5.5 L (5 U.S. qt) 総量
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メンテナンス
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排出ガス制御装置およびシステムのメ
ンテナンス、交換、または修理は、船
舶用 SI （スパークイグニッション）
エンジンの修理工場または個人なら
誰でも実施できます。

エンジンの排出ガスに
関する情報
製造者の義務
1999 年型以降のエンジンについて、
船舶用エンジンの PWC製造者は各エ
ンジンの出力分類に応じて有害排出
物レベルを測定し、アメ リカ合衆国
環境保護局（EPA） によるエンジン
の認証を受けなければならなくなり
ました。これに伴ない、有害排出物
のレベルとエンジンの仕様を表示し
た排出ガス制御情報ラベルを、製造
の時点で船に貼付しなければなりま
せん。

ディーラーの義務
排出ガス制御情報ラベルを貼付され
た 1999年型以降のすべての Sea-Doo
ウォータークラフトの整備を行う場
合、各部の調整はメーカー指定の公
表された仕様値以内でなければなり
ません。
排出ガス関連コンポーネントの交換
または修理は、有害排出物レベルを
所定の認証基準以内に維持できるよ
うな方法で行われなければなりませ
ん。
ディーラーでは、エンジンの出力を
変更したり、有害排出物のレベルが
定められたメー カーの仕様値を超え
るようなエンジンの改造を行っては
いけません。
高度調整などのように、メーカーの
指示による変更は例外とします。

所有者の義務
所有者／オペレーターには、有害排
出物レベルを所定の認証基準以内に
維持するためのエンジンのメンテナ
ンス実施が要求されます。

所有者／オペレーターは、エンジン
の出力を変更したり、有害排出物の
レベルが定められたメーカーの仕様
値を超えるようなエンジンの改造を
自ら行ったり、誰かに行わせたりし
てはいけません。

EPA 排出ガス規制
BRP が製造した 1999 年型以降のす
べての新しい Sea-Doo ウォーターク
ラフトは、ウォータークラフト用エ
ンジンによる大気汚染防止のための
規則の要求事項に適合し た製品とし
て、EPA の認証を受けています。こ
の認証は特定の調整個所をメーカー
基準値に合わせることが条件となっ
ています。このため、製品の整備に
関するメーカーの指定手順は厳密に
守られなければならず、現実的に可
能な限り、設計の当初の意図に忠実
な形で行われなければなりません。
以上に挙げたそれぞれの義務は概説的
なものでしかなく、船舶用エンジン
の有害排出物に関する EPA の要求事
項に関連した規則と規制の完全な一
覧ではありません。この件について
より詳しい情報をお求めの場合は、
下記にお問い合わせください：
すべての国際郵便を利用の場合:
U.S. Environmental Protection Agency
Office of Transportation and Air Quality
1310 L Street NW
Washington, DC 20005
合衆国郵便サービスをご利用の場合:
1200 Pennsylvania Ave. NW
Mail code 6403J
Washington, DC 20460
EPA のインターネットウエブサイト:
http://www.epa.gov/otaq
EPA の E-MAIL:
otaqpublicweb@epa.gov
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一般的事項
この安全のセクションで詳しく解説
された整備手順のみを実施してくだ
さい。詳細については、Sea-Doo 認
定ディーラーにお尋ねください。多
くの場合、そうした整備や修理の作
業を行うには、適切な工具と訓練が
要求されます。
ウォータークラフトと各装置は常に
高の状態に維持してください。指

定されたメンテナンス・スケジュー
ルを守ってください。ウォーターク
ラフトの 「12 ヶ月安全点検」 をお
受けになることをお勧めします。
スパークプラグを取り外したときは、
必ずスパークプラグケーブルの接地
デバイスを使用してください。
ビルジにはオイル、水またはその他
の異物がないようにしてください。
専用の装置を使用せず、訓練も受け
ずにウォータークラフトを吊り上げ
ようとしないでください。
このガイドで取り扱っているエンジン
とその関連コンポーネントを、当初
の設計で意図されている製品以外に
転用しないでください。メンテナン
スの手順と指定された締め付けトル
ク値は厳密に守ってください。適切
な工具がないときには修理を試みな
いでください。このウォータークラ
フトは、メートル法によって作られ
た部品と英国式規格の部品の両方を
用いて設計されています。ねじなど
の締め付け具を交換するときは、必
ず BRP 推奨品を使用してください。
さらに詳しい整備情報が必要な場合
は、Sea-Doo 認定ディーラーにお問
い合わせください。

ツールボックス
工具キットには、ウォータークラフト
の基本的なメンテナンスを実施する
のに必要な工具が含まれています。

RXP モデル
消火器用のホルダー内のフロントス
トレージコンパートメント内にあり
ます。フロントストレージコンパー
トメントを参照してください。

GTI モデル
フロントストレージコンパートメン
ト内にあります。

GTX、WAKE、RXT モデル
リアシート下に設置されています。
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メンテナンスチャート

定期点検
どんな機械製品にも定期的なメンテナンスが必要です。定期点検は製品の寿
命を伸ばします。
次のメンテナンスチャートは、あなたや Sea-Doo 認定ディーラーによって行
われるべきウォータークラフトの定期点検整備スケジュールの指針となるも
のです。このスケジュールは、使用条件や用途に応じて調整する必要があり
ます。
重要: レンタル用のウォータークラフトや実使用時間が長い場合は、より頻
繁な点検とメンテナンスが必要になります。
メンテナンスは非常に重要です。安全な整備方法や調整手順に精通していな
いなら、Sea-Doo 認定ディーラーにお尋ねください。
:一部の項目は使用前の点検に含まれており、このチャートでは重複を避けて
いるものもあります。
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定期点検チャート

初の 10 時間

25 時間または 3 ヶ月ごと

50 時間または 6 ヶ月ごと

100 時間または 1 年ごと

200 時間または 2 年ごと

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

実施者

部品 /タスク 注

全般

潤滑／腐食防止 L オペレーター —

エンジン

エンジンオイルとフィルタ R R (7) ディーラー

ラバーマウント I I ディーラー

エキゾーストシステム (8) I I、
C (3)

ディーラー/
オペレータ

スーパーチャージャークラッチ (7) ディーラー

—

冷却システム

ホースの状態と締め付け具 I ディーラー

冷却液 I R ディーラー
—

燃料システム

スロットルケーブル I I (6) ディーラー

燃料キャップ、フィラーネッ
ク、燃料タンク、燃料タンクス
トラップ、燃料ライン、接続

I I ディーラー

燃料システム漏れテスト I I ディーラー

スロットルボディ (重要: (1)）を
参照 I L ディーラー/

オペレータ

燃料タンクストラップ I I ディーラー

—

エアインテークシステム

エアインテークサイレンサー I I ディーラー —
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定期点検チャート

初の 10 時間

25 時間または 3 ヶ月ごと

50 時間または 6 ヶ月ごと

100 時間または 1 年ごと

200 時間または 2 年ごと

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

実施者

部品 /タスク 注

電気システム

スパークプラグ I I R ディーラー

電気系コネクター類の状態と
締め付け（イグニッションシス
テム、始動システム、燃料イン
ジェクターなど）

I I ディーラー

DESS キー/ポスト I I ディーラー

モニターブザー I I ディーラー

バッテリーの状態と締め付け具 I I ディーラー

—

エンジンマネージメントシステ
ム

EMS センサー I I ディーラー

EMS 故障コード I I ディーラー
—

ステアリングシステム

ステアリングケーブルと接続 I I ディーラー

ステアリングノズルブッシング I I ディーラー

オフパワーアシステッドステア
リング (O.P.A.S.) I I ディーラー

オフパワーアシステッド
ステアリングフィルター
(適用される場合)

I (5) オペレーター

—
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定期点検チャート

初の 10 時間

25 時間または 3 ヶ月ごと

50 時間または 6 ヶ月ごと

100 時間または 1 年ごと

200 時間または 2 年ごと

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

実施者

部品 /タスク 注

推進システム

ドライブシャフト腐食防止 (4) L (6) ディーラー

カーボンリングとラバーブース
(ドライブシャフト) I I ディーラー

インペラーブート I I ディーラー

インペラーシャフトシール、ス
リーブ、Ｏリング I (6) ディーラー

ドライブシャフト/インペラー
スプライン I, L ディーラー

犠牲陽極 (装備されている場合) (2) ディーラー

リバースシステム/ケーブルと
接続 I I ディーラー

VTS （可変トリムシステム）、
（装備されている場合） I I ディーラー

インペラーの状態とインペラー
ウエアリングのクリアランス I I ディーラー

—

船体とボディ

船体（ハル） I I オペレーター

スキー／ウエイクボードポスト
の状態と締め付け具 I オペレーター

ライドプレートとウォーターイ
ンテークグレートの点検 I I オペレーター

—
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(1) 重要:塩水で使用の場合、10 時間使用ごとに、スロットルボディ 潤滑を強く推奨
いたします。潤滑しないならスロットルボディに損傷が起きます。

(2) 毎月点検 (塩水ではより頻繁) および必要に応じて交換。

(3) 塩水または汚れた水で使用する場合は毎日フラッシング。

(4) 塩水で使用される場合。

(5) 海藻の多い水域でライディングする場合は 25 時間ごと。

(6) 保管期間または 100 時間使用後のどちらか先に訪れた時期に交換。

(7) スーパーチャージャーには定期点検が必要であり、エンジン管理システムの判
断によって航行 100 時間ごと、またはライディングスタイル (速度、エンジン
RPM'、水面状態)に応じて早期に “MAINTENANCE SUPERCHARGER”がインフォ
メーションセンターに表示されます。スーパーチャージャーは、メッセージ表示
から 5 時間以内に Sea-Doo 認定ディーラーによる整備を必要とします。

(8) スーパーチャージャー付きモデルのインタークーラーを含みます。
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メンテナンス

�
このガイドで詳しく解説された手
順のみを実施してください。この
ガイドで触れられていないコンポー
ネント／システムについては、定
期的にSea-Doo 認定ディーラーに
整備を依頼されることをお勧めしま
す。指定のある場合を除いて、すべ
てのメンテナンス手順はエンジンを
停止し、DESS キーをポストから外
してから行わなければなりません。
ジェットポンプまわりのコンポーネ
ントやサイドベーンを、ウォーター
クラフトの吊り上げに利用しないで
ください。エンジンコンパートメ
ント内の部品の一部は、きわめて高
温になる場合があります。直接皮膚
に触れると火傷の原因になります。
ウォータークラフトを水から上げた
状態でエンジンを回すと、ライドプ
レートの熱交換器がたいへん熱くな
ります。火傷のおそれがありますの
で、ライドプレートには触れないよ
うにしてください。

潤滑
腐食防止のための保護

スロットルケーブル
XP-S ルーブ潤滑剤または同等品を用
いて、スロットルケーブルを潤滑し
てください。

スロットルボディ
XP-S ルーブ潤滑剤または同等品を用
いて、スロットルボディを潤滑して
ください。
そのためにエンジンコンパートメン
トのフィッティングを使用します。
エンジンを回さないで、正しく潤滑
するために、少なくとも 3 から 5 秒
間潤滑剤をスプレーしてください。

smo2008-001-051_a

代表的な例 — GTI モデル
1. フィッティング

smo2008-001-052_a

代表的な例 — GTI 以外の全モデル
1. フィッティング

電気系統の接続部
必要に応じて、バッテリーポストや露
出しているすべての配線コネクター
に、誘電性グリースのような腐食防
止剤を塗布してください。

補助的な潤滑
XP-S ルーブ潤滑剤または同等品は、
金属製部品の腐食防止と可動機構部
の正常な作動の維持に役立ちます。

�
DESS ポストは潤滑しないでくださ
い。
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スキー／ウエイクボードポスト
（装備されている場合）
スキー/ウエイクボードポストは全長
にわたって潤滑します。何度か引き
出しては押し込んで、潤滑剤をよく
行き渡らせてください。

リバースゲート
ピボット点と機構部を潤滑してくだ
さい。

スロットルケーブルの点検
スロットルケーブル
スロットルレバーまたはフィンガー
スロットルを押して、放してくださ
い。レバーはスムーズに動き、引っ
かからずに元の位置に戻らなければ
なりません。押していない状態では、
多少の遊びがなければなりません。
必要があれば、Sea-Doo 認定ディー
ラーにご相談ください。
: スロットルボディの干渉防止スク
リューでアイドリング回転数を調整
しようとしないでください。このス
クリューの設定を変更すると、アイ
ドリングの安定性が損なわれます。
ディーラーでもメーカーでもアイド
リングを修正するための調整はでき
ません。その場合、修理をするには
お客様の費用負担でスロットルボディ
を交換する必要があります。また、
そうした変更によりエンジンの有害
排出物レベルが変わる可能性があり、
EPA/ CARBの要求事項に適合しなく
なることもあります。

�
スロットルケーブルの調整や取りま
わしを変更しないでください。

�
スロットルレバーまたはフィンガー
スロットルが自然に戻らないとき
は、ウォータークラフトを使用せ
ず、Sea-Doo 認定ディーラーにご
相談ください。

smo2008-001-009_b

X パッケージ
1. 自由に動くこと
2. ここにわずかな遊びがあること

smo2008-001-008_b

他
1. 自由に動くこと
2. ここにわずかな遊びがあること

エンジンのオイル交換とオ
イルフィルターの交換
オ イ ル と フ ィ ル タ ー の 交 換
は、Sea-Doo 認定ディーラーに依
頼してください。

バルブの調整
このエンジンではバルブ調整を実施
する必要はありません。

冷却液の交換
クーラントの交換は Sea-Doo 認定
ディーラーに依頼してください。
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燃料噴射システム
燃料噴射システムの点検は Sea-Doo
認定ディーラーに依頼してください。
同時に燃料システムの加圧テストも
実施してもらってください。

ステアリングアライメント
ハンドルバーが直進の位置にあると
き、ジェットポンプノズルも同じ方
向を向いて、ウォータークラフトが
まっすぐ進むようになっていなけれ
ばなりません。サイドベーンの後端
は、ハンドルバーが直進状態のとき、
船体に対して 20° 外側を向いている
はずです。

��	����

� �

代表的な例
1. ハンドルバーが直進状態のときにおよそ

20°

調整が必要な場合、Sea-Doo 認定
ディーラーに依頼してください。

�
ハンドルバーとジェットポンプノズ
ルが端から端まで自由に動き、ステ
アリングケー ブルやブラケットに
無理な力が加わっていないことを確
認してください。誰かがウォーター
クラフトの後部付近にいるときは、
絶対にハンドルバーを回さないでく
ださい。ステアリング系の可動部品
（ノズル、サイドベーン、リンクな
ど）に近づかないでください。

VTS の調整
(装備されている場合)
VTS が止まるまで、VTS ボタン (上
向きまたは下向き） を押してくださ
い。
ノズルはベンチュリと干渉すること
なく、コースの 大限 (上または下）
に到達しなければなりません。



� 


smo2006-002-023_a

代表的な例
1. VTS ボタンの上向き矢印を押す
2. 干渉しないこと
3. ノズルが上を向く




�
smo2006-002-024_a

代表的な例
1. VTS ボタンの下向き矢印を押す
2. 干渉しないこと
3. ノズルが下を向く

VTS の 再 調 整 が 必 要 な 場 合
は、Sea-Doo 認定ディーラーにご
相談ください。
: トリムリングおよび／またはノズル
がどの位置にあっても、他の部分と
干渉しないはずです。

ヒューズ
ヒューズ取り外し /点検
電気系に問題が生じたときはヒューズ
を点検してください。ヒューズが溶
けている場合は、同じ定格値のヒュー
ズと交換します。
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ヒューズの取り外しがしやすいよう、
ヒューズボックス内にあるヒューズ
リムーバー/インストーラーを使用し
ます。

�������

�






1. ヒューズ
2. 溶けていないか確認
3. 定格アンペア値

�
本来のヒューズより定格値の高い
ものを使わないでください。重大な
損傷の原因になることがあります。
ヒューズが溶けた場合 は、再始動
をする前に問題の原因を特定して、
修理を行ってください。Sea-Doo認
定ディーラーに整備を依頼してくだ
さい。

説明 /場所

smo2008-001-071_a

代表的な例
1. ヒューズボックス
2. メインリレーヒューズボックス

ヒューズボックスカバーを取り外す
には、両方のロッキングタブを同時
につまみ、そのままヒューズボック
スカバーを引いて開きます。
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ヒューズ 説明 場所
3 A インフォメーションセンターゲージ
3 A ブザー
3 A 深度計 (装備されている場合)

3 A 燃料レベル
7.5 A VTS (装備されている場合)

10 A 燃料ポンプ

10 A 1 番シリンダー （イグニッション
コイルと燃料噴射）

10 A 2 番シリンダー （イグニッション
コイルと燃料噴射）

10 A 3 番シリンダー （イグニッション
コイルと燃料噴射）

3 A T.O.P.S. センサー
15 A 診断機能コネクター
500 燃料レベル
10 A 電気スターター
3 A キャップ

ヒューズボックス (エンジン
コンパートメント )

30 A

30 A
メイン メインリレーヒューズボックス

(エンジンコ ンパートメント)

O.P.A.S. システム
(装備されている場合)
O.P.A.S. システムの作動と状態の点
検は、Sea-Doo 認定ディーラーに依
頼してください。

ドライブシャフト腐食防止
塩水状況でドライブシャフトを腐食か
らさらに保護するため、ウォーター
クラフトをSea-Doo 認定ディーラー
に持ち込んで、適切な潤滑を依頼し
てください。

スキー／ウエイクボードポスト
（装備されている場合）
スキー／ウエイクボードポストの機
能を点検します。スムーズに上下に
スライドすることを確認してくださ
い。ロック機構の作動と、締め付け
具の締め付けを点検します。何か問
題がある場合は、スキー／ウエイク
ボードポストを使用せず、Sea-Doo
認定ディーラーに修理を依頼してく
ださい。
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全体の点検と清掃
点検
エンジンコンパートメント内に損傷
や、燃料、 クーラント、オイルの漏
れがないか点検してください。すべ
てのホースクランプがしっかり固定
されているか、ホースにひび割れ、
よじれ、あるいはその他の損傷がな
いかを確認 してください。

�
ガソリン漏れがあったりその臭気
が感じられる場合は、エンジンを始
動しないでください。Sea-Doo 認
定ディーラーで整備を受けてくださ
い。

マフラー、バッテリー、燃料タンク、
オイルリザーバーの各固定機構を点
検します。電気配線の接続部に腐食
がないか、そしてしっか り接続され
ているかを目視点検してください。
船体とジェットポンプのウォーター
インテークグレートに損傷がないか
点検します。損傷が認められるパー
ツは、修理してください。

�
シートのロックピンの締まり具合を
定期的に確認して、必要があれば調
整してください。シートのラッチが
正しくかかることを確かめてくださ
い。

清掃
ビルジの清掃は Sea-Doo 認定ディー
ラーに依頼して、燃料／オイル／電
解液の堆積物やカビを取り除いても
らってください。
時々ボディを石鹸水（強い洗剤は使
用しないでください） で洗ってくだ
さい。エンジンおよび／または船体
に付着した海洋微生物を取り除いて
ください。シリコンワックスなど、
研磨剤の入っていないワックスを塗
布します。

: ファイバーグラス製やプラスチック
製の部品の清掃には、強い洗剤、脱
脂剤、塗装用シンナー、アセトンな
どを使用しないでください。
シートやファイバーグラス部分の汚れ
は、Korkay Systems Ltdの「Knight's
Spray-Nine」 またはその同等品で取
り除けるかもしれません。
カーペットをクリーニングするには、
3M™ シトラスベースのクリーナー
(24 oz スプレー缶） または同等品を
使用してください。
環境を守るため、燃料、オイル、洗
浄用溶剤などを水路に流さないでく
ださい。
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トレーラーでの運搬、保管、シーズン前の準備

トレーラーでの運搬
: O.P.A.S. サイドベーンの損傷を防
ぐため、トレーラーのレールの間隔
は、レールそ のものの幅も含めて
71 cm (28 in)を超えないようにして
ください。また、ウォータークラフ
トのバウ（船首）の固定ポイントか
ら両方のレールの後端までの距離が
2.59 m (102 in) を超えないようにし
てください。下の図を参照してくだ
さい。

����
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�

�
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O.P.A.S. を保護するトレーラーレイアウト
1. ウォータークラフト前部 （バウ） 固定

ポイント
2. レール
A. 71 cm (28 in)
B. 2.59 m (102 in)

燃料タンクキャップがしっかりと取
り付けられていることを確認してく
ださい。

�
このウォータークラフトを直立させ
て運搬するのはやめてください。通
常の使用時の姿勢で運搬することを
お勧めします。

その地域のトレーラーの牽引につい
ての法律と規則、特に次のような点
に関する規則を確認してください：
– ブレーキシステム
– 牽引車両の重量
– バックミラー。
ウォータークラフトを牽引トレーラー
で運搬する場合は、次のような点に
注意してください :
ウォータークラフトを前後 （バウ／
スターン） のアイレットを使って拘
束し、トレーラーにしっかり固定し
てください。必要があれば、さらに
追加のタイダウンベルトを使用して
ください。
: シートまたはグラブハンドルの上に
ロープやタイダウンベルトをかけな
いでください。これらの部分が損傷
するおそれがあります。ロープやタ
イダウンベルトがウォータークラフ
トのボディに触れる可能性のある場
所では、プロテクターとしてウエス
などでロープまたはベルトを包んで
ください。
すべてのストレージコンパートメン
トカバーとシートのラッチが正しく
かかっていることを確認します。

�
トレーラーによる運搬の際には、
シートのラッチがしっかりかかって
いることを確認してください。

WAKE モデル

�
ウエイクボードをラックに取り付
けたまま、ウォータークラフトをト
レーラーで運搬しないでください。
ウエイクボードのフィンが近くにい
る人に当たってケガをさせたり、ウ
エイクボードが外れて路上に落ちる
可能性があります。
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�
また、バンジーコードには張力が働
いているため、外れたときに鞭のよ
うに勢いよく戻って、近くにいる人
に当たるおそれがあります。十分に
注意して取り扱ってください。

:ウォータークラフト2槽をトレーラー
で運搬する時、内部ウエイクボード
ラックを取り外さなければならない
こともあります。

�
バラストタンクに水が残っている
ウォータークラフトを牽引しないで
ください。
バラストの重量がトレーラー、車
軸、タイヤ上の負荷を高め、早過
ぎる磨耗や故障の原因となるおそ
れがあります。これにより、トレー
ラーの重心位置が上がり、路上での
ボートの安定性の低下を招きます。
トレーラーで牽引する前に、いつで
もバラストバッグを空にしてくださ
い。

すべてのモデル
Sea-Dooカバーを取り付けるとウォー
タークラフトを保護することができ
ます。特に未舗装路を牽引する場合
は、エアインテークからの埃の侵入
を防ぎます。
トレーラー牽引の安全に関する注意
事項を守ってください。

進水／積み込み
: ウォータークラフトを水に浮べる
前に、ビルジのドレンプラグが完全
に締まっていることを確認してくだ
さい。ウォータークラフトをトレー
ラーに積み込んだ後は、ドレンプラ
グを外してビルジ内の水を排出して
ください。

保管

�
燃料とオイルは可燃性です。定期点
検 チャートでも指定されているよ
うに、燃料 システムの機能の点検
はSea-Doo認定ディーラーにご依頼
ください。

長期保管の前には、Sea-Doo 認定
ディー ラーでウォータークラフトの
整備を受けることをお勧めしていま
すが、次のような作業はあなた自身
が 小限の工具で実施できます。
: 保管中はエンジンをかけないでくだ
さい。

ボディの洗浄／修理
ボディを石鹸水（強い洗剤は使用し
ないでください） で洗います。洗っ
た後は真水でよくすすいでください。
船体に付着した海洋微生物を取り除
いてください。
: ファイバーグラス製やプラスチック
製の部品の清掃には、強い洗剤、脱
脂剤、塗装用シンナー、アセトンな
どを使用しないでください。
ゲルコート部分の修理について
は、Sea-Doo 認定ディーラーにご相
談ください。傷んだラベルやデカー
ルは交換してください。

燃料システム
Sea-Doo ガソリン安定化剤 （または
同等品） を燃料タンクに注入する
と、ガソリンの劣化と燃料システム
のゴム質の堆積を防止できます。正
しい使い方については、安定化剤の
製造者の使用上の注意に従ってくだ
さい。
: 燃料システムをニス状の堆積物から
保護するため、ガソリン安定化剤は
エンジンの潤滑を行う前に添加して
ください。
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�
給油を行う前に必ずエンジンを止
めてください。ガソリンは可燃性で
あり、特定の条件下では爆発性があ
ります。つねに換気のよい場所で作
業を行ってください。近くで喫煙し
たり、裸火や電気スパークを近づけ
たりしてはいけません。燃料タンク
に圧力がかかっている場合がありま
すので、キャップを開けるときには
ゆっくりと回してください。裸火を
明かりにして燃料レベルを確かめる
のは絶対にやめてください。給油中
はウォータークラフトを水平に保っ
てください。燃料を入れすぎないよ
うにし、給油口ぎりぎりまでガソリ
ンを入れた状態で、ウォータークラ
フトを日の当たる場所に長時間置か
ないようにしてください。温度の上
昇と共にガソリンが膨張して、オー
バーフローすることがあります。給
油時にこぼれた燃料は必ず拭き取っ
てください。定期的に燃料系を点検
しましょう。ウォータークラフトを
使用しないときは、必ず燃料タンク
バルブ（装備されている場合）をオ
フのポジションにしてください。

エンジンのオイル交換とオイ
ルフィルターの交換
オ イ ル と フ ィ ル タ ー の 交 換
は、Sea-Doo 認定ディーラーに依
頼してください。

エキゾーストシステムのフラッシング
:スーパーチャージャー付きモデルの
インタークーラーを含みます。
フラッシング（使用後のお手入れ）
に記載の手順を実行してください。

エンジン内部の潤滑
エンジンカバーを引き上げて、取り
外します。
イグニッションコイルのコネクター
を外してください。

�
イグニッションコイルとスパークプ
ラグの接続を外すときは、必ずメイ
ンハーネスとイグニッションコイル
の接続を先に外してください。エン
ジンコンパートメント内では、外し
たイグニッションコイルおよび／ま
たはスパークプラグから火花が飛ぶ
かどうかを確かめないでください。
気化した燃料がスパークで爆発する
おそれがあります。

重要: イグニッションコイルコネク
ターのロッキングタイを切断しない
でください。どのケーブルをどのシ
リンダーに接続するかわからなくなっ
てしまいます。
イグニッションコイルを取り外して
ください。
: スパークプラグを取り外す前に、ス
パークプラグホールにゴミなどがな
いことを確かめてください。スパー
クプラグホールからシリンダーにゴ
ミなどが落ちると、エンジン内部の
部品が損傷します。
スパークプラグを取り外してくださ
い。
: スパークプラグを緩めた後、イグ
ニッションコイルを使ってスパーク
プラグを取り出すことができます。
イグニッションコイルをプラグホー
ルに差し込み、スパークプラグを“釣
り上げる”ように取り出してくださ
い。

smr2006-016-030_a

1. イグニッションコイル
2. スパークプラグ
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スパークプラグホール内に XP-Sルー
ブ潤滑剤または同等品をスプレーし
てください。
エンジンをクランキングするときに
燃料が噴射されるのを防ぎ、点火を
カットするために、次の手順を行っ
てください。
エンジンが止まっている状態でスロッ
トルレバーをいっぱいまで押し、ク
ランキングをしている間、スロット
ルを開いたままで保持します。
クランキングによってエンジンを数
回回転させ、シリンダーウォールに
オイルを行き渡らせてください。
スパークプラグのねじ山に焼き付き
防止潤滑剤を塗布し、スパークプラ
グを元通りに取り付けます。
:イグニッションコイルを取り付ける
前に、スパークプラグホールに触れ
るシール部分周辺にモリコート 111
グリース 413 707 000) を少量塗布し
ます。取り付けた後、シールがエン
ジン上面に正しく納まっていること
を確認してください。
イグニッションコイルを元通りに取
り付けます。イグニッションコイル
コネクターを元通りに接続してくだ
さい。
エンジンカバーを取り付け、スナッ
プ音が聞こえるまで押し下げてくだ
さい。
エンジンまわりに水気が残っていれ
ば、きれいに拭き取ってください。
散水用ホースを取り外します。
: XP-S ルーブ潤滑剤でエンジンバル
ブのフォギングを行うことをお勧め
します。Sea-Doo 認定ディーラーに
ご相談ください。

インタークーラーとエキゾー
ストマニホールド
エキゾーストシステムはセルフドレ
イン式ですが、インタークーラー (
スーパーチャージャー付きモデル)と
エキゾーストマニホールドには損傷
を避けるため排水が必要です。

ジェットポンプサポートにあるフラッ
シングコネクターを使用して、ジェッ
トポンプから水が流れなくなるまで
圧縮空気 (約 689 kPa (100 PSI)) をシ
ステムに注入します。

smo2008-001-054_a

1. フラッシングコネクター — 場所は異なる
ことがある

排水手順を簡単にするため、次のホー
スを組み立てできます。

smo2008-001-053_a

代表的な例
1. フラッシングコネクターアダプター

(P/N 295 500 473)
2. ホース12.7 mm (1/2 in)
3. エアホース雄アダプター

: インタークーラー (スーパーチャー
ジャー付きモデル) とエキゾースト
マニホールドを排水しないと、これ
らのコンポーネントに重大な損傷が
起きるおそれがあります。

バッテリー
Sea-Doo 認定ディーラーにご相談く
ださい。

エンジン冷却システム
不凍液の劣化を防ぐため、200 時間
ごと、あるいは 2 年ごとに不凍液を
交換します。
不 凍 液 の 交 換 と 比 重 テ ス ト
は、Sea-Doo 認定ディーラーに依
頼してください。
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: 不凍液の混合比率が適切でないと、
気温が氷点下になる場所にウォーター
クラフトが保管された場合、冷却シ
ステム内で液体が凍るおそれがあり
ます。これはエンジンに重大な損傷
を及ぼします。保管期間に入る前に
不凍液を交換しないと、液が劣化し
て、次にエンジンを使用するときに
十分な冷却が得られない可能性があ
ります。

バラストシステム
バラストタンクをウォータークラフ
トから取り外し、海洋微生物を真水
でフラッシングしてください。
:清掃を簡単にするため、クイックコ
ネクター293 710 077)を使用して、散
水ホースをバラストタンク補給ホー
スに接続します。
バラストタンクは垂直位置で適切に
保管します。ドレンプラグを下にし
て開き、確実に排水します。

ビルジの清掃
ウォータークラフトをさらに確実に
保護するため、次の各手順を行って
ください。
ビルジを洗剤とお湯、またはビルジク
リーナーで清掃します。洗った後は
よくすすいでください。ウォーター
クラフトの前側を持ち上げて傾け、
ビルジ内を完全に排水します。

防蝕処理
エンジンコンパートメント内に残っ
ている水を拭き取ってください。
エンジンコンパートメント内の金属
製コンポーネントに、XP-S ルーブ潤
滑剤または同等品をスプレーしてく
ださい。

�
DESS ポストは潤滑しないでくださ
い。

XP-S ルーブ潤滑剤または同等品を用
いて、スロットルケーブルを潤滑し
てください。

ドライブシャフト腐食防止
塩水状況でドライブシャフトを腐食か
らさらに保護するため、ウォーター
クラフトをSea-Doo 認定ディーラー
に持ち込んで、適切な潤滑を依頼し
てください。

後に
ボディや船体に修理が必要な場合は、
Sea-Doo 認定ディーラーにご相談く
ださい。機械的な部分のタッチアッ
プ塗装には、BRP スプレーペイント
をお使いください。
ボディに品質の良い船舶用ワックス
を塗ってください。
フロントシートとリアシートは、完
全に閉めずに少し開けておいてくだ
さい。エンジンコンパートメントの
結露と、それによる腐食の可能性を
防ぐことができます。
ウォータークラフトを屋外に保管する
場合は、太陽光線と汚れがプラスチッ
ク製コンポーネントやウォーターク
ラフトの仕上げを損なったり、ホコ
リが堆積したりするのを防ぐため、
不透明な防水カバーで覆ってくださ
い。
: ウォータークラフトを水に浮べたま
ま長期間保管しないでください。ま
た、直射日光が当たるところでウォー
タークラフトを保管しないでくださ
い。ウォータークラフトをビニール
製の袋に入れて保管しないでくださ
い。

シーズン前の準備
定期点検チャート に従ってメンテナ
ンスの準備を実施します。
100 時間ごとまたは 1 年間 項目に記
載の全作業を必ず実施してください。
一部の作業は技術的スキルと特殊工
具を必要としますので、Sea-Doo 認
定ディーラーに実施を依頼してくだ
さい。
: シーズン前の準備と同時に、メー
カーの改良キャンペーンの実施を
Sea-Doo 認定ディーラーに依頼され
ることを強くお勧めします。
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�
定期点検チャートで詳しく解説さ
れた手順のみを実施してください。
このガイドで触れられていないコン
ポーネント／システムについては、
定期的にSea-Doo認定ディーラーに
整備を依頼されることをお勧めしま
す。指定のある場合を除いて、すべ
てのメンテナンス手順はエンジンを
停止し、DESS キーをポストから外
してから行わなければなりません。
エンジンコンパートメント内の部品
は、高温になる場合があります。コ
ンポーネントの状態がよくないと思
われる場合は、BRP純正部品または
認定された同等品と交換してくださ
い。
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BRP 北米限定保証:2008 SEA-DOO® ウォータークラフト

1. 限定保証の適用範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (以下“BRP”とします)* は、以下に記述
された期間について、下記の条件のもと、モデル年 2008 Sea-Doo パーソナ
ル・ウォータークラフトに素材または製造上の欠陥がないことを保証します。
このSea-Doo パーソナル・ウォータークラフトが納入される際に、BRP 認定
ディストリビューター／ディーラー（その定義は以下に示します）によって
取り付けられたすべての BRP 純正部品およびアクセサリーは、パーソナル・
ウォータークラフト本体と同じ保証を受けるものとします。
BRPは、特定の 2008 Sea-Dooパーソナル・ウォータークラフトに GPSレシー
バーを標準装備として提供します。GPS レシーバーには、GPS レシーバー製
造業者の限定保証が適用され、本限定保証は適用されません。
この製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合は、以前の所
有者による行為である場合も含めて、この保証は無効になります。

2. 責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適
合性の何らかの保証を含むがそれらのみには限定されない明示的または暗示
的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが否認
され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定
されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。
ただし、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められていないため、そ
れらはあなたには適用されない可能性があります。この保証は特定の権利を
付与するものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的権利を留保する
ことができます。
ディストリビューター、BRP 正規ディーラー、そしていかなる個人も、この
限定保証に含まれていない確約、表明、または保証を、BRP あるいはその他
の個人に対して行ってはならず、万一行った場合、それらの内容は BRP に対
して強制できるものではありません。BRP はこの保証をいつでも変更する権
利を留保します。ただし、すでに販売された製品に適用される保証条件は、
その保証が有効な間は変更されないことに同意します。

3. 除外規定
以下は保証対象ではありません:
• 通常の磨耗および消耗品;
• 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
• 『オペレーターズガイド』 に示されている適正なメンテナンス／保管を

怠ったために発生した損害;
• 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは

BRP によって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、あるいは整備を行う BRP 認定ディーラー以外の人によって行われた
修理の結果として生じた損傷；

• 誤用、乱用、過失、または『オペレーターズガイド』で説明されている推
奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害;

• 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結
果として生じた損傷;
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• 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレー
ター・ガイ ド』を参照）;

• 水の吸入;
• 外装のゲルコート仕上げを含むがそれのみには限定されないゲルコート仕

上げの損傷、ブリスター （ふくれ） またはブリスターに起因するファイ
バーグラスの層間剥離、ひび割れ、クモの巣状のひび；および

• 間接的な損害、付随的な損害、つまり、牽引、保管、電話、レンタル、タ
クシー、不便性、保険対象、ローンの支払い、時間の損失、所得喪失等そ
れらのみに限定されないその種の損害。

4. 保証適用期間
この保証は、 初に購入した消費者に納入された日、またはその製品が 初
に使用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です：
a) 個人使用の所有者の場合は、連続する 12 ヶ月間。
b) 業務用使用の所有者の場合は、連続する 4 ヶ月間。保証期間中の一部で

あっても、パーソナル・ウォータークラフトが収入の発生、何らかの業務
または職業に関連して用いられた場合、そのパーソナル・ウォータークラ
フトは商業的用途で使用されたものと見なされます。また、保証期間中の
いずれかの時点でパーソナル・ウォータークラフトが商業用として登録さ
れたり、商業用途の使用許可を受けた場合も、そのパーソナル・ウォー
タークラフトは商業的用途で使用されたものと見なされます。

c) 上記に加えて、排出ガス制御を操作する排出ガス関連コンポーネント（下
記のリストを参照）は、連続する24ヶ月間またはエンジン使用200時間の
どちらか早い方の期間適用されます。

排出ガス関連コンポーネント

スロットルポジションセンサー (TPS)

気温センサー (ATS)

気圧センサー (APS)

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施によって、
保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフトはカリフォルニア州またはニュー
ヨーク州での販売を意図して製造されており、本来はカリフォルニア州また
はニューヨーク州の住民に販売され、その後保証はそれらの州の住民に登録
されます。関係するカリフォルニア州およびニューヨーク州の排出ガス制御
保証規定もご覧ください。

5. 保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときのみ適用されます:
• 2008年モデル Sea-Dooパーソナル・ウォータークラフトとは、その販売が

行われた国において Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフト製品の販売
を許可されている BRP ディーラーから、 初のオーナーによって未使用の
新品として購入されたものです (“BRP ディーラー”);

• BRP が指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリストを
作成しなければなりません;
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• 製品は BRP 認定ディーラーによって正しく登録されなければなりません;
• Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフトは、購入者が居住する国で購入

される必要があります;
• 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』 で概説されて

いる定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。
BRP は、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の
証明を求める権利を留保します。

BRP は、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使
用する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRP が製
品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要
です。

6. 保証を受けるためにしていただくこと
お客様は欠陥の発現から 2 日以内に、整備を行う BRP ディーラーにその旨
を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修理の機会をディーラー
にあたえなければなりません。また、お客様は製品の購入を証明するものを
BRP ディーラーに提示しなければならず、保証修理を有効にするため、その
修理の開始に先立って修理／作業注文書に署名しなければなりません。この
限定保証に基づいて交換された部品は、すべて BRP の所有となります。

7. BRP が行うこと
この保証に基づく BRP の義務は、通常の使用、メンテナンス、および整備が
行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求すること
なく、任意の BRP ディーラーにおいて、当社の判断により修理するかまたは
新しい BRP 純正部品と交換することです。
BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

8. 所有権の移転
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この保証も同時に移転され、
以下のような方法で所有権の移転が BRP に通知されることを条件に、残りの
保証期間の間も有効となります：
a) 旧所有者が BRP (下記の電話番号）または BRP認定ディーラーへ連絡し、

新しい所有者の連絡先を知らせる;
b) BRP または正規 BRP ディーラーが、旧所有者が所有権の移転に同意した

ことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領する。

9. 消費者支援
この BRP 限定保証に関連して議論または論争が生じた場合、BRP はまず問
題をディーラーレベルで解決すべく努力されることをお勧めします。その問
題について、認定ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話し
合ってください。
さらに支援が必要な場合は、問題の解決を図るためディストリビューターの
サービス部門と連絡を取ってください。
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カナダ: 米国:

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC. BRP US INC.
Consumer Services Group
75, J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke, Québec J1L 1W3
電話.: 819 566-3366

Consumer Services Group
7575 Bombardier Court
Wausau WI 54401
電話.: 715 848-4957

* 米国内では、製品の流通とサービスは BRP US Inc が行います。
© 2007 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
® Bombardier Recreational Products Inc.またはその子会社の登録商標。
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4-TEC®エンジン、または 4-TEC® IC エンジン装備
SEA-DOO® 2008 年モデル パーソナル・ウォーター
クラフトに対するカリフォルニア州およびニュー
ヨーク州の排出ガス制御保証規定。
カリフォルニア州では、Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフトにはカリ
フォルニア大気資源委員会が規定した特別な環境ラベルを貼ります。ラベル
には、1、2、3、4 スターがあります。パーソナル・ウォータークラフトの品
質表示票にはスター等級システムの意味が説明されています。

スターラベルは、クリーンな船舶用エンジンを意味します
クリーンな船舶用エンジンの記号：

��	���

クリーンな空気と水
より健康的なライフスタイルと環境。

燃料節約
燃料節約 従来の気化2ストロークエンジンと比べてガソリンとオイルの燃焼
を 30 - 40 パーセント減らし、資金と資源を節約します。

排気ガス保証の延長
消費者が心配なく操業できるよう保護します。

1スター – 低排出
1スターラベルは、パーソナル・ウォータークラフト、船外、船尾、船内エン
ジンが大気資源委員会のパーソナル・ウォータークラフトと船外船舶用エン
ジン 2001年排気物質基準を満たしていることを示します。この基準を満たす
エンジンは、従来の気化 2 ストロークエンジンより排気物質を 75％削減しま
す。これらのエンジンは、船舶用エンジンの U.S. EPAの 2006 基準と同等で
す。

2スター – 超低排出
2スターラベルは、パーソナル・ウォータークラフト、船外、船尾、船内エン
ジンが大気資源委員会のパーソナル・ウォータークラフトと船外船舶用エン
ジン 2004年排気物質基準を満たしていることを示します。これらの基準を満
たすエンジンは、1スター-低排出エンジンより排気物質を 20％削減します。

3スター – 極超低排出
3スターラベルは、エンジンが大気資源委員会のパーソナル・ウォータークラ
フトと船外船舶用エンジン 2008年排気物質基準または船尾と船内船舶用エン
ジン 2003年排気物質基準を満たしていることを示します。これらの基準を満
たすエンジンは、1スター低排出エンジンより排気物質を 65％削減します。
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4 スター – スーパー極超低排出
4 スターラベルは、エンジンが大気資源委員会の船尾と船内船舶用エンジン
2009 年排気物質基準を満たしていることを示します。パーソナル・ウォー
タークラフトと船外船舶用エンジンもこれらの基準に準拠します。これらの
基準を満たすエンジンは、1スター低排出エンジンより排気物質を 90％削減
します。
詳細: Cleaner Watercraft - Get the Facts

(クリーンなウォータークラフト– 次で確認してください)。
1 800 END-SMOG
www.arb.ca.gov

排出ガス制御保証権利と義務
カリフォルニア州大気資源委員会、ニューヨーク州環境保護局、および
Bombardier Recreational Products Inc.を代表して BRP US Inc. (以下“BRP”)*
は、2008年モデル Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフトの排出ガス制御
システム保証について説明いたします。カリフォルニア州とニューヨーク州で
は、新規のパーソナル・ウォータークラフトのエンジンを州のスモッグ防止
基準を満たすように設計、組み立て、装備しなければなりません。BRP は、
貴方のパーソナル・ウォータークラフトを酷使、不注意、不適切なメンテナ
ンスがない限り下記の期間パーソナル・ウォータークラフトのエンジンの排
出ガス制御システムを保証しなければなりません。
排出ガス制御システムには、キャブレタまたは噴射装置、イグニッションシ
ステム、触媒コンバータ等の部分が含まれます。またホース、ベルト、コネ
クタ、その他の排出関連のアッセンブリーが含まれます。
保証可能な条件が存在する場合、BRPは、BRP認定ディーラーによってなされ
る場合に限り、診断、部品代および工賃を含めて、貴方の 2008 Sea-Dooパー
ソナル・ウォータークラフトのエンジンを無償で修理します。

製造業者の限定補償範囲
この排出ガス保証は、カリフォルニア州またはニューヨーク州での販売を意
図して BRP によって認証そして製造された 2008 年モデル Sea-Doo パーソナ
ル・ウォータークラフトに適用され、本来はカリフォルニア州またはニュー
ヨーク州の住民に販売され、その後保証はカリフォルニア州およびニューヨー
ク州の住民に登録されます。Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフト用の
BRP 限定保証条件は、必要な改変を加えたこれらのモデルに適用可能です。
2008 Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフトの排出ガス制御パーツに関し
て、 初に購入した消費者に納入された日から 4 年間または 250 使用時間の
うちどちらか先に訪れた保証時期を選択してください。しかし、時間に基づく
保証適用は適切な時間メーターまたは同等品を装備したパーソナル・ウォー
タークラフトにのみ可能です。エンジンの排出関連の部品が異常な場合、保
証の元に BRP が修理または交換します。
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4-TEC® エンジンと 4-TEC® IC エンジン装備の Sea-Doo 2008 年モ
デルパーソナル・ウォータークラフトで適用される部品:

デジタルリニアアクチュエータ (低
アイドル制御)

スーパーチャージャー

スロットルポジションセンサー すべての燃料システムコンポーネント

吸気マニホルド気温センサー イグニッションコイル

吸気マニホルド気圧センサー ピストンとリング

エンジン温度センサー インテークおよびエキゾーストバルブギ
ア/トレイン

ノッキングセンサー クランクケースベンチレーションバルブ

排出ガス制御ユニット 配線ハーネスとコネクタ

インジェクター 排出ガス関連シール、ガスケット、ホース

燃圧レギュレータ エキゾーストマニホールド

吸気マニホルド バルブ、バルブガイド、バルブガイドシー
リング

インタークーラー

排出ガス保証は、保証部分の異常によって引き起こされる他のエンジンコン
ポーネントの損傷に適用されます。
BRP 『オペレータズガイド』は、パーソナル・ウォータークラフトの正しい
メンテナンスと使用に関する指示を記載しています。すべての排出ガス保証
部品は、『オペレータズガイド』 のメンテナンスで要求されている部品交換
を予定していない限りパーソナル・ウォータークラフトの保証期間全体で保
証されます。
メンテナンスを必要とする、交換を予定している排出ガス保証部品は、部品の
初の交換予定日までの期間の間 BRP により保証されます。定期的な交換で

はなく、通常点検を予定している排出ガス保証部品は、パーソナル・ウォー
タークラフトの保証期間全体で BRP により保証されます。この保証規定の条
項の元で修理または交換された排出ガス保証部品は、本来の部品の保証期間
の残りの間 BRP により保証されます。この限定保証に基づいて交換された部
品は、すべて BRP の所有となります。
メンテナンスの受け入れと記録は、パーソナル・ウォータークラフトの次の
各所有者に移転されます。
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所有者の保証責任
パーソナル・ウォータークラフトの所有者として、『オペレータズガイド』
に記載の要求されているメンテナンスを実施する責任があります。パーソナ
ル・ウォータークラフトのエンジンに関係する全受領書を保持することを BRP
は推奨しますが、受領書の紛失またはすべての予定メンテナンスの不履行だ
けを理由にして BRP は保証適用を拒否できません。
パーソナル・ウォータークラフトの所有者として、BRP が酷使、不注意、不
適切なメンテナンス、不適切な改変によりパーソナル・ウォータークラフトの
エンジンまたは部品に対する保証適用を拒否できることに留意してください。
問題が発生した場合、パーソナル・ウォータークラフトのエンジンを BRP 認
定ディーラーにできるだけ早く見せます。保証修理は、30 日を超えない合理
的な長さの期間内に完了します。
保証の権利と責任、または 寄の BRP 認定ディーラーの名前と場所に関して
質問がある場合、Customer Services Group までお問い合わせください (1 715
848-4957)。

* 米国内では、製品の流通とサービスは BRP US Inc が行います。
© 2007 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
® Bombardier Recreational Products Inc および子会社の登録商標およびTM 登録商

標です。
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BRP 国際限定保証:2008 SEA-DOO® ウォータークラフト

1. 限定保証の適用範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (以下“BRP”とします)* は、以下に記述
された期間について、2008年モデル Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフ
トに素材または製造上の欠陥がないことを保証します。
この 2008 Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフトが納入される際に、BRP
認定ディストリビューター／ディーラー（その定義は以下に示します）　に
よって取り付けられたすべての BRP 純正部品およびアクセサリーは、パーソ
ナル・ウォータークラフト本体と同じ保証を受けるものとします。
この製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合は、以前の所
有者による行為である場合も含めて、この保証は無効になります。

2. 責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適
合性の何らかの保証を含むがそれらのみには限定されない明示的または暗示
的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが否認
され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定
されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。
ただし、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められておらず、それが
あなたにも適用される可能性があります。この保証は特定の権利を付与する
ものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的権利を留保することがで
きます。
BRPディストリビューターまたはその他の人物のいずれにおいても、この限定
保証に含まれるもの以外に、製品に関する確認、表示、保証を行う権限は与え
られておらず、それが行われた場合にも BRP に対する強制力はありません。
BRP はこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売
された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないこ
とに同意します。

3. 除外規定
以下は保証対象ではありません:
• 通常の磨耗および消耗品;
• 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
• 『オペレーターズガイド』 に示されている適正なメンテナンス／保管を

怠ったために発生した損害;
• 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは

BRP によって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、あるいは整備を行う BRP 認定ディストリビューター／ディーラー以
外の人によって行われた修理の結果として生じた損傷 ；

• 誤用、乱用、過失、または『オペレーター・ガイド』で説明されている推
奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害;

• 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結
果として生じた損傷;

• 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレー
ター・ガイ ド』を参照）;

• 水の吸入;
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• 外装のゲルコート仕上げを含むがそれのみには限定されないゲルコート仕
上げの損傷、ブリスター （ふくれ） またはブリスターに起因するファイ
バーグラスの層間剥離、ひび割れ、クモの巣状のひび；および

• 間接的な損害、付随的な損害、つまり、牽引、保管、電話、レンタル、タ
クシー、不便性、保険対象、ローンの支払い、時間の損失、所得喪失等そ
れらのみに限定されないその種の損害。

4. 保証適用期間
この保証は、 初に購入した消費者に納入された日、またはその製品が 初
に使用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です：
a) 個人がレクレーション用途で使用する場合は連続する12ヵ月間。
b) 業務用使用の所有者の場合は、連続する 4 ヶ月間。保証期間中の一部で

あっても、パーソナル・ウォータークラフトが収入の発生、何らかの業務
または職業に関連して用いられた場合、そのパーソナル・ウォータークラ
フトは商業的用途で使用されたものと見なされます。また、保証期間中の
いずれかの時点でパーソナル・ウォータークラフトが商業用として登録さ
れたり、商業用途の使用許可を受けた場合も、そのパーソナル・ウォー
タークラフトは商業的用途で使用されたものと見なされます。

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施によって、
保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。

5. 保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときのみ適用されます:
• 2008年 Sea-Dooパーソナル・ウォータークラフトとは、その販売が行われ

た国において Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフト製品の販売を許可
されている BRP ディストリビューター／ディーラーから、 初のオーナー
によって未使用の新品として購入されたものです (“BRP ディストリビュー
ター／ディーラー”);

• BRP が指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリストを
作成しなければなりません;

• 製品は BRP 認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく登録さ
れなければなりません;

• 2008年モデル Sea-Dooパーソナル・ウォータークラフトは、購入者が居住
する国で購入される必要があります。

• 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』 で概説されて
いる定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。
BRP は、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の
証明を求める権利を留保します。

BRP は、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使
用する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRP が製
品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要
です。
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6. 保証を受けるためにしていただくこと
お客様は欠陥の発現から 2 日以内に、整備を行う BRP ディストリビューター
／ディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修
理の機会をディー ラーにあたえなければなりません。また、お客様は製品の
購入を証明するものを BRP ディストリビューター／ディーラーに提示しなけ
ればならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理／
作業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換され
た部品は、すべて BRP の所有となります。

7. BRP が行うこと
この保証に基づく BRP の義務は、通常の使用、メンテナンス、および整備が
行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を請求すること
なく、任意の BRP 認定ディストリビューター／ディーラーにおいて、当社の
判断により修理するかまたは新しい BRP 純正部品と交換することです。
BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

8. 所有権の移転
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この保証も同時に移転され、
以下のような方法で所有権の移転が BRP に通知されることを条件に、残りの
保証期間の間も有効 となります：
BRP またはBRP 認定ディストリビューター／ディーラーが、旧所有者が所有
権の移転に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領する。
次にディストリビューターがこの情報を BRP に直接転送します。

9. 消費者支援
a) 本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベ

ルで問題解決を試みてください。その問題について、認定ディーラーの
サービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってください。

b) さらに支援が必要な場合は、ディストリビューターのサービス部門にご
相談ください。ディストリビューターの連絡先を www.brp.comでご覧に
なれます。

c) それでも解決できない場合は、問題の内容を書面にして、下記に提出して
ください。
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ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、
ヨーロッパオフィスまでご連絡ください:

BRP EUROPE N.V.
Consumer Service Center
Skaldenstraat 125
9042 Gent
Belgium
電話.: + 32-9-218-26-00

北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:

BRP FINLAND OY
Service Department
Ahjotie 30
Fin-96320 Rovaniemi
Finland
電話.: + 358 16 3208 111

上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北
米オフィスまでご連絡ください :

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Consumer Services Group
75, J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke, Québec J1L 1W3
電話.: 819 566-3366

* この限定保証が適用される地域では、製品の流通とサービスは Bombardier
Recreational Products Inc. または子会社が行います。

© 2007 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
® Bombardier Recreational Products Inc.またはその子会社の登録商標。
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BRP 欧州連合加盟国限定保証:2008 SEA-DOO®

ウォータークラフト

1. 限定保証の範囲
Bombardier Recreational Products Inc. (以下“BRP”とします)* は、以下に記述
された期間について、下記の条件のもと、欧州連合加盟国の BRP 認定ディス
トリビューター／ディーラー (以下ディストリビューター／ディーラーとしま
す) によって販売されたモデル年 2008 SEA-DOO®パーソナル・ウォーターク
ラフトに素材または製造上の欠陥がないことを保証します。
2008年モデル SEA-DOOパーソナル・ウォータークラフトが納入される際に、
BRP 認定ディストリビューター／ディーラーによって取り付けられたすべて
の SEA-DOO パーソナル・ウォータークラフト純正部品およびアクセサリー
は、パーソナル・ウォータークラフト本体と同じ保証を受けるものとします。
この製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合は、以前の所
有者による行為である場合も含めて、この保証は無効になります。

2. 責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適
合性の何らかの保証を含むがそれらのみには限定されない明示的または暗示
的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それらが否認
され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみに限定
されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外されます。
ただし、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められておらず、それが
あなたにも適用される可能性があります。この保証は特定の権利を付与する
ものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的権利を留保することがで
きます。
ディストリビューター、BRP ディストリビューター／ディーラー、またはそ
の他の人物のいずれにおいても、この限定保証に含まれるもの以外に、製品
に関する確認、表示、保証を行う権限は与えられておらず、それが行われた
場合にも BRP に対する強制力はありません。
BRP はこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売
された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないこ
とに同意します。

3. 除外規定 （以下は保証修理の対象とはなりません）
以下は保証対象ではありません:
• 通常の磨耗および消耗品;
• 定期メンテナンス項目、チューンアップ、調整
• 『オペレーターズガイド』 に示されている適正なメンテナンス／保管を

怠ったために発生した損害;
• 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは

BRP によって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、あるいは整備を行う BRP 認定ディストリビューター／ディーラー以
外の人によって行われた修理の結果として生じた損傷 ；

• 誤用、乱用、過失、または『オペレーター・ガイド』で説明されている推
奨事項に一致しない方法による製品の操作によって発生した損害;
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• 事故、水没、火災、盗難、破壊行為、またはあらゆる天災や不可抗力の結
果として生じた損傷;

• 製品に適さない燃料、オイル、または潤滑剤を使っての運転（『オペレー
ター・ガイ ド』を参照）;

• 水の吸入;
• 外装のゲルコート仕上げを含むがそれのみには限定されないゲルコート仕

上げの損傷、ブリスター （ふくれ） またはブリスターに起因するファイ
バーグラスの層間剥離、ひび割れ、クモの巣状のひび；および

• 間接的な損害、付随的な損害、つまり、牽引、保管、電話、レンタル、タ
クシー、不便性、保険対象、ローンの支払い、時間の損失、所得喪失等そ
れらのみに限定されないその種の損害。

4. 保証対象期間
この保証は、 初に購入した消費者に納入された日、またはその製品が 初
に使用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です：
a) 個人がレクレーション用途で使用する場合は連続する12ヵ月間。
b) 業務用使用の所有者の場合は、連続する 4 ヶ月間。保証期間中の一部で

あっても、パーソナル・ウォータークラフトが収入の発生、何らかの業務
または職業に関連して用いられた場合、そのパーソナル・ウォータークラ
フトは商業的用途で使用されたものと見なされます。また、保証期間中の
いずれかの時点でパーソナル・ウォータークラフトが商業用として登録さ
れたり、商業用途の使用許可を受けた場合も、そのパーソナル・ウォー
タークラフトは商業的用途で使用されたものと見なされます。

この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施によって、
保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、ユーザーの国で適用される関連する法令
に従います。

5. 保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときのみ適用されます:
• 2008 年モデル SEA-DOO パーソナル・ウォータークラフトとは、その販売

が行われた国において SEA-DOO パーソナル・ウォータークラフト製品の
販売を許可されている BRP ディストリビューター／ディーラーから、 初
のオーナーによって未使用の新品として購入されたものです;

• BRP が指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリストを
作成しなければなりません;

• 製 品 は 、 認
定ディストリビューター／ディーラーによって正しく登録されなければなりません

• 2008 年モデル SEA-DOO パーソナル・ウォータークラフトは、購入者が居
住する国で購入される必要があります。

• 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』 で概説されて
いる定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。
BRP は、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の
証明を求める権利を留保します。

_____________________ 143



BRP は、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使
用する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRP が製
品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要
です。

6. 保証を受けるためにしていただくこと
お客様は欠陥の発現から 2 ヶ月以内に、整備を行う BRP ディストリビュー
ター／ディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセス
と修理の機会をディー ラーにあたえなければなりません。また、お客様は製
品の購入を証明するものを BRP ディストリビューター／ディーラーに提示し
なければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修
理／作業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換
された部品は、すべて BRP の所有となります。通知期間はユーザーの国で適
用される関連する法令に従うことに留意ください。

7. BRP が行うこと
この保証に基づく BRP の義務は、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、
および整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を
請求することなく、任意の BRP 認定ディストリビューター／ディーラーにお
いて、当社の判断により修理するかまたは新しい SEA-DOO 純正部品と交換
することです。
BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

8. 所有権の移転
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この保証も同時に移転され、
BRP またはBRP 認定ディストリビューター／ディーラーが、旧所有者が所有
権の移転に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領する
ことを条件に、残りの保証期間の間も有効となります。

9. 消費者支援
a) 本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベ

ルで問題解決を試みてください。その問題について BRP 認定ディストリ
ビューター／ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話し
合ってください。

b) さらに支援が必要な場合は、ディストリビューターのサービス部門にご
相談ください。ディストリビューターの連絡先を www.brp.comでご覧に
なれます。

c) それでも問題が解決しない場合、下記の住所の BRP に連絡をとってくだ
さい。
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ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、
ヨーロッパオフィスまでご連絡ください:

BRP EUROPE N.V.
Consumer Service Center
Skaldenstraat 125
9042 Gent
Belgium
電話.: + 32-9-218-26-00

北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:

BRP FINLAND OY
Service Department
Ahjotie 30
Fin-96320 Rovaniemi
Finland
電話.: + 358 16 3208 111

上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北
米オフィスまでご連絡ください :

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Consumer Services Group
75, J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke, Québec J1L 1W3
電話.: 819 566-3366

* この限定保証が適用される地域では、製品の流通とサービスは Bombardier
Recreational Products Inc. または子会社が行います。

© 2007 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
® Bombardier Recreational Products Inc および子会社の登録商標およびTM 登録商

標です。
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プライバシー保護に関する情報/放棄
あなたのご連絡先情報は安全性の確保と保証のために使わせていただきます。
お客様のご連絡先情報を利用して、当社製品のご案内やご提供情報を送らせ
ていただくことがあります。このような当社製品、サービス、ご提供に関す
る情報を希望されない場合は、下記まで書面にてお知らせください。
また、厳選された信頼できる企業に対して、品質の高い製品とサービスの販
売促進に役立てるため、お客様のご連絡先情報の利用を許可することがあり
ます。あなたのお名前やご住所の開示を拒否される場合は、下記まで書面に
てお知らせください。

カナダ

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Warranty Department
75, J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke, Québec J1L 1W3
Fax 番号: 819 566-3590

米国

BRP US INC.
Warranty Department
7575 Bombardier Court
Wausau WI 54401
電話.: 715 848-4957

他の国々 :

BRP EUROPEAN DISTRIBUTION
Warranty Department
Chemin de Messidor 5-7
1006 Lausanne
Switzerland
Fax 番号: + 41213187801
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住所と所有権の変更
お客様が住所を変更された場合またはボートの新しい所有者になった場合は、
以下のいずれかの方法で BRP に通知してください。
– 以下の宛先にカードを郵送する;
– 北米のみ: 715 848-4957 (米国) or 819 566-3366 (カナダ)へ電話する;
– BRP 認定ディストリビューター／ディーラーに問い合わせる。
所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書を添付し
てください。
例えば、安全上のリコールを開始した場合など、BRP が必要に応じてボート
の所有者に連絡できるように、限定保証の期間が終了した後でも、BRP に通
知することが重要です。BRP に通知するのは、所有者の責任です。
盗難に遭った場合: あなたのスポーツボートが盗まれた場合は、お住まいの
地域を管轄するディストリビューターの保証部門までご連絡ください。お客
様のお名前、ご住所、電話番号、船体識別番号、そして盗難の日付をお知ら
せください。

住所 :

北米 他の国々

BOMBARDIER RECREATIONAL
PRODUCTS INC.
Warranty Department
75, J.-A. Bombardier Street
Sherbrooke, Québec J1L 1W3
Canada

BRP EUROPEAN DISTRIBUTION
Warranty Department
Chemin de Messidor 5-7
1006 Lausanne
Switzerland
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2008 Sea-doo 『オ ペ レ ー タ ズ ガ イ ド』 へ の追加

ウ ォ ー タ ー ク ラ フ ト に は、一体化チ ェ ッ ク バ ル ブ付き の ベ ン ト型燃

料キ ャ ッ プ が装備 さ れ て い ま す。

Sea-Doo PWC MY2008 で は、 ユ ニ ッ ト は 2 種類の燃料 タ ン ク ベ ン     

チ シ ス テ ム で製作 さ れ て い ま す。

燃料キ ャ ッ プ の交換が必要な場合、必ず次の製品警告 ラ ベ ル の付い

た モ デ ル の BRP ベ ン ト燃料キ ャ ッ プ のみ を使用し て く だ さ い。

他製品を使用す る と 、ウ ォ ー タ ー ク ラ フ ト の燃料シ ス テ ム の機能が

低下 し ま す。 現在市場に は同等品の燃料キ ャ ッ プ は無い こ と に注 

意し て く だ さ い。

 こ の注意書き を 『オ ペ レ ー タ ズ ガ イ ド』 と 一緒に保管し て く だ さ    

い。

ｮ お よ び  BRP の ロ ゴ は、 Bombardier Recreational Products Inc. ま た はそ の 子会社の 商標で す。 smo2008-003 (P/N 219 701 375)

警告 /AVERTISSEMENT

BRP ベ ン ト燃料キ ャ ッ プ の み を使用

重要な お知 ら せ



158 _____________________






	toc
	乗船前に確認すべきこと
	安全に関する情報
	はじめに
	セイフティー チェックリスト
	一般的事項

	ライディング
	着用品
	ヘルメット
	重要な注意点
	利点
	リスク
	リスクと利点の兼ね合い
	結論
	レース

	携行品
	準備

	運転
	衝突回避
	安全なライディング
	オペレーター／同乗者が注意すべきこと
	ウォータークラフトの操縦性/曳航

	運航ルール
	道路交通との比較
	進路優先権
	交差
	対向の場合
	追い越し
	航行システム


	給油の手順
	水上スキー用の手信号
	重要なラベルの位置

	ボートについての情報
	登録番号の位置
	識別番号
	船体 （ハル）
	エンジン

	操縦装置、各コンポーネントと計器類
	操縦装置、各コンポーネントと計器類の機能
	1)
	デジタル暗号化セキュリティシステム （DESS）
	速度制限機能

	2)
	調整

	3)
	フィンガースロットル

	4)
	5)
	高性能 VTS

	6)
	7)
	1) スピードメーター
	2) タコメーター
	3) 燃料レベル表示
	4) インフォメーションセンター
	5) インジケーターライト
	6) 深度計
	7) 水温
	8) VTS ポジションインジケーター

	8)
	9)
	10)
	内蔵タイプ脱着式ストレージビン
	補助ストレージコンパートメント
	取り外し式トレイ
	スペアスパークプラグホルダー
	消火器ホルダー

	11)
	12)
	エンジンコンパートメント

	13)
	スペアスパークプラグホルダー

	14)
	バウ（船首）アイレット
	船尾 （スターン） アイレット

	15)
	16)
	17)
	18)
	19)
	20)
	21)
	取り付け
	注水
	排水
	取り外し


	液体類
	推奨燃料
	北米
	北米以外

	エンジンオイル
	130 および 155 HP エンジン
	215 および 255 HP エンジン

	エンジンオイルレベル
	ウォータークラフトが水から上がっているとき
	手順

	エンジン冷却液
	推奨冷却液
	冷却液レベル
	冷却液の交換


	慣らし運転期間
	10 時間点検

	使用前の点検
	船体 （ハル）
	ジェットポンプウォーターインテーク
	ビルジ
	バッテリー
	燃料タンク
	エンジンコンパートメント
	エンジンオイルレベル
	エンジンクーラントレベル
	ステアリングシステムとサイドベーン (O.P.A.S.)
	スロットルシステム
	シフターシステム
	可変トリムシステム (VTS)
	ストレージコンパートメントカバーとシート
	ウエイクボードラック 
	バラストタンク
	DESS ポストおよびエンジンスタート/ストップボタン
	排気マニホルドの冷却水(気温が氷点下またはそれに近い場合のみ )

	操作の説明
	作動原理
	推進
	ニュートラルとリバース
	可変トリムシステム
	ステアリング
	オフパワーアシステッドステアリング システム（O.P.A.S.）

	ウォータークラフトへの乗船
	一般的事項
	桟橋または水深の浅いところでの乗船
	水深の深いところでの乗船

	エンジンの始動
	準備
	エンジンが冷えているとき／暖まっているとき

	ライディング
	エアインテーク開口部

	リアグラブハンドル
	ウエイクボードラックとバラストタンクの操作
	波の荒いときや視界の悪いときの航行
	波を横切るとき
	停止／ドック入れ
	浜辺に乗り上げるとき
	エンジンの停止

	使用後のお手入れ
	船体の手入れ
	泥水や塩水で使用した場合の手入れ
	エキゾーストシステムのフラッシング
	一般的事項
	フラッシング

	防蝕処理

	特殊作業の手順
	モニタリングシステム
	応急帰還モード

	エンジンのオーバーヒート
	エンジンの油圧が上がらない
	ジェットポンプウォーターインテークとインペラーの清掃
	水中での清掃
	陸上での清掃

	ウォータークラフトが転覆したとき
	ウォータークラフトが水没したとき
	エンジン内に水を吸い込んだとき
	プラグがかぶってしまったとき
	それでもかからない場合：

	水上でのウォータークラフトの曳航
	バッテリーの電圧低下

	トラブルシューティング
	モニタリングシステムのコード化された信号
	1 回の長いビープ音 ( DESS キーをウォータークラフトのポストに取り付けているとき ）。
	1 回の短いビープ音の後に 1 回の長いビープ音。
	4 時間異なる間隔で 4 回の短いビープ音
	15 分間隔で 2 秒間のビープ音
	5 分間隔で 2 秒間のビープ音
	ビープ音が鳴り続けます

	エンジンが始動しない
	エンジンがゆっくりとクランキングします
	クランクは回りますが、エンジンは始動しません
	エンジンのミスファイア、燃料噴射の不良、不安定な回転
	エンジンから煙が出る
	エンジンのオーバーヒート
	エンジンのピンギングまたはノッキング
	エンジンの加速力やパワーが不足している
	ウォータークラフトが最高速度に達しない
	エンジンの回転が徐々に低下して止まってしまう
	O.P.A.S. システムの異常 ( スライディングベーン付きのモデル )
	推進システムからの異常な騒音
	ビルジ内に水が入った
	仕様

	メンテナンス
	エンジンの排出ガスに関する情報
	製造者の義務
	ディーラーの義務
	所有者の義務
	EPA 排出ガス規制

	一般的事項
	ツールボックス
	メンテナンスチャート
	定期点検

	メンテナンス
	潤滑
	腐食防止のための保護

	スロットルケーブルの点検
	スロットルケーブル

	エンジンのオイル交換とオイルフィルターの交換
	バルブの調整
	冷却液の交換
	燃料噴射システム
	ステアリングアライメント
	VTS の調整 (装備されている場合)
	ヒューズ
	ヒューズ取り外し/点検
	説明/場所

	O.P.A.S. システム (装備されている場合)
	ドライブシャフト腐食防止
	スキー／ウエイクボードポスト （装備されている場合）
	全体の点検と清掃
	点検
	清掃


	トレーラーでの運搬、保管、シーズン前の準備
	トレーラーでの運搬
	進水／積み込み
	保管
	ボディの洗浄／修理
	燃料システム
	エンジンのオイル交換とオイルフィルターの交換
	エキゾーストシステムのフラッシング
	エンジン内部の潤滑
	インタークーラーとエキゾーストマニホールド
	バッテリー
	エンジン冷却システム
	バラストシステム
	ビルジの清掃
	防蝕処理
	最後に

	シーズン前の準備


	保証
	BRP 北米限定保証:2008 SEA-DOO ® ウォータークラフト
	1. 限定保証の適用範囲
	2. 責任の範囲
	3. 除外規定
	4. 保証適用期間
	5. 保証の適用を受けるための条件
	6. 保証を受けるためにしていただくこと
	7. BRP が行うこと
	8. 所有権の移転
	9. 消費者支援

	4-TEC ® エンジン、または 4-TEC ® IC エンジン装備 SEA-DOO ® 2008 年モデル パーソナル・ウォー
	排出ガス制御保証権利と義務
	製造業者の限定補償範囲
	4-TEC ® エンジンと 4-TEC ® IC エンジン装備の Sea-Doo 2008 年モデルパーソナル・ウォータークラフ
	所有者の保証責任


	BRP 国際限定保証:2008 SEA-DOO ® ウォータークラフト
	1. 限定保証の適用範囲
	2. 責任の範囲
	3. 除外規定
	4. 保証適用期間
	5. 保証の適用を受けるための条件
	6. 保証を受けるためにしていただくこと
	7. BRP が行うこと
	8. 所有権の移転
	9. 消費者支援
	ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、ヨーロッパオフィスまでご連絡ください:
	北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:
	上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北米オフィスまでご連絡ください:


	BRP 欧州連合加盟国限定保証:2008 SEA-DOO ® ウォータークラフト
	1. 限定保証の範囲
	2. 責任の範囲
	3. 除外規定 （以下は保証修理の対象とはなりません）
	4. 保証対象期間
	5. 保証の適用を受けるための条件
	6. 保証を受けるためにしていただくこと
	7. BRP が行うこと
	8. 所有権の移転
	9. 消費者支援
	ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、ヨーロッパオフィスまでご連絡ください:
	北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:
	上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北米オフィスまでご連絡ください:


	CE適合性宣言
	プライバシー保護に関する情報/放棄
	カナダ
	米国
	他の国々:


	住所と所有権の変更



